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テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン

　第三回「妹で遊ぼう！」

あとがき







《ＰＨＡＳＥ―０２：００　黒くろ～The Black～》







　それははるかに遠い彼方かなたの星々の狭はざ間まで起きたこと。そして遠い遠い昔に起きたこと。




　薄うすく淡あわく広がり輝かがやく高温のガスとプラズマの海。

　そこに一ひと振ふりの『剣つるぎ』があった。切っ先や柄つかには宝石のような輝きがちりばめられており、刀身や刃やいばは金銀に光ひかり輝いている。

　しかしその『剣』を飾かざるものは、宝石でもなければ、金や銀のような貴金属でもない。

　青く、あるいは赤く光を放つのは宝石ではなく恒こう星せい。白色矮わい星せいや赤色矮星なのである。そして金銀の輝きに見えるのは、露ろ出しゆつして引き伸のばされた特異点による現象。ペアを失い実体をもった粒りゆう子しによる発光や、真空の全反射現象による輝き。

　それがこの『剣』を壮そう麗れいに飾りつけている。

　無論、恒星が組み込まれているだけに、その大きさも内ない惑わく星せい軌き道どうの直径ほどもある。また『剣』を形作ってるものも、一いつ般ぱん的てきな概がい念ねんで言うところの物質ではない。真空の状態そのものを変化、いわば結けつ晶しよう化かさせたもの。

　そしてこの『剣』はそれ自体が意思を持ち行動する、知的生命体なのだ。

　審しん判ぱんの四姉妹。刃の次女。『壮麗なる黎明グロリアスドーン』。『剣』は、いや彼女はそう呼ばれていた。

『壮麗なる黎明』の周囲に広がる高温のガスとプラズマの海は、つい先程までこの場所にあったはずの恒星と惑わく星せいの残ざん滓し。一つの恒星系が瞬しゆん時じに消しよう滅めつした名な残ごり。その恒星系を形成していた主星と惑星の全質量、全エネルギーからすると、ガスやプラズマはごく一部が残されただけ。あとは文字通り次元の隙すき間まに消えていってしまった。

『壮麗なる黎明』がいる恒星系ばかりではない。可視光線をはじめとする電磁波で観測すれば、薄いガスとプラズマを通して周囲の恒星が見えることだろう。その恒星も今はない。

　あと何十年か、あるいは何百、何千、何万年かが過ぎていけば、近いものから順に姿を消していくはずだ。それはこの恒星系が消えて失せたのと同時に、やはりこの時空からも消失したのだから。

　もっとも順次、消えていく恒星を観察できる存在が、その頃ころにこの一帯、いやこの銀河系にいるかどうかも分からない。

『黎明』の切っ先は末だに光を放つ近くの恒星へと向けられている。距きよ離りはおおよそ五光年と少しだろうか。五年としばらくの後、その恒星はこの地点から見て突とつ如じよとして姿を消すことになる。

　その恒星系へ向けて『黎明』は言う。

『あなたが、やったのですか？　これを、あなたが全て……』

　音ではない。電磁波でもない。光を越こえ、空間を越え響ひびき渡わたる声。それが瞬時にして五光年と少し先にいるその存在へと届く。

　その一帯も『黎明』がいるのとさして変わりのない状態。恒星と惑星の残滓である薄いガスとプラズマが広がる。

　そこに『鎌かま』があった。

　鎌と言っても奇き妙みような、そしてどこか禍まが々まがしさを感じる形状だ。長い柄から伸びた刃は両側へと、何かの生物の羽を思わせるように広がっている。『黎明』の『剣』と同様、『鎌』も所々に宝石のように恒星がはめ込まれている。露出して引き伸ばされた特異点により、金や銀の輝きに彩いろどられているのも同じだ。言うまでもなくその大きさも『黎明』同様、恒星をはるかに凌しのぎ、ちょっとした恒星系の内惑星軌道の直径にも匹ひつ敵てきするのは同じだ。

　だが、しかしどこか見るものを沈ちん黙もくさせるような禍々しさを感じさせるのは否めない。

『静謐なる宵闇トランクルナイト』。

　審判の四姉妹、収しゆう穫かくの四女。それが彼女の名。

『宵闇』は答える。

『そう……、あなたもそう問うのね？　私にそう問うのは、あなたも同じなのね……』

　声と同様、彼女たちの知覚も光も速く、時空間を越えて相手を捉とらえることが出来る。五光年先の『黎明』を見み据すえて『宵闇』はそう言ったのだ。

『答えてください』

　静かだが、有無を言わさぬ調子が有る。しかしその裏に隠かくされた感情まで、今の『宵闇』が見通すことは出来なかった。

『私がやったとしたら……、あなたはどうするの？』

　沈黙が流れる。この程度の距離では、彼女たちの意思の疎そ通つうにタイムラグが生じるはずもない。意図的に『黎明』の方が沈黙を守っているのだ。

　しばしの沈ちん思しの後に『黎明』は言う。

『ならば私は審判の四姉妹、刃の次女としての務めを果たさなければなりません』

　苦く渋じゆうに満ちた感情。しかし追い詰つめられた『宵闇』は怒いかりに任せて叫さけんだ。

『あなたがそう言うのなら、私も黙だまっていない！』

　淡く薄いガスとプラズマの中で巨きよ大だいな『鎌』は、見えない手に振ふるわれるようにはめ込まれた恒星の軌き跡せきを描えがいて舞まう。その先せん端たんは光速を越え、可視光線で『鎌』を観測すれば、見る場所によってはデフォルメされたような残像を伴ともなっているかのように映ったかもしれない。

『私も収穫の四女としての力を使わせてもらう』

　そして『鎌』から光の波が湧わき立つ。

『宵闇の斉唱ナイトユニゾン・激浪ハイウェーブ!!』

　五光年と言えば彼女たちにしてみればすぐ目の前。『宵闇』に応こたえて『黎明』も言う。

『残念です』

　そして巨大な『剣』もはめ込まれた恒こう星せいの軌跡と共に、目に見えぬ巨きよ人じんの腕うでにより振り上げられた。

『黎明の合唱ドーンコーラス・総刃フルエッジ』

『剣』と『鎌』。『黎明』と『宵闇』。二人が相対するとある銀河系の端はしから数億光年離はなれた場所に彼女が居た。

『正午』。

　光速を越えて観測できるその知覚によって、彼女は『黎明』と『宵闇』がいる銀河系の一部が、まるで削けずり取られたように消え失せていることが分かっていた。

　星々が消えた後には薄うすいガスとプラズマが残る以外は、何も無い空間が広がるだけ。しかしそれは数億光年も彼方かなたの出来事なのだ。さすがに彼女たちと言えども、一いつ瞬しゆんで踏とう破はできる距きよ離りではない。

『今からでは間に合わない……』

『正午』は呻うめくようにつぶやく。そのつぶやきは光速を越えて、数千万光年離れた場所にいる『夕暮』に伝わる。

『でもこのままじゃ……』

　当とう惑わくする『夕暮』に『正午』は言う。

『まずは被ひ害がいを最小限にとどめることが優先です。あの二人が全力でぶつかれば、この宇宙が消えてなくなってもおかしくありません』

　それが決して誇こ張ちようではないことを、否、むしろ控ひかえめな表現であることを『夕暮』は承知していた。

『あなたは空間を遮しや断だんしなさい。この一帯は消しよう滅めつするでしょうが、それ以上の被害はなんとか食い止められるはずです』

『でも、でも……』

　まだ逡しゆん巡じゆんする『夕暮』に『正午』は繰くり返した。

『審判の四姉妹、導きの長女として命じているのです』

　そう言われては従うしかない。しかしそれでも『夕暮』には疑問があった。

『でも本当に二人が全力がぶつかったら、私だけじゃ止められないよ！』

『いいえ、二人が全力でぶつかることはありません。私が……、私の力で一人は確実に止めます』

　それが意味するところを悟さとり『夕暮』は声を上げ『正午』を止める。

『何をするの！　止めて!!　止めてよ!!』

『どちらか一人でも力を削そげば、あなたの力で何とか他の銀河団に被害が及およぶのは避さけられるはずです』

『でも……、何で。どうして？　どうして私たちがこんな目に遭あわなきゃならないの!?』

『責任は私に有ります。すぐに用意しなさい！』

　可視光線を含ふくむ電磁波で観測している限り、数億年後にならないと彼女たちのいる辺りで、その異変は分からないだろう。しかし『正午』と『夕暮』には、『黎明』と『宵闇』がいる辺りを中心に、空間が荒あれ狂くるい、引き裂さかれた真空からあふれ出たエネルギーが見る間に周囲を焼き尽つくしていくさまが見て取れた。

　引き裂かれ千ち切ぎれ飛んだ空間と共に、無数の星々も見る間に砕くだけ散っていく。しかもそのプロセスは超ちよう光こう速そくで進行しているのだ。『黎明』と『夕暮』のいた銀河系の大半は、消えて失せてしまっている。

　後には何も残らない。残るのは何も無い、何の意味も持たない空間。

　黒だけが広がる。

『い、いや……』

　その光景に思わずそうつぶやく『夕暮』に『正午』が重ねて言う。

『早く！』

　その声に促うながされるままに『夕暮』は叫さけんだ。

『夕暮の輪唱ダスクアラウンド・重撃ヘビーインパクト！』

　その発動を確認してから『正午』も続けた。

『正午の独唱ヌーンソロ・長射ロングショット』

　そして次の瞬しゆん間かん、宇宙の片かた隅すみで一つの銀河団が姿を消していた。

　数億光年に亘わたり広がる黒の中で誰かのつぶやきが響ひびく。

　……お姉ちゃん、なんで？

　誰がそうつぶやいたのか。それはもう分からなかった。




　日が暮れて雨がぱらつき始めていた。四月に入ったばかりとはいえ、夜になるとまだ肌はだ寒さむさを感じる。ましてや雨ともなればなおさらだ。

　マンションの出入り口に戻もどってきた大おお空ぞら広ひろ海みは、差し出した掌てのひらに冷たい雨あま粒つぶを受け、いささか渋しぶい顔をする。

「……まったく」

　そうぼやくと手にしたファイルを頭の上に乗せて、すぐ側の駐ちゆう車しや場じように停めてある軽乗用車の方へと急ぐ。その間にも雨足は見る間に速くなっていった。一刻も早く会社の軽乗用車に逃にげ込むことだけを考えていた広海は、その途と中ちゆう、植え込みを間に挟はさんでいたとはいえ、傘かさを差したセーラー服姿の少女とすれ違ちがったことには気づかなかった。

　駐車場に着くとすぐに鍵かぎを開け、軽乗用車に乗り込む。傘の代わりにしていたファイルを助手席に放ると、広海はポケットから仕事用の携けい帯たい電話を取り出した。

「あ～～、私です。大空です。田中くんいるかな？　あ、田中くん。いまそのご遺族のマンションの前なんだけど、部屋には誰もいないみたいなのよ。一〇〇七号室の逢おう瀬せさんよね？　え～～、アポ取ってないの!?　なによ、それは！」

　その時だ。すっかり雲に覆おおわれていた空が一時、閃せん光こうで彩いろどられ、そして雷らい鳴めいが響いた。

「取材拒きよ否ひ？　駄だ目めじゃん……。あとはそっちでやってね。私もこれ以上は面めん倒どう見切れないわよ。明日は息子の入学式なんだし……。はぁ？　小学校のわけないでしょ。おべっか使っても駄目よ。高校よ、高校！　それじゃ後は戻ってからね」

　低く轟とどろく雷鳴にも構わず広海は一方的にそう喋しやべり続けそして携帯電話を切った。

「まったく、アポも取ってないんじゃ取材にならないじゃないの。大体、こっちは取材が本職じゃないんだから……」

　ぶつくさとそんなことを言いながら広海は会社の軽乗用車を駐車場から出した。車道に出る直前、軽乗用車を一時停止させた広海は、何気なく背後のマンションの方へ振ふり返る。その時、再び稲いな光びかりが瞬またたきマンションの全面を明るく照らす。しかし十階にあるはずの、取材先の部屋の様子は、路上の軽乗用車との角度からいっても見通せるはずもない。

　広海はすぐに気を取り直して、軽乗用車を車道に出した。

　出版社で翻ほん訳やくの仕事をしている広海にとって取材は本来の仕事ではない。しかし担当者の手が離はなせないということで、今回に限り助っ人に駆り出されたのである。

　ある事件で指名手配されていた容疑者が海外へ逃とう亡ぼう。犯罪者の逃とう走そうを手助けしているｂｉｏビオパートナーと海外で接せつ触しよく。そのまま地球外へ逃走を計るという事件が有った。広海はその事件に関する記事やインタビューを翻訳していたこともあり、今回の取材を手伝う羽目になったのだ。

　今日、取材に訪れたのはその容疑者が、以前に起こした事故により、亡なくなった被ひ害がい者しやの遺族。警察は事件性はなく、単なる事故として片付けていたようだが、担当していた記者の取材によると、色々と問題があったらしい。

　その頃ころの話を聞く予定だったのだが、担当記者のミスで事前のアポイントを取り損そこねていたのだ。そればかりかこの一件については話したくないと取材拒否までされていたらしい。

　これでは埒らちが明かない。それを承知で取材に向かわせた後こう輩はいの記者への不平をぼやきながら広海は軽乗用車を走らせた。

　雨は少し小降りになってきたようだ。それに気をよくしたのか、広海は何か不思議なメロディを口ずさみ始めていた。




　自宅に戻ってきてもただいまと言わなくなってから、一体どれくらいの月日が経っただろう。まだ一年と少ししか経っていないはずだが、桜さくら子こにはもう随ずい分ぶんと長いことのようにも思える。それもまた仕方のないことなのだろう。桜子の住んでいる、このマンションの一〇〇七号室には他に誰も居ないのだから。桜子が朝、家を出てから、帰ってくるまで、この部屋に入ったものは誰も居ない。帰りを待つ相手も居ない。

　ここに住んでいるのは逢おう瀬せ桜子ただ一人。

　傘をしまいリビングに向かおうとした桜子は、ドアの新聞受けに小さな紙切れが差し込まれているのを見つけた。手に取るとどうやら名めい刺しのようだ。しかし名刺に書かれた会社名を目にするや、桜子は部署や氏名を確認することもなく、無む造ぞう作さにそれを破り捨てる。

　数週間ほど前から、祖父を亡くした事件とその容疑者について話を聞きたいと、しつこく連れん絡らくしてきていた雑誌の発行元。どこからか桜子のマンションの電話番号を探さぐり出し、取材を申し込んできていたのだ。何度も断っていたのだが、どうやら今度は直接、家に押しかけてきたらしい。

　まだ春休みだと思い家にいるはずと考えたか、それとも桜子が一人暮らしということを知らなかったのか。いずれにせよ突とつ撃げき取材は空から振ぶりに終わったわけだ。

　リビングに入り破った名刺をゴミ箱へ捨てる。留守番電話のＬＥＤが点てん滅めつしてメッセージが入ってることを伝えているが、どうせあの記者からだろうと思い、桜子は無視を決め込んだ。

　自分一人しか住んでいないのだから、別に部屋割りなどどうでもいい。２ＬＤＫをどう使おうと勝手なはず。もっとも生来、几き帳ちよう面めんなのか、それとも単に使い勝手がいいという理由からなのか、桜子は一つの部屋を勉強用に、そしてもう一部屋を寝しん室しつに使っていた。

　その勉強部屋に入り、桜子は鞄かばんを机の脇わきに置く。机の脇にあるのは竹刀をはじめとする剣けん道どう用具一式。一目でかなり使い込まれていることが分かる。

　新学年度が始まったばかりで、まだ本格的な部活は行なわれていない。しかし桜子は今日も学校の剣けん道どう部ぶ顧こ問もんから呼び出しを受けていた。帰りが遅おそくなったのもそのせいである。

　呼び出しの内容は、いつもの小言。先月、駅前で後輩に絡からんでいた不良を叩たたきのめしたことか。或あるいはカメラ片手に学校を覗のぞき込んでいた盗とう撮さつ魔まを見つけて懲こらしめた時のことか。さもなくばコンビニで万引きを見つかったにも拘かかわらず、平然と居直り、店員に因いん縁ねんをつけていたチンピラを痛い目に遭せてやった時のことか。

　話を聞き流していた桜子は、どれを指し摘てきされたのかよく覚えていなかったが、おそらく顧こ問もんは全てについて注意していたのだろう。

　正義感が強いのはよい。しかしものには限度というものがある。相手を力ちから尽ずくで叩きのめせばよいというわけでもない。もしもトラブルが有ったら、剣道部はもとより学校の皆みなに迷めい惑わくがかかる。それが分からないわけではあるまい。

　はいと素直に答え、頭を下げ桜子はその場を退散していた。

　いつものことだ。

　正義感が強い……？

　少し開いていたカーテンの方へ歩みよりながら桜子は自問する。

　いいや、違ちがう。私は正義感が強いわけじゃない。ただ私は……。

　その時だ。

　再び稲いな光びかりが閃ひらめく。少し開いたカーテンの間から、アルミサッシを通して桜子はそれを見た。

　巨きよ大だいな鎌かまのような影シルエット。

　一いつ瞬しゆんの閃せん光こうの中に、何か禍まが々まがしささえ感じさせる鎌のような影が、垂直にそそり立っているのを見たのだ。我が目を疑う間もなく、桜子は閉めようとしていたカーテンと、そしてアルミサッシまで開けてベランダへと出る。

　少し雨足は落ち着いてきたとはいえ、十階にある桜子の部屋のベランダにも降り注いでいる。鎌のような巨大な影は、その十階建ての桜子のマンションよりもはるかに大きく見えた。その場所は駐ちゆう車しや場じようと道路、そしてその向こうにある川の土手の向こう。丁度、川の上空に浮うかび上がったような感じだろうか。川の岸辺にある送電用の鉄てつ塔とうが影になっていたから、その手前に出現したのは間ま違ちがいない。

　そう、間違いないように見えた。

　だがしかしベランダに出た桜子の前には、今しがた見えたはずの巨大な鎌のような影はもうなかった。鉛なまり色いろから黒へと変わっていく雨空と、憂ゆう鬱うつな色合いのマンションや雑居ビル、住宅が見下ろせるだけだ。

　ベランダから眼下の道路や歩道を見下ろしてみる。自分以外にも今の異変に気づいた人間がいないかと考えたのだ。しかし天気が災いしてか、歩いている人間は余り見かけない。よしんばいたとしてもこの天気では、傘かさを差して歩いているわけで、視界が限定されてしまう。

　それに第一、つい先程見たあの巨大な鎌のような影が実在のものであったかどうかすら疑わしいではないか。

　そう思い、桜子は鎌のような影が現れた川の方へとを視線を送る。まるでそれを待っていたかのように、再び稲光が閃いた。

　巨大な鎌のような影が閃光に浮かび上がるような事はなかった。

　そうだ、そのはずだ。

　桜子は自分自身にそう言い聞かせる。

　何も変わりはしない。何も起こりはしない。それが現実なのだ。

　長く伸のばした黒くろ髪かみが雨に濡ぬれるのを感じた桜子は部屋に戻もどろうとする。だがしかし何かに後うしろ髪がみを引かれるかのように、何気なくもう一度、川の方へと振ふり返る。

　そしてまた稲光が閃く。

　鎌のような影はない。しかしその閃光に浮かび上がる川岸の鉄塔。その最上部辺りに人の影があったのだ。

　かなり距きよ離りがあるので顔形まではっきりと見通す事は出来ない。一瞬の閃光の中に見えたその影から察すると、長いスカートとゆったりとした衣装を身にまとった、長い髪かみの少女であるようにも見える。

　雷らい雨うの中、送電用鉄塔の最上部に立つ少女がいるはずもない。だがしかし桜子は彼女が確かにそこにいると直感していた。




　生暖かい雨が彼女の髪を、頬ほおを濡らす。

　長いまつげに縁ふちどられた目ま蓋ぶたを開くと、深い銀色の瞳ひとみが現れた。

　どうやら鉄塔の上のようだ。眼下には彼女たちの概がい念ねんからすると、およそ原始的な家屋が建ち並んでいる。

　宵闇へと変わっていく空の色を染め抜ぬいたような長いスカートが濡れるのも構わず、彼女はそっと空中へと手を差し伸のべる。

　足元は僅わずか幅はば十数センチの鉄骨。彼女の小さな足さえようやく支えている程の幅しかない。それでも彼女は恐きよう怖ふ感など微み塵じんも覚えていないようだ。

「水……」

　初めて口にした言葉がそれだった。掌てのひらに受ける雨に彼女は言い直す。

「いえ……。雨、雨ね」

　言い直した直後、彼女は発作的な笑いの衝しよう動どうにかられた。

「ふふふ、あはははは。あはははははは……」

　身を支えるものもない高い鉄塔の上にいるのにも拘かかわらず、彼女は身をよじって笑いの衝動に自分を任せる。

「あはははは！　ここが『素晴らしい場所』？　ここが!?　イモータルヌーンも少しおかしくなったんじゃないの？」

　その時だ。その気配を察した彼女は、笑うのを止めて視線を巡めぐらせる。

　鉄塔の目の前。四角い不愛想な建物。この地のマンションと呼ばれている類の集合住宅だ。同どう胞ほうと共有状態にある情報からその程度の事はすぐに引き出せる。

　そのマンションの、彼女が立つ鉄塔と同じくらいの高さの階。その階のベランダに、雨だというのに一人立つ影があった。

　長く見事な黒髪を持つ、セーラー服姿の少女。その少女が先程から彼女の方を、じっと身じろぎもせずに見つめてるのだ。

　見られて困るわけでもない。しかし彼女はセーラー服姿の少女が持つ雰ふん囲い気きに何か気押おされたように感じていた。少女は恐怖にかられている様子も、思わぬ現象に訝いぶかっている雰囲気もない。

　ただ目の前で起きている事実を観察しているだけ。それだけに気押されたのかもしれない。いずれにせよこのまま姿を現しているわけにいかぬと思い彼女はつぶやいた。

「量子ブラインド展開」

　これで彼女の姿は見えなくなったはずだ。しかしベランダから見つめるセーラー服姿の少女は、それでもしばしの間、身じろぎもせず彼女の方へと視線を送っているのである。

　最初は苛いら立だち、そして次に感じたのは興味であった。

「面白いわね……」

　思わずその言葉が口をついて出る。その言葉を待っていたわけでもあるまいが、セーラー服姿の少女は、ようやく自分の部屋に戻り窓とカーテンを閉しめた。

　また雷らい鳴めいと稲いな光びかりが閃ひらめく。彼女はすっかり黒の色に染め抜かれた空を見上げてつぶやいた。

「グロリアスドーンはまだ着いてないようね。でもイモータルヌーンはもうここにいるわけだし、アウグストダスクも多分……。いつまでも一人ではいられない……」

　静謐なる宵闇。ティオ・トランクルナイトは、セーラー服姿の少女が消えた窓へと再び視線をやる。

「そうね。面白そう……」




　雨でぬれた身体をシャワーで温め、手近のシャツを羽織ると桜子は寝しん室しつにしている部屋に入る。他に誰かいるわけでもない。寝室のアルミサッシは厚手のカーテンで閉め切られている。別に恥はじ入る相手もいないのだが、やはり何も身につけないのは抵てい抗こうがある。

　ぬれた髪にタオルを当てながら、桜子は今しがた起きた出来事を思い返す。

　鉄てつ塔とうの上に現れた少女の影かげ。それはまるでこの世界をあざけるかのように一ひと頻しきり笑うと、桜子の方へと視線を巡らせ、そして次の瞬しゆん間かんには最初から存在しなかったかのように消えてしまった。

　わずか数秒の出来事だ。何かの見み間ま違ちがいか、あるいは一種の幻げん覚かくなのかとも思う。しかし桜子はその少女が確かにそこに居たと直感していたのは事実である。

　少女が消える直前、桜子は視線が合ったのを感じていたのだ。

　あり得ない出来事だ。だが二十年近く前から、地球人は好むと好まざるとに拘わらず、どんな事が起きてもあり得ないで済ますわけにもいかない環かん境きように置かれている。

　ｂｉｏクラフト。

　はるか四十五億年以上前からこの宇宙に存在している、宇宙船型生物と接せつ触しよくしてから、いかなる非日常的なことでも、あり得ないのひと言で済ますわけにはいかなくなっている。

　ｂｉｏクラフトは全体子ホロン体という人間そっくりの姿をとることも出来る。突とつ然ぜん、鉄塔の上に現れまた姿を消すのも、たやすい芸当だろう。

　しかし問題はあの巨きよ大だいな鎌かまのような影だ。ｂｉｏクラフトの宇宙船形態は一いつ般ぱんに一本もしくは複数の回転式次元衝角、即すなわちドリルを持つとされている。鎌のような細長いｂｉｏクラフトなど聞いた事が無い。もっとも人間がｂｉｏクラフトについて知っているのは、その全容のごく一部でしかない。ドリルがあるのだ、大おお鎌がまのようなｂｉｏクラフトが居ても不思議は有るまい。

　ベッドに腰こし掛かけた桜子は、カーテンをそっと開ける。その向こうには雨にぬれた住宅街の夜景が広がり、その中に鉄塔が黒い影になってそそり立っていた。鉄塔には少女の姿はない。それでも桜子は確信していた。彼女は確かにそこにいたのだ。

　だがそれにどんな意味があるのだろう。

　桜子は明かりも点つけぬままにシングルベッドの上に転がる。

　また夜が始まる。桜子一人だけの夜が。

　成績が良いのは勉強熱心だからではない。他にやることが無いからだ。
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　晴れていればベランダで竹刀の素す振ぶりをすることも出来るが、小降りになりつつあるとはいえ天気は完全に回復してない。

　特に趣しゆ味みらしい趣味も無い。勉強部屋には遠とお縁えんの親しん戚せきから、なかば押しつけられるように与あたえられたノートパソコンがあり、最低限の知識はあるものの、インターネットやゲーム、プログラムに興味があるわけでもない。

　そして何よりこの部屋には桜子一人。話をする相手もいない。ケンカをする相手もいない。また明日、夜が明け登校するまで、ただ生きているだけの時間が過ぎる。

　いつもの長く静かな夜が始まる。

　それだけだ。







《ＰＨＡＳＥ―０２：０１　雨あめ～Rain～》







　差し出した手のひらを冷たい雨あま粒つぶが濡ぬらす。

　ティセは差し出した手を目の前に持ってくると、濡れた掌てのひらを無言のまましばらく見つめていた。そして何やら考え込む。胸の前には通学鞄かばんを抱かかえたまま。周囲では下校する生徒たちが靴くつを履はき替かえ、傘かさを差して校舎から出て行くが、ティセは玄げん関かんの庇ひさしの下にさっきから立ったままだ。

　思い出したようにポケットからハンカチを出して手を拭ふく。ハンカチを戻もどすと、また通学鞄を胸の前に抱え、外の光景をじっと見つめる。

　外は雨。

　ティセが地球に来てからもうすぐ二ヶ月。まだ本格的に梅雨入りしてはいないものの、このところ天気もぐずつき気味である。

　庇の下の、雨の吹ふき込まない辺りに立っていたティセだが、やにわにとたとたと小走りに駆かけ出すと、玄関の反対側の方へと向かう。もっともそれほど広くはない玄関だ。すぐに反対側に着いてしまう。

　そこでもしばしの間、雨に濡れる外の光景を見ていたティセだが、再び先程と同じように庇の下から身を乗り出すようにして、手を差し伸のべてみる。

　結果は同じ。差し出されたティセの手のひらは、再び冷たい雨に濡れた。

「雨」

　いつものように無表情で無感情のまま、つぶやくようにそう言うティセだが、どことなく現状に不満げな様子が窺うかがえる。

　再びポケットから出したハンカチで手を拭くと、またもや通学鞄を胸の前に抱えたままで、先程までいた玄関の反対側にとたとたと駆け出していく。

　そして三度、庇の下から手を伸ばしてみる。もちろん結果は同じ。

　小こ糠ぬか雨あめがティセの掌を濡らすだけ。

「雨」

　濡れた手のひらを見つめながら、そうつぶやくのもまた同じだった。

「……広こう大だい。それに恵けい子こ」

　アイシャは言った。

「さっきから何を見ているんですか？」

「いやぁ……」

　刺とげのあるアイシャの言葉に、広大はばつの悪い笑いを浮うかべ頭を掻かきながら答えた。

「なんていうかさ、見ていると飽あきないと言うか……」

「面白いのよね、率直に」

　適当に言葉を濁にごす広大に代わり、恵子が楽しそうにティセの方を指差しながら言った。

「ティセさまは見せ物ではありません!!」

　語気も鋭するどくそう言い放つアイシャに、広大は長身をすくめるが、同居している恵子はもうなれたのか平然とした様子である。

　そのやり取りでようやく三人の存在に気づいたのか、ティセが胸の前で通学鞄を抱えたまま広大たちの方へ小走りに駆け寄ってくる。

「広大。雨です、雨、雨」

　玄関の外を指差してティセはそう言った。

「雨だな」

「梅雨も近いしね～～」

　そう言う広大と恵子に、何か納得のいかないようにティセは小首を傾かしげる。

「今朝は晴れていたんだけどなぁ。まぁいいか。傘も持ってきてるし」

「傘」

　広大のその言葉に、ティセは思い出したように通学鞄を開け、そこからカラフルな折り畳たたみ傘がさを取り出した。そしてこれまたいつものように、ティセはその傘を目より少し上の高さに掲かかげるように持ち、じっと観察している。

「夕方になると本格的に降るって予報だっけ。急いで帰っちゃいましょう」

「そうだな」

　玄関の方へ急ぐ広大と恵子に続いて、アイシャも折り畳み傘を観察しているティセへと声をかける。

「行きましょう。ティセさま」

　クラスではもちろん校内でもちらほらと話題になり始めている、アイシャの『ティセさま』という呼こ称しようだが、今のところ本人は直すつもりはないようだ。

　アイシャからそう呼びかけられたティセは、ようやく折り畳み傘の観察を止めて三人の方へ駆け寄ってくる。

　続けて傘の花を咲さかせる広大と恵子、そしてアイシャだが、ティセは玄関の庇の所に立ったまま、小首を傾げて何やら考え込んでいるだけだ。

「ティセさま？」

　アイシャがそう話しかけてもまだ何か考えている。

「どうした、ティセ？」

　広大がそう話しかけながら歩み寄るとようやく反応を示してくれた。

「広大、私は疑問があります」

「……ほう」

　身を乗り出し手を差し伸べるようにするいつもの仕草でそう尋たずねるティセに、どうせろくなことでは無いだろうなと思いつつも広大は聞き返す。

「なぜ地球人類は傘かさ以外に雨を防ぐ技術を開発していないのですか？」

「……はい？」

　その問といの意味が即そく座ざに理解できず、広大はポカンとティセを見返すだけ。ティセはティセで今にも広大から明解な答えが返ってくるものと期待してか、つぶらな碧あおい瞳ひとみを向けているだけだ。

「つまり傘以外に、雨に濡ぬれない手段？」

「はい」

　そう答えながらティセは少し楽しそうに、折り畳んだままの傘をもった方の手をぱたぱたさせた。

「え～～と……」

　しかしティセの期待にも拘かかわらず、広大はなかなか明解な解答例が思い浮かばなかった。そもそもティセが本気で聞いているのか、冗じよう談だんで言っているのかすら分からない。そんな広大の様子に、ティセの手をぱたぱたさせる仕草も、いつのまにか急せかすように短いサイクルへと変わっていく。

「あるじゃないの。レインコートとか合羽とか」

　見かねたのか恵子が横からもっともな答えを出してみるが、ティセはそれでは納得できないらしい。恵子の方へ身を乗り出し手を差し出しながら言う。

「駄だ目めです、いけません。レインコートや合羽というのは、雨を防ぐというよりは、雨に濡れても構わない衣類と解かい釈しやくするべきです。余りにも消極的な手段です」

「いや、消極的と言われても……」

　ティセの言葉に広大と恵子は顔を見合わせる。

「現在の地球人の技術レベルなら、空気圧を利用するなど、もっと効率的に雨を防ぐ手段を開発できるはずです」

「それってドクター何とかみたいな、ちょっとアレげな発明家の仕事じゃないの？」

「だよなぁ」

　広大も恵子の言葉に相づちを打ち、差していた傘を少し傾かたむけて鉛なまり色いろの空を見上げた。

「それに積極的と言っても雨雲を何とかするしか……」

「雨雲」

　広大の視線を追いかけて雨雲を見上げていたティセだが、やがて顔を下ろすと改めて言った。

「雨雲がなくなれば雨は降りませんか？」

「そりゃまぁそうだけど……」

　手を差し出すようにしてそう尋ねたティセへ、反射的にそう答えた広大だが、次の瞬しゆん間かん、その言葉の裏に隠かくされた意図に気がついた。

「分かりました」

　庇ひさしから一歩、雨の降るコンクリートの通路へ出ると、傘も差さぬまま空を見上げたティセに、広大は慌あわてて声を上げた。

「ちょ、ちょっと待て！　ティセ!!」

　金色の髪かみが雨に濡れたまま、ティセは広大の方を無言で見上げる。細い金の髪にガラスのビーズのように、水すい滴てきがまとわりついている。そんなティセの姿にドキリとする心臓を押さえながらも、広大は出来る限り声を潜ひそめて続けて言った。

「いまｂｉｏビオクラフト形態になって、上の雨雲消そうとしただろう……!?」

　広大のその言葉に、ティセは小首を傾かしげ上目遣いで空を見上げ、そしてしばし考えてからようやく答えた。

「それはいい考えですね」

「駄目だ、駄目だ！」

　そう言う広大にティセは何も答えないが、不満の表現としてまだ折り畳たたんだままの傘を持った手をぱたぱたと激しく振ふってみせる。

「だからなぁ、ティセ。雨は自然の摂せつ理りと言うか、自然現象と言うか……。とにかく人間の勝手で介かい入にゆうしてはいけない、そういったレベルの……」

　うまく説明できない広大に、ティセは首を傾げるだけ。その様子を後で眺ながめていたアイシャは小さく嘆たん息そくすると、スッと二人の間に入ってくる。

「あの、ティセさま。確かに雨はうっとうしいですが、降らないと水も不足するし大変なんです」

「知ってます」

　子供を諭さとすようなアイシャの口調に、いささか不満なのかティセは傘を持った方の手を、忙せわしなくパタパタさせながら答えた。
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「それに台風のような大雨ならともかく、このくらいの雨ならば風情も有るというものです」

「風情」

　すとんと手を落してティセは上目遣いで何事か考え込む。

「梅雨には梅雨の、夏には夏の、そして秋や冬、春などそれぞれの季節の風情を楽しめるのが日本の良い所です」

　まるで日本を訪れる外国人観光客向けパンフレットのようなアイシャの言いぐさに、広大も恵子もポカンとしているだけだが、ティセは妙みように納得してくれたようだ。

「では私も風情を楽しみたいと思います」

「はぁ……!?」

　ティセの思わぬ反応に、広大と恵子は思わず間の抜ぬけた声を上げてしまったほどだ。もっともこれでティセも傘かさを差して帰る気になってくれたわけだ。少し得意げな顔で自分たちの方を振り返るアイシャに、広大は少しはにかむように軽く手を上げて感謝の意を示す。

　その時である。

　どこからともなく名曲『雨に唄えば』のメロディーとタップの音が聞こえてきた。続いてワッという下校途と中ちゆうの生徒たちの喚かん声せいが耳に入る。

　何事かと広大たちが声のした方へと顔を向けると、玄げん関かん脇わきの職員用自転車置き場と校舎を結ぶ短い渡わたり廊ろう下かの所に人ひと垣がきが出来ていた。

　人垣の中央にいるのは一際、背の高い青年。

　そう、王子さま先生こと内うち山やま田だ王おう司じだ。内山田は手にしたポータブルオーディオプレイヤーに小型スピーカーを繋つなぎ、それを手に持ったままで、曲に合せて器用にタップダンスを踊おどっているのだ。

　しかし考えてみれば変だ。内山田のいるコンクリート製の渡り廊下で、あんなに小気味の良いタップの音が出るとも思えない。広大は大またで渡り廊下の方へ行くと、妙に盛り上がっている生徒たちの人垣を掻かき分けて前に出る。内山田の足元を見ると、案の定、室内用のサンダルだ。オイルスキンのかなり値段の張りそうなサンダルであっても、タップダンスに向いているとは言い難がたい。

「なにやってんすか、王子さま先生」

　呆あきれた顔でそう言う広大の存在に気づいたのか、内山田はようやく首こうべを巡めぐらせる。

「やあ、大おお空ぞらくん。栄さかえさんと貴た風かぜさんは一いつ緒しよかい？　ちょっと話があるんだ」

　栄はティセの、そして貴風はアイシャの、それぞれの偽ぎ名めいだ。広大自身もまだ余りなれてないこともあり、偽名で呼ばれても何かピンと来ない。

「一緒は一緒ですけど……。なんで用事があるんならタップダンスなんて踊ってるんですか？」

　そう、内山田は広大に声をかけても『雨に唄えば』に合せてタップを踊ることを止めないのである。

「うむ、君たちが帰る頃ころだろうと思って、渡り廊下に出て待っていたんだけどね。この雨を見ていると思わず身体が動いてしまってね」

「日本の梅雨に『雨に唄えば』は合わないんじゃないですか？」

　どこまで本気で言っているのか分からない内山田に呆れた顔をする広大だが、その脇わきからすっと前に歩み出るものがいた。

「それよりも先生」

　アイシャである。そう言いながらアイシャは内山田が手にしたポータブルオーディオをひょいと奪うばい取りスピーカーのケーブルを抜いた。『雨に唄えば』のメロディーも消え、小気味の良いタップに代わり、オイルスキンのサンダルが湿しめったコンクリートを叩たたく、リズミカルだが景気の悪い音だけが後に残った。

「人にお話をされるのでしたら、踊りながらというのはどうかと思います」

「いやぁ、手持ちぶさたでね」

　内山田は笑ってそう言いながら、アイシャが差し出したポータブルオーディオを受け取る。

　どうやら内山田のパフォーマンスはこれで終わりらしい。周囲に人垣を作っていた生徒たちも三々五々帰宅の途とに就く。口々に挨あい拶さつをする生徒たちに、内山田もにこやかに挨拶を返す。

　変わり者だがルックスもあってか、それなりに生徒たちの間では人気があるようだ。もっとも彼がＵＮｂＡＲから派は遣けんされている職員だと知っているのは、学校関係者を除けば、広大と恵子、そしてティセとアイシャだけのはずである。

「相変わらず変な人ですね」

　アイシャに遅おくれて恵子と一緒にやって来たティセは内山田を捕つかまえてそんなことを言う。広大も内山田が変な人だというのは同意するが、他の生徒たち同様、広大もそれほど悪い印象は持っていない。恵子も同様のはずだ。しかしティセとアイシャは、どうやら余り良く思っていないらしい。理由を聞いても今一つはっきりしないようだが、ＵＮｂＡＲ職員というのも警けい戒かい材料なのかもしれない。

　顔には笑みを浮うかべたままだが、内山田の目が真しん剣けんな眼まな差ざしに変わり、慎しん重ちように周囲の様子を探る。まだ数人の生徒たちが渡り廊下や玄げん関かんの所に居るのを確認してから、内山田は広大たちに向かって言った。

「あぁ、それで話だけどね。栄さんと貴風さんが通っていたニューヨークの学校から、手紙が届いているんだ。どうやら自宅の住所が分からなくて、こちらへ送ったらしい。直接、渡した方がいいと思ってね」

　ニューヨークと一口に言ってもそのイメージは様々だ。しかし内山田がニューヨークからの手紙と言うとなると、それが意味しているものは容易に想像がつく。

　国連本部が有る場所であり、同時にそれはＵＮｂＡＲから連れん絡らくが来たことを意味している。

「こういう天気だし、大空くんと高たか科しなさんも外で待ってるのもなんだろう。一緒にどうかな？」

　問いかける物言いだが、有無を言わさぬ調子がある。これは逃にげるわけにもいかないなと思い、広大は内山田にうなずき返した。




　ロシア共和国。ブリャンスク州。モスクワの南西、ロシア西部の鉄てつ道どう網もうの要よう衝しようであり、ベラルーシ、ウクライナと国境を接し、州西部は両国国境の間へと突つき出した形になっている。

　日本との時差は六時間。気候は温暖で比ひ較かく的てき雨も多い。機械製造業が主な産業になっており、州の大部分はタイガ地帯となっている。

　そのブリャンスク州のウクライナに近い辺り。タイガ地帯の針葉樹林に囲まれて、小さな廃工場が幾いくつか身を寄せ合うように固まって建っていた。かつては鉄道車しや輌りようを製造していた工場だが、ソビエト連れん邦ぽうの解体に伴ともなう市場化により閉へい鎖さされたのだ。近来、余りうまくいってないロシアとウクライナの関係もあり、国境に近いこの工場は、新たな買い手もつかぬままずっと放置されるままになっていたのである。

　朝から降り続ける細かい雨は正午が近くなっても止む様子は無い。もっとも朽くち果てた工場の中でそれを気にする人間はいないはずだ。

　しかしその廃工場の中で続けざまに場ば違ちがいな拳けん銃じゆうの発はつ砲ぽう音おんが響ひびいたのである。




　逢瀬桜子は足元に転がった銃じゆう弾だんをちらりと一いち瞥べつする。埃ほこりというよりは、割れた窓や壊こわれた壁かべから吹ふき込んで来た土が、薄うすく降り積もったコンクリートの床ゆかの上には、赤熱した拳けん銃じゆう弾だんが二つ、三つ転がっている。

「無む駄だです。ロン」

　桜子に拳銃を向けている男のｂｉｏパートナーがそう指し摘てきする。

「サテライトを展開したｂｉｏパートナーの周囲には『防壁リメス』という目に見えない壁のような結界が生じると最初に教えたはずでしょう？　拳銃は役に立ちません……」

　しかしロンと呼ばれた若い東洋系のｂｉｏパートナーは再び桜子に向けて拳銃を撃うつ。結果は同じ。拳銃弾は桜子の目の前で急激に速度を落とし、やがて床に落下してしまう。硬かたい壁に激げき突とつしたという感じではない。分厚く柔やわらかいカーテンか何かに当たり、運動エネルギーを奪うばわれてしまうような様子だ。もっとも拳銃弾を止めるにはかなり分厚いカーテンを作らねばならないだろう。銃弾が赤熱しているのは、運動エネルギーが熱に変わったせいだろうか。サテライトを展開中のｂｉｏパートナーの周囲には『リメス』と呼ばれている、一種のバリヤーのようなものが展開される。『リメス』はある一定以上の大きなエネルギーを持ったものが侵しん入にゆうしようとすると、自動的にそれを排はい除じよする機能がある。エネルギーの種類は運動、熱、電磁波、空気の振しん動どうでも同じ。同じ小石でもゆっくり放った時は反応しないが、力いっぱい投げつけた時は、それを排除するよう働く。但ただし他のｂｉｏパートナーが持つサテライトは『リメス』を無効化できる。

「大した度胸ね」

　桜子の後ろに影かげのように寄りそうティオ・トランクルナイトがそう囁ささやく。

「平和ボケだって言う日本で育って、ピストル向けられても平然としているなんて」

「大だい丈じよう夫ぶだって言ったのはあなたでしょう。ティオ」

　無駄と分かりつつ自分へと拳銃を向けたままのロンを見み据すえながら、桜子は背後のティオに答えた。

「私を信用したの？」

　そう尋たずねるティオの口調には、少しからかうような、じゃれるような不思議なニュアンスがある。

「それは……」

　桜子が答えようとしたときだ。ロンはさらに引き金を引いた。かなり慌あわてているのだろう。今までと違ちがい狙ねらいはまったくあっていなかった。弾だん丸がんは桜子からかなり離はなれた所を虚むなしく飛び去り、背後にある今では錆さびの塊かたまりになった工作機械に命中した。それで弾丸が尽つきたようだ。引き金を引いても拳銃が火を噴くわけでもなく、人を小こ馬ば鹿かにしたようなカチリと言う金属音しかしないことを悟さとり、ロンは思わずその場にへたりこんだ。

　桜子が何を言おうとしたのか、ティオには分からなかったが、敢あえて聞くつもりもなかった。そしてどうやら桜子の方も言い直すつもりは無さそうだ。

「逃げた方がいいですよ」

　どこか間延びしたような口調でロンと契けい約やくしているｂｉｏクラフトのホロン体は忠告する。ルーク級の『足りなインスフィシい泥炭ェントピート』だ。

「大おお鎌がまのサテライト。このところ世間を騒さわがしている、ｂｉｏパートナー狩がりの貴族パトリシャンのようですね」

　高い鼻び梁りようと赤毛に、細い目をした少年のような姿をした『インスフィシェントピート』のホロン体は、桜子とティオの方を見ながらそう言い、そして気になるひと言を付け加えた。

「それも本物」

　噂うわさは聞いている。桜子とティオが、契約を悪用しているｂｉｏパートナーを襲おそい、強制的に契約解除を行うようになってから数週間。どうやら便乗犯が出てきたようなのである。

　今までは大っぴらに他のｂｉｏパートナーを襲い、契約を強制解除した場合、ＵＮｂＡＲや、そのｂｉｏクラフト側代表であるイモータルヌーンがどう動くか読めなかった。しかし桜子とティオが動き始めても、ＵＮｂＡＲはこれまで明確な対応を打ち出せず、イモータルヌーンも表向き沈ちん黙もくを守っている。

　他のｂｉｏパートナーを襲っても、単に契約を強制的に解除するだけならば、地球上の法律で裁くことは難しい。介かい入にゆう、阻そ止し、制裁が可能なのは同じｂｉｏパートナーとそれを統とう括かつするＵＮｂＡＲとｂｉｏクラフト側代表イモータルヌーンだけ。それが動かないとあれば、タガが外れたような行動を始めるものがいてもおかしくない。そして実行に移したものがいたというだけだ。

　もっとも便乗犯そのものは桜子にしてみれば予想済みのこと。しかし問題はどうやら桜子とティオの偽にせ物ものが現れたらしいという事実だ。

「私たちの偽物について、何か知っているの？」

　桜子は日本語でインスフィシェントピートに尋ねる。インスフィシェントピートとパートナーのロンは、どうやらポルトガル語で会話していたようだ。パートナーにも分かるよう、桜子にもポルトガル語で答えるが、それはサテライトを介かいして即そく座ざに日本語に翻ほん訳やくされる。

「いいえ、噂以上のことは知りません。ただ他にも……」

　その時だ。話をしている桜子に隙すきがあると見たのか、突とつ然ぜん、ロンは立ち上がると、拳けん銃じゆうをかなぐり捨て、手にしたサテライトを振ふりかざして桜子へ突とつ進しんしてくる。

「刃は物ものには注意した方がいいかもね」

　後からからかうように囁くティオだが、指し摘てきされずとも桜子は、突進してくるロンが羽織っていたウィンドブレイカーのポケットに手を入れる所を見ていた。

「この野や郎ろう！」

　面白いことに悪態というものには、かなり強く宗教や文化の影えい響きようが出る。ロンの悪態も即座にサテライトが翻訳してくれるが、どうにも的確というわけにはいかないようだ。

　ロンがポケットから出したのは刃は渡わたり二十センチはあろうかというサバイバルナイフ。日本で意気がった若者たちが振り回しているものが玩具おもちやと分かる本格的なものだ。

　ティオが刃物に気をつけろと言うのも無理はない。サテライトを持って突進してくれば桜子の『リメス』は無効化出来る。もっともその中で拳銃を撃うっても、火薬が発火した瞬しゆん間かん『リメス』が反応して、弾丸が銃じゆう口こうから出ることは無い。しかし刃物は別だ。相手に密着して突つき刺させば『リメス』は反応しないのである。

　ロンもその程度の策は思いつくようだ。だが桜子の方もそれは予想済みである。

　如い何かに長い刃渡りとはいえ、桜子が手にしたサテライトの方が長い。そして何より桜子はロンを傷つけようという意志はない。単に彼が持つ二本のドリルのような穂ほ先さきを持ったサテライトを破は壊かいして、ｂｉｏクラフトとの契約を解除すればいいだけのことなのだ。

　桜子は余よ裕ゆうを持って横に身をかわし、大鎌の形をしたサテライトを振り上げる。対するロンはナイフを桜子に突き立てることしか頭になく、自分のサテライトへの警けい戒かいを怠おこたっていたようだ。

　大鎌が一いつ閃せんするや、ロンの手に有ったサテライトは宙へと弾はじかれ、そして床ゆかへ落ちてくる前に真っ二つになる。それと同時にロンは言葉にならぬ叫さけび声を上げ、床へと転がった挙げ句、勢い余って錆さびだらけの機械へ頭から突っこんでいった。

　契けい約やくの強制解除は命に危険があるわけではないが、肉体に負担がかかり人間の脳は、それを痛みや苦しみとして認識する。それが今のロンが置かれている状態だ。

　そしてそれはｂｉｏクラフトの方にも影響する。

「ああ……！　こ、これだから、貴族とやりあうのは……、嫌いやだったんです」

　低い悲鳴を上げながら、インスフィシェントピートは床に倒たおれ込んでいた。その傍かたわらに歩み寄ると桜子はインスフィシェントピートを見下ろしながら再度、尋たずねた。

「私たちの偽物を知っているの？」

「し、知りませんよ。ただ噂では……」

　苦しみに堪たえてインスフィシェントピートは先程、言いかけた言葉を続ける。

「いくつかの……、国が、あなた方を独自に追ってるとか……。私が知ってるのはこの程度……」

　呻うめきながら立ち上がるとインスフィシェントピートは近くの柱に寄り掛かかる。

「この辺で退散させてください。これ以上はつらい……」

　契約解除の痛みや苦しみはホロン体に影響する。ｂｉｏクラフト形態になれば緩かん和わされるのだ。桜子が無言でいるのを同意として受け取ったインスフィシェントピートは、よろよろと廃工場の入り口から、雨の中へと出ていった。

　肩かたごしに背後を一いち瞥べつすると、ロンはまだ倒れ呻いている。サテライトは破壊されており、すでに量子ブラインドに包まれた桜子とティオの姿を見ることは出来ないだろう。

　この男は旧ソ連製兵器の密売人が地球外へ逃とう走そうするのを手助けしていたのだ。この廃工場はロンの隠かくれ家。これまでは見つかっても手出しできないと思っていたのだろう、この手の連中の情報は意外と簡単に集めることが出来ていた。もっともこれからは警戒されるから、それなりに対策を講じておかなければならないと桜子は考えていた。

　工場の外の雨の音が一いつ瞬しゆん、変わる。どうやらインスフィシェントピートがｂｉｏクラフト形態になりこの地を離はなれたようだ。桜子はロンの様子に変化がないことを確認すると、自分も工場を出た。その後からは無言でティオも続く。

　外はまだ雨。ロシア西部の針葉樹林が雨に濡ぬれ暗い色合いで工場の周囲を包んでいる。桜子の身を包む、セーラー服にも雨が徐じよ々じよに染しみ込んでいく。『リメス』はこの程度の雨では反応してくれないようだ。

「ティオ、一つ聞きたいんだけど……」

　やにわに桜子が思い出したようにそう口を開く。それでも振ふり返ろうとはしないので、ティオの方から桜子の前へと回り込んだ。

「仮に爆ばく弾だん、手しゆ榴りゆう弾だんや地じ雷らいが『リメス』の内側で爆ばく発はつしたらどうなるの？」

　ティオはその問に即そく座ざに答えず、代わりに少し意地の悪い笑えみを浮うかべて言った。

「不安？」

「そうね」

　ここで意地を張った答えでも返ってくれば、ティオとしてもからかい甲が斐いがあろうというものだが、生あい憎にく桜子の方もそれは充じゆう分ぶんに承知している。挑ちよう発はつに乗るような真ま似ねはしない。思おも惑わくが外れたティオは、少しむくれた顔をしながらもちゃんと答えた。

「日常的に目にする範はん囲いの物質密度なら、『リメス』は固体の内部にも展開してるわ。爆発して、熱や運動エネルギーが生じた瞬間、それを排はい除じよする。だけど私たちなら爆弾が仕し掛かけて有るくらいのことはわかる。だから……」

　そう言うとティオは突とつ然ぜん、首こうべを巡めぐらせてあらぬ方向へ鋭するどい視線を送る。

「そこにさっきから何か隠れているのも分かるわ」

「隠れている？」

　その言葉は桜子にとって心底意外なものだった。周囲の気配を見み逃のがさぬよう、常に意識を集中しているつもりだ。しかしそれでも分からなかったのである。

　すぐさまティオの視線を追う。小雨の中、少し離れた工場と倉庫の間にある狭せまい隙すき間まへと何かの影かげが入り込む様子が見えた。

　おかしい。桜子はその様子に違い和わ感かんを覚える。工場と倉庫の隙間は僅わずか数センチほど。壁かべが壊こわれ崩くずれているとしても、到とう底てい、人間が逃にげ込める余よ裕ゆうなど無い。それに桜子が一瞬、視界に捉とらえたのは黒い影だけ。その本体らしい人間の姿は見ていない。

　ｂｉｏクラフトか？　そう考えた桜子は影が消えた方へと歩を進めながらティオに尋ねる。

「この前アイルランドで襲おそってきたナイト級かしら？」

　オネストホワールウィンド。ホロン体で軽く桜子をいなしたｂｉｏクラフトだ。

「私はそいつを見てないから分からないけど、どうやらホロン体でもないようね」

　そう言いながらティオはとんと濡れた土を蹴ける。すると次の瞬しゆん間かん、ティオの身体は見えないロープを伝っていくかのように、空中をすっと音もなく移動していくではないか。

　雨が降っているとはいえ、今は昼間だからよく見えないが、周囲が暗くなればティオの身体の周囲を、黒く光る微び粒りゆう子しのようなものが包み込んでいるのが分かるはずだ。

　それがティオの身体を支えているアペンディックスの『夜霧ナイトミスト』だ。

　桜子よりも一足早く影が消えた、工場と倉庫の隙間の前に着いたティオだが、間近で見てもその行方は分からぬらしい。追いついた桜子に首を振ってみせる。

　近くで見ると隙間はより狭い。中学生の桜子ですら入れそうにもないほどだ。途と中ちゆうで壁が崩れているのが見て取れるが、そこまで行こうにも入り込むことが出来ない。

「さっきのｂｉｏクラフトが言っていた、私たちを追ってるという連中かしら？」

　桜子の言葉にティオは少し不安げな顔をするが、すぐさまそれを振り払はらうように、わざとらしく強がって答えてみせた。

「どうってこと無いわよ。人間じゃないのは確かだけど」

　なにがどうってこと無いのか、桜子には分からなかったが、見張っていた相手に逃げられたのは確かである。ここでこれ以上、探し回る意味もあるまい。

　ロシアの雨雲を見上げてから桜子は言った。

「帰りましょう」




「風情がありますね」

「いや、ここまでだだ降りになると風情もなにもない」

　そう言う広大にティセは不満そうに眉まゆをひそめてみせる。本当は両手を忙せわしなくぱたぱたやることで、より一層の不満を表したいところだがそうもいかない。身体の前の所で両手でしっかりと傘かさを持っているからである。ちなみに通学鞄かばんは傘を持った手と胸の間に挟はさんでいる。

　器用と言えばある意味、器用である。

　内山田に呼び止められ話を聞いているうちに、すっかり日も暮れて風も強くなり雨も本格的などしゃ降りになってきた。

　内山田の用件とは案の定ＵＮｂＡＲからの連れん絡らく。それはティオに関することだった。

　ｂｉｏクラフトの契けい約やくを私利私欲に利用しているｂｉｏパートナーが襲われ、強制的に契約が解除されている事件。その犯人が契約しているｂｉｏクラフトがティセの妹だというティオ・トランクルナイトなのは確かだ。しかし未いまだにそのパートナーが誰なのか分からない。

　さらにはティオの行動に便乗して、他のパートナーを襲おそい始めるｂｉｏパートナーも出てきたのである。以前から密かにそのような真似をしているｂｉｏパートナーがいるという噂うわさはあったが、ＵＮｂＡＲがティオに対して明確な対策を取れないのを見て、大っぴらな行動に及および始めたのだ。

　しかし内山田を通じて、ＵＮｂＡＲが警告してきたのは、その件ではない。要点は二つ有る。

　一つはティオとそのｂｉｏパートナーの行動に変化が出てきたこと。今までは契約を私利私欲に利用しているパートナーのみが狙ねらわれていたが、ここに来て良心的なｂｉｏパートナーも被ひ害がいに遭あうようになってきている。

　そしてもう一つはティオに対して何ら有効な手を打てないＵＮｂＡＲに痺しびれを切らした、一部の国や団体が独自に行動を始めたということだ。

　ティオのパートナーが日本の関東周辺に住んでいる、剣けん道どうの得意な女子学生というのは目もく撃げき報告からも推測されている。各国、各組織の委い託たくを受けて調査のため日本へ潜せん入にゆうしてきたｂｉｏパートナーが広大やティセ、恵子やアイシャと接せつ触しよくしてくるかもしれない。

　しばらくの間、ティセがｂｉｏクラフトであること、そして貴族と呼ばれる階級に属することは公にしないことになっている。

　見知らぬ人間には警けい戒かいを怠おこたらぬよう、何かあったら自分へすぐへ連絡しろと内山田から注意されたのだ。

　最後に内山田は雨がひどくなり遅おそくなったから、自じ慢まんのスポーツカーで自宅まで送ってやろうと言ってくれたのだが、ティセとアイシャがどうもこのＵＮｂＡＲ職員を警戒しているようなので、広大はそれを断った。もっとも帰りに駐ちゆう車しや場じように停めてあった内山田の愛車を見ると、ドライバー含ふくめて五人はちょっと乗れそうになかったのも事実である。

「あ～～、もう駄だ目め。パンツまでびちゃびちゃよ！」

「恵子！　年とし頃ごろの娘むすめが往来で何ということを言うんですか、はしたない!!」

　デニムのミニスカートの裾すそをつまみながらそう言う恵子をアイシャが叱しつ責せきする。しかし恵子はさして気にする様子もなく、歩道の脇わきにあるコンビニを指さして広大の方へ言った。

「ねえ、ちょっと雨宿りしていかない？　ちょうど今週のマガジンも買ってないし」

　女の子だが恵子は少女マンガとは縁えんがない。昔から少年マンガ専門だ。広大の方が雑誌やコミックスを借りているくらいである。

「それよりも早く……」

　そう言うアイシャを遮さえぎってティセが言った。

「私はやっぱり雨が嫌きらいです」

　そう言うティセも白いワンピースの裾が濡ぬれ、靴くつも水みず浸びたしだ。

「雨宿りしてるうちに止むでしょうか？」

「止むことはないにしても、小雨にはなるかもな」

　アイシャにそう尋たずねられても広大としては答えようが無い。上空を見上げて雲の動きが速いのを確認してから、そう言ってごまかすだけだ。もっとも広大もじめじめした空気にげんなりしていた所だ。僅わずかの時間でもいいから、エアコンが利いたコンビニで気を紛まぎらわせたい。

「それにあと三十分もすれば母さんの仕事も終わるから、電話入れて迎むかえに来てもらってもいいし」

　そう広大に言われてアイシャも折れた。

「分かりました。でも無む駄だ遣づかいは駄目です」

「分かっているって」

　まるで母親のような物言いに、広大も少し呆あきれた顔をしてみせる。

「では行きましょう」

　ティセがそう言うのを待っていたように、コンビニの前に居た恵子が自動ドアの向こうへ飛び込む。傘かさを畳たたみ、傘立てにいれようとしていた広大の耳に、次の瞬しゆん間かん、店内から恵子の声が飛び込んで来た。

「あ～～!?　なによ、あんた!!」

　今さっき内山田から注意を受けたばかりだ。時ならぬ恵子の声に、広大はアイシャと目配せをするのももどかしく、コンビニの店内に駆かけ込んだ。

「どうした恵子……」

「いらっしゃ～～い」

　妙みようなイントネーションのある関西弁で、飛び込んで来た広大とアイシャを迎えたのは、金きん髪ぱつのグラマラスな女性。クイックストーンであった。

「……はぁ？」

　金髪の外国人女性のコンビニアルバイト店員とそれだけでもそれなりに珍めずらしい。

　しかもその実体はそこに留まらないのである。ｂｉｏクラフトのホロン体がコンビニのロゴマークの入ったエプロンを掛かけて、レジスターの前に微び妙みような作り笑顔で立っている。

　これはまずお目にかかれない、いやひょっとしたら人類の歴史で初めて起きた出来事かもしれない。地球人に交じって学校に通うｂｉｏクラフトがティセまで現れなかったのと同様、アルバイトとはいえ職に就いているｂｉｏクラフトというのも今までいなかったはずである。

「ちょっと！　あんた何でｂｉｏクラ……」

　恵子が言い終える前に、クイックストーンは唇くちびるの前に指を一本立てて黙だまってろと合図する。そして広大とアイシャ、そして丁てい寧ねいに傘を畳み、傘立てに入れたティセが入ってくるのを確認してから、馴なれ馴れしく恵子の肩かたに手をかけ、カウンター越ごしに引き寄せてから、声を潜ひそめて言った。

「うちがｂｉｏクラフト言うんは内ない緒しよや。ここでは日系アメリカ人のクリス早はや石いしちゅうことになっとるからな」

　豊満な胸で押し上げられ、天てん井じようの方を向いてしまっているネームプレートには、確かにクイックストーンの顔写真とクリス・ハヤイシという名がある。

「でも一体なんでアルバイトなんて。ｂｉｏクラフトが地球人と働くなんて……」

　アイシャも声を潜めてそう尋ねる。その時だ。広大はティセがあらぬ方向を見て、少し首を傾かしげてることに気づいた。ティセの視線を追いかけてみると、お菓か子し売り場の所に先客がいるのが目に入る。広大たち以外の客は、今のところこの一人だけである。

　年としの頃ころは広大たちよりも上、二十歳はたち少し前だろうか。髪かみを金髪に染め、モスグリーンのバンタナでまとめている。クイックストーンたちの会話には興味を示さず、棒付きキャンデーロリポップを十数本もまとめてつかみあげたところだ。

　広大も何か違い和わ感かんを覚えていたが、即そく座ざにそれが何であるかは分からなかった。

「うちかて先立つものがあらへんと困るんや。衣食住はｂｉｏクラフト形態で凌しのげても、もの買ったりは現金が必要やさかい、それで夜だけでもバイトしよ思うてな」

　実際の関西弁とはかけ離はなれた、いわゆるＴＶ風関西弁でクイックストーンはそう説明する。

「新たなパートナーと契けい約やくなされば宜よろしいでしょう……！」

　声を潜めつつもそう言うアイシャに、クイックストーンはわざとらしく腕うで組ぐみをしてみせた。

「まーそれも道理なんやけど、これっちゅう逸いつ材ざいがおらへんからな」

「だったら……」

　そう言いかけた時、ロリポップを大量に手に持ったあの男がレジの所にやってきた。この手の違和感にすぐに気づくであろうアイシャだが、クイックストーンに気を取られていたようだ。少し不満げな顔で男に場所を譲ゆずる。

　その時だ。何気なく男を見ていた恵子が小さく驚おどろきの声を上げる。広大もそれに気づいて目を丸くしたほどだ。

　男のジーンズに巻かれたベルトには、まるでガンマンが予備の弾だん丸がんを収めておくように、ずらりとカラフルな包み紙のロリポップが差し込まれていたのである。

「ねーちゃん、これ」

　バラバラとカウンターに出されるロリポップに、クイックストーンも一時、呆あつ気けに取られたようだが、すぐに仕事を思い出しレジに向かう。
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　ベルトにずらりと差し込まれたロリポップだけでも充じゆう分ぶんにおかしいが、広大が覚えた違和感はそれが原因ではないようだ。男は千円札を数枚を出し、会計をすますとロリポップだけでずしりと重くなったレジ袋ぶくろを手に自動ドアから出ていった。

「クイックストーン！」

　事情を知っている人間だけになったのを見計らい、アイシャが声を荒あららげた。しかしそれもティセの次のひと言で後が続かなくなったのである。

「あの人、濡ぬれてませんね」

　ティセのその言葉に広大はアッと小さく声を上げた。確かに傘かさ立たてには、今の男のものと思しき傘はあった。しかしこのどしゃ降りだ。ズボンや靴くつはもちろん、服だって濡れるのは無理からぬところだろう。だがロリポップでずらりと彩いろどられたジーンズの裾すそは濡れていなかったのである。

　最初に見たときに覚えた違和感の正体はこれだったのである。

　広大がコンビニの窓まど越ごしに視線で追いかけると、男は自分のビニール傘がさを差し、小走りに歩道を駆かけていくところだった。

　自動車で近くまで来たのだろうか。ならばコンビニ前の駐ちゆう車しや場じように置くはずだ。それとも大型車で停められなかったのだろうか。それにしては近くにそれらしきクルマはなかった。

「広大」

　ティセは広大の方へ身を乗り出し、手を差し出すようにするいつもの仕草で言った。

「傘かさ以外に、雨を防ぐ有効な手段があるようですね」

「そうだな……」

　このどしゃ降りなら『リメス』も雨を防いでくれるかもしれない。それでなくてもｂｉｏクラフト形態なら雨など関係ない。

　まさか、今の男が……。




「ビンゴだ。ビュート」

　アンリ・ウーはロリポップで一いつ杯ぱいになったレジ袋を放り出しながら言った。

「確かにｂｉｏクラフトと言っていた。それにあの店員、ルーク級のクイックストーンのホロン体だ」

　しかしアンリと契約しているｂｉｏクラフト『たゆまステディレクぬ研鑚ブレイション』は納得できかねるようだ。

「コンビニでアルバイトをしているｂｉｏクラフトなど聞いた事が有りませんな」

「俺だって知らねえよ。でもやってるんだから仕方ないだろ。よし、しばらくあいつらを追うぞ」

「政府への連れん絡らくはどうします？　アンリ」

　キャビンのシートに座ったアンリは、買ってきたばかりのロリポップの包み紙を開けながら面めん倒どうくさそうに答える。

「放っておけよ、面倒くさい。何か言ってきたら、適当にあしらっておけ」







《ＰＨＡＳＥ―０２：０２　アンリ～Henri～》







　わずか一週間と少し前のことだ。しかしアンリ・ウーには妙みように昔のことのように思える。記き憶おくが薄うすれているからではない。むしろ鮮せん明めいすぎるほどに残っている。昔のことのように思えるのは、それからアンリが脇わき目めも振ふらず懸けん命めいに目標を追い続けていたからだろう。

　子供の頃ころから天てん才さい肌はだで物覚えも良く、要領も心得ていたアンリにとって、努力というものとは無む縁えんだった。ある意味、今まで一生懸命になったということはない。そのアンリが一心不乱に一つの目標を追い続けていたのだ。

　その切っ掛かけとなったあの事件が遠い昔のように思えても仕方有るまい。

　ステファン・マランドン。

　アンリ・ウーの親友であり、やはりｂｉｏビオパートナーだった。アンリは香港生まれで今年十九歳さいになる。両親はビジネスマンだったが、香港返へん還かん後の生活に不安を抱いだいていた所、フランス人ビジネスパートナーに誘さそわれフランスに移民。アンリはフランス国こく籍せきを取得した。

　同い年のステファンとはその頃からの友人であり、移民であるアンリにも分け隔へだてなく付き合ってくれた。天才肌で飲み込みが良かったのはステファンも同様。学校をサボっても試験では常にトップクラスの成績を上げていたのも同じだった。

　唯ゆい一いつの違ちがいはというと、ステファンは宇宙への大きな関心を抱いていたという事だろうか。ｂｉｏクラフトと接せつ触しよくして以来、地球人独力による宇宙開発は停てい滞たいしていた。しかしステファンは星の海に思いを馳はせ、いつかそこへ到とう達たつすることを夢見ていた。その手段は地球人によるものでも、あるいはｂｉｏクラフトによるものでも構わない。

　ステファンは宇宙の神秘をかいま見たいと心底、願っていたのだ。

　ｂｉｏパートナーと契けい約やくしたのはアンリの方が先。ｂｉｏクラフトに対しても、さして興味のなかったアンリ自身より、ステファンの方が大いに喜んでくれた。ｂｉｏクラフトとの契約を何に使っていいのか分からないアンリは、もっぱらステファンを星の海へ連れて行くことが多かったのである。

　そのステファンもつい一ヶ月ほど前、ｂｉｏクラフトと契約を交わすことになったのである。アンリが良い例だが、大たい抵ていのｂｉｏパートナーは望んでそうなったわけではない。一方で何に変えてでもいいから、ｂｉｏクラフトとの契約を渇かつ望ぼうしている人間もいる。しかしｂｉｏクラフトは人間側の都合など考こう慮りよしてくれない。また契約も売買譲じよう渡とが出来る類のものでもない。

　その中でステファンのように、自らの望みが叶かないｂｉｏクラフトと契約を交わす例は、きわめて稀まれなのである。フランス国外のマスコミでも、星への夢を叶えた青年として、ステファンは大きく取り上げられていたのだ。

　それがステファンにとって不幸の始まりだったのかもしれない。どんな地位や名めい誉よや財産よりも望んだ、ｂｉｏクラフトとの契約。それを交わしてから一ヶ月と経たぬうちに、ステファンはそれを解除されることになったのである。それも同じｂｉｏパートナーによって。

　ステファンの前に現れた、大おお鎌がまを構えたｂｉｏパートナーが、彼のサテライトを破は壊かい。契約は解除されてしまったのである。

　懇こん願がんするステファンを置いて、彼と契約していたｂｉｏクラフトも去ってしまった。さらに一度、契約が無効になれば、たとえ相手が他のｂｉｏクラフトであっても再さい契けい約やくは出来ない。

　ステファン・マランドンは一ヶ月弱のうちに、文字通り天国から地じ獄ごくへと叩たたき落とされたのである。

　アンリが入院しているステファンを見み舞まいに行った時、彼は自じ嘲ちよう気味に頭を振りながら言った。

『例のフランソワ・デュバルだっけか。彼のような問題のあるｂｉｏパートナーが契約を解除された時には、正直、喝かつ采さいを送ったよ。そうだ、ｂｉｏパートナーは契約を、もっと役に立つことに使わないといけないってね……』

　そこでステファンは目頭を押さえ、俯うつむいたまま呻うめくように続けた。

『その時には自分がこんな目に遭あうなんて思ってなかった。一体、僕が何をしたって言うんだ。僕が……』

　また俺が宇宙に連れて行ってやるとアンリが言うと、ステファンは少し笑顔を取り戻もどしたようだ。しかし帰りがけに医者に事情を聞くと、身体には問題がないが、やはり精神的なショックが大きく、しばらくは様子を見なければならないとのことだった。

　やり場のない怒いかりを抑おさえながら病院を出た途と端たん、アンリの携けい帯たい電話が鳴った。電話の相手はフランスのＵＮｂＡＲ支局。用件はまさにアンリが望んでいたことだった。

　他のパートナーを襲おそい、契約を強制解除しているｂｉｏパートナーを探し出せ。

　ＵＮｂＡＲではなく、フランス政府からの依い頼らいであった。なかなか有効な対策を出せないＵＮｂＡＲに痺しびれを切らしたフランス政府が独自の行動に踏ふみきったのである。

　問題のｂｉｏパートナーは日本人の少女と目されている。アンリは香港からフランスに移民する途と中ちゆう、生活環かん境きようが整うまでの数年間、日本の東京で生活したこともあり、適任者と言える。

　さらに契約が強制解除されたばかりのステファンの友人ということで、自分に白羽の矢がたてられたのも間違いない。他人の不幸を利用するかのような、フランス政府の決定にもアンリは不服を抱いだくことはなかった。むしろ自分に声をかけてくれたことに感謝していた。

　復ふく讐しゆうとか敵討ちというつもりはない。ただ親友の希望を無残に打ち砕くだいた奴やつに、それがどういうことなのか思い知らせてやる。その衝しよう動どうだけがアンリを動かしていた。

　そしてようやくアンリ・ウーはその糸口を見つけたのだ。




　梅雨の晴れ間と言うにはまだ早いが、翌日の土曜日にはすっかり雨が上がっていた。

　このところアイシャは特訓と称しようして、広こう大だいにサテライトの使い方等を練習させているのだが、今日は休みのうえ久々に晴れたことも有り、朝からみっちりしごかれる予定だったのだ。実際、広大はまだまどろんでいるうちに、携帯電話でアイシャに叩き起こされ、午前中一いつ杯ぱいはＵＮｂＡＲが用意したパンフレットを教科書代わりに、ｂｉｏクラフトやサテライトに関する基本知識を教え込まされていた。

　そして昼食を摂とり、午後からは実際にサテライトを使った訓練。そうなるはずだった。しかし恵けい子この家に戻り昼食を摂っていたアイシャから電話があり、急用ができたので先にグラウンドに行って自主トレをしていてくれと言ってきたのである。自主トレも無いもんだと広大が文句を言いかけると、案の定、携帯電話越ごしにアイシャから小言が飛んで来たのは説明するまでもない。

　仕方なく広大が先にグラウンドに向かおうとすると、またアイシャから連れん絡らくがあり、ティセを寄よ越こして欲しいと言ってきた。何か相談することがあるとの話だ。詳くわしい説明は後ですると言われ、結局、広大は一人でグラウンドにやってくることになった。ちなみに恵子は、友達の藍瑠と買い物に行くと言って、朝早く出かけてしまっている。

　トレーニングウェアでグラウンドに来たものの、一人では何とも様にならない。このグラウンドは野球場とテニスコート、そしてプールも併へい設せつして有る。それ以外にもかなり広い芝しば生ふが広がっており、天気がよい日だとジョギングやウォーキングの他、バドミントンをやってる人たちも居る。もっとも今日は昨日の雨のせいで下がぬかるんでおり、コンクリートで舗ほ装そうされた歩道でウォーキングをしているお年寄りを数人見かけるだけ。

　野球場やテニスコートも使われておらず、そこに高校生の広大が妙みようにやる気の有りそうなトレーニングウェア姿で一人立っているのは、何とも浮ういて見えるのは事実だ。

「……帰るかな」

　思わずそんなつぶやきが洩もれるのも無理からぬところだろう。

　そうは言うもののアイシャは話はすぐ済む、後から追いかけると言っているので入れ違ちがいになったらまた小言が飛んで来るのは間ま違ちがいない。そして何よりも広大自身にも危機感は有る。

　自分からティセに契けい約やくを申し入れたのだ。その契約は守らなければならない。パートナーを襲い、契約を強制解除しているものがいる以上、契約を守るということは、サテライトで身を守ることにも繋つながる。

　その必要性は広大自身もよく理解していた。ただ問題は契約の強制解除をして回っているパートナーと契約しているｂｉｏクラフトが、ティセの妹トランクルナイトだということなのだ。

　自分とティセが狙ねらわれているのかとも思ったが、今のところそれを実証する手だてはない。何よりティセ自身がこのことについては余り話してくれない。まぁ、ティセが口を開いたところで、話す内容については話題が何であれ、今一つ要領を得ないのも事実ではあるが。

　無む駄だになるというわけでもないし、いざという場合も考えられる。広大は気を取り直してアイシャの言うところの自主トレを始めることにした。持ってきたバッグから短めの木刀のようなものを取り出す。アイシャお手製の訓練用サテライトである。もっとも恵子の家の押入れで埃ほこりを被かぶっていた木刀をアイシャが削けずり直しただけものだ。

　ティセのサテライトは、市民プレビシャン階級のｂｉｏクラフトのものとは異なり、短たん剣けんのような形をしている。それに合わせてアイシャ手作りの練習用サテライトも短く削って有るのだ。

「さて……、やるかな」

　そう言って練習用のサテライトを手にするが、一人では何とも締しまらない。広大は小学生の頃ころ、剣けん道どうをやっていたことがあるが、練習用サテライトは竹刀よりも感覚的にも短いので、どうも本気で素す振ぶりをする気にもなれない。

　両手で持つには短すぎ、片手で持つと空いた手が文字通り手持ちぶさたになる。

　それでもアイシャに言われた通り、何度か練習用のサテライトを振ふってみる。ｂｉｏクラフト全体の構造体同様、サテライトも通常の概がい念ねんで言う物質ではない。空間の状態が変化したもの。だから強度も重量も調整できる。一いつ般ぱん的てきにサテライトは、手にしたパートナーが一番、使いやすい重量バランスになるように最適化されるのだ。木刀を削って作った練習用サテライトはそうもいかないが、ある程度はバランスを調整して有る。

　近くに人がいないこともあってか、何度か練習用サテライトを振っているうちに広大もその気になってきた。

「せい！」

　二度三度振り、そして気合いを入れて一気に振り抜ぬく。その時だ。広大はその気配に気づいた。

「いやいや、そのままそのまま」

　広大が自分の方へ振り返ったことに気づくと、近くの植木の脇わきに立ち眺ながめていた男はそう言った。

「邪じや魔ましちまったようだな。悪気はないんだ」

　そう言うのは昨日の夕方、コンビニでロリポップを大量に買い込んでいったあの男だ。口元にはタバコのように突つき出したロリポップの棒が見える。予備のつもりだろうか、ベルトにも大量にロリポップが差し込んであるのも昨日と同じ。

　しかしそれ以上に広大が驚おどろいたことがあった。それを目にした瞬しゆん間かん、広大は一歩下がり身構えたほどだ。

　男は長い棒のようなものを携たずさえ、その一いつ端たんを地面に突き立て、それに寄りかかるようにしているのである。

　サテライト……!?

　広大がぎょっとしたのは、その長い棒がｂｉｏクラフトのサテライトではないかと思ったからである。だがよく見れば、その棒はごく普ふ通つうの木の棒のようだ。サテライトのような金属ともプラスティックとも言い難がたい、独特な光こう沢たくを持っているというわけではない。ただ棒の真ん中よりやや下辺りに布が巻き付けて有り、しかもかなり汚よごれている所を見ると、ただの棒というわけでもなさそうだ。

「あぁ、これ？　こいつは俺の得物」

　そう答える男の日本語に妙みようなイントネーションがあることに広大は気づいた。見た目は日本人と変わりなく見えるが、ひょっとして外国人か在外邦ほう人じんかもしれない。

　訝いぶかりの視線を向ける広大に構わず、その棒を手にしていきなり振り回す。ただの木の棒にも拘かかわらず、それは目にも留まらぬ速さでビュンビュンと空を切り裂さいていく。

　棒術!?

　広大はカンフー映画や格かく闘とうゲームでしか見たことがないが、どうやら中国武術にある棒術に似ているようだ。

　するとこいつ、中国人か？　いや、それよりも何が目的で接近してきたのだ。

　広大は何と切り出していいか分からぬまま、その男の棒術の演えん舞ぶを見ているだけだった。

「まぁ、自己流だけどな。棒術だよ、見ての通り。君のそれは剣道の竹刀とは違うようだな」
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　棒を止め、馴なれ馴れしくそう話しかける男に、広大はようやく口を開く。

「なにか用ですか？」

　警けい戒かい心しん剥むき出しの広大に、男は笑いながら手を振ってみせる。

「まぁまぁ、そう警けい戒かいするなって。俺はアンリ・ウー。中国系のフランス人だ。ちょっと事情が有って日本に引っ越こしてきたばかりなんだけどね」

　外国人特有のイントネーションはあるものの、それを除けば充じゆう分ぶんに流りゆう暢ちようといっても良い日本語で、アンリ・ウーと名乗った男は言った。

「実は練習相手が居なくて困っていた所なんだ。で、今日ここへ来たら、あんたが素振りしていたってわけでな。良かったら、一つお相手してくれると有り難いんだけどね」

　そうは尋たずねるものの、アンリは広大の返答を待たず、大きく腰こしを沈しずめ、棒の一端を前方へ突き出すようにして構えた。

「いや、俺は……。ちょっとブランクがあって、また始めようと練習してただけですよ。それにこれは剣道じゃないし、棒術といっても……」

　アンリのペースに乗せられていることに戸と惑まどいながら広大はそう答えた。しかしアンリは構えを解かぬままに広大へ言った。

「なに、俺だって大して期待してないさ。その辺のお爺じいちゃんに頼たのむわけにもいかないし、まぁ立ち木相手にするよりはましだろう？」

　いささか人を舐なめたアンリのその言いぐさに広大もムッとする。

　まぁ、いい。相手をすればアンリの目的も探さぐれるかもしれない。それに一人で素す振ぶりをしているよりは練習にもなるだろう。

　そう考えて広大は答えた。

「じゃあお手て柔やわらかにお願いしますよ。アンリさん」

「アンリでいい」

　そう前置きしてからアンリは改めて言った。

「え～～と、君。眼鏡はいいのか、掛かけたままで」

　眼鏡を掛けたままで構えようとする広大に、アンリは少し意外そうに尋ねた。

「いえ、いいんです。それから俺は広大です。大おお空ぞら広大。広大でいいです」

「あー、あのマンガの主人公と同じ苗みよう字じだな」

　子供の頃ころからそう言われるのにはなれていることもあり、広大は敢あえて言葉を挟はさむことはしない。

「それじゃ『行くよ、広大くん！』」

　敢えてくん付けで呼ぶのは、広大と同じ苗字の主人公が出てくるサッカーマンガを意識しての事だろう。アンリがニヤリと笑うことでそれが分かる。

　しかし次の瞬しゆん間かん、アンリのにやにや笑いはかき消え、代わりに広大の耳元にぶんという空気をつんざく音が響ひびいた。

「……!?」

　広大の顔の脇わきに棒が突つき立てられていた。アンリが側面に回り込む所も、棒を振ふり回すところもろくに目に入らなかったのである。しかも棒は広大の頬ほおからわずか数センチの所にピタリと止まり、揺ゆれ動くことすらしない。

「駄だ目めだなぁ」

　にやにやした笑えみのままアンリは棒を戻もどす。

「練習相手になれとまでは言わないけど、素振りよりましだとは思わせてくれよ」

　明らかに広大を挑ちよう発はつするような口調でアンリはそう言った。カチンと来る広大だが、それ以上にアンリの実力がかなりのものだとも悟さとっていた。

　そんな人間がなぜ？　偶ぐう然ぜんなのか、それとも何か意図が有るのか？　そんな考えを巡めぐらせながら広大はまた練習用サテライトを構え直す。

「それでは今度はこちらから行きます」




　いつのまにかティセのお気に入りの場所になってしまっている大空家の屋根に有る物干し台。そこにぺたんと座り込んだティセは、アイシャの言葉に不満げに両手をぱたぱたさせていた。

「納得がいきません」

　そういうティセに、アイシャは途と方ほうにくれた表情で答えた。

「しかしトランクルナイトとそのパートナーによる襲しゆう撃げきと思われる事件が増えているのは事実です」

　物干し台の上に正座したアイシャは続けて言う。

「それも昨日、あの先生がおっしゃったように、何の罪もないパートナーさえ襲おそうようになってるのもまた事実です」

　アイシャがそう言ってもティセは不満げに眉まゆをひそめ、両手をパタパタさせるだけだ。

　ちょうど昼食の時間に、ＵＮｂＡＲ本部にいるイモータルヌーンからアイシャの方へ連れん絡らくがあったのだ。アイシャの用事とはその話だ。

「問題のあるパートナーだけが襲われ、強制的に契けい約やくを解除されているのならば、まだ理解できるところが有りますが、何の罪もないパートナーまで被ひ害がいに遭あうようでしたら、早急に対処せねばなりません」

　そして慎しん重ちように言葉を選びながらアイシャは付け加える。

「これは我々ｂｉｏクラフトと地球人の共生という目的にも影えい響きようしてきます」

　アイシャの言葉にティセは両手を下ろしてなにやら考え込んでいる。傍はた目めにはいつもと同じ表情のようにしか見えないが、それなりに深刻な顔をしているつもりなのは、アイシャには分かっていた。

「イモータルヌーンはなんと言ってきましたか？」

　肝かん心じんなことを言うのを忘れていたようだ。アイシャは慌あわてて付け加える。

「これ以上、トランクルナイトを自由に行動させておくのは危険だとのことで、パートナーを特定できないか。もしくはトランクルナイトを保護できないかと重ねて要よう請せいされました。これはあくまで私のみへの要請ということで、ティセさまとは無関係です」

「そうですか」

　そうは答えたものの、ティセが両手をぱたぱたさせる仕草を見ると、どうやらイモータルヌーンの要請に対して不満を持っているのは確かなようだ。

　しかしぱたぱたさせていた両手も、やがてすとんと下に下ろしてしまう。そしてしばし考え込んだ後、アイシャの方へ手を差し出すようにしてティセは言った。

「困りましたね」

「そうですね」

　アイシャがうなずき返すと、ティセは上目遣いに空へと視線を送りまた何か考え込む。そのまましばし考え込んでいるティセに、堪たまりかねたアイシャが口を開きかけたときだ。

　ティセは視線を下ろしてアイシャの方を見ながら言う。

「私の責任です」

　出し抜ぬけにそう言うものだから、アイシャはティセの意図が分からずに当とう惑わくする。そんなアイシャに構わず、ティセは続けて言った。

「ティオがイモータルヌーンの邪じや魔まをしているのならば、それは私の責任かもしれません」

「それは一体……」

　アイシャにしてもティセとティオ、そしてイモータルヌーンとの間に何があったのか、それを全て知っているわけではない。何らかの確かく執しつがあるとは推測できるものの、詳くわしい経緯については、ティセはもちろんイモータルヌーンも教えてくれない。またアイシャの方から聞き出すこともはばかりがある。

　ティセはアイシャを正面から冴さえた碧あおい瞳ひとみでジッと見つめているだけ。結局、そんなティセに負けるように、アイシャは後の言葉を飲み込んでしまった。

　ティセはそんなアイシャに手を差し伸べるようにすると言った。

「私はあの子を信じたいと思います」

　そして碧い瞳を頭上へ広がる青空へと向けて続ける。

「今度こそ、最後まで信じたいと思います」




「ちょ、え……。待ってくださいよ!!」

「まだまだ!!」

　広大は防戦一方、いやアンリの方から合わせてくれているようだ。手にした練習用サテライトがぎりぎりで受け止めているかのようにも見えるが、実はアンリの方で狙ねらって棒を打ち込んでいるのは間ま違ちがいない。

　そうでなければ広大の腕うで前まえでは数秒と持たずに、アンリから一方的に叩たたきのめされてしまうだろう。棒術というものを詳しく知らない、ましてや実際にやりあったことのない広大だが、アンリの実力がかなりのものだというのは嫌いやというほどに分かっていた。

　練習用サテライトに棒が打ち込まれるたびに、直接、骨へ衝しよう撃げきが伝わっているのかとも思うほどの威い力りよくを感じるのだ。

　なんで、こんな実力を持った人がここに……？

　確かにアンリの言う通り、棒術の名人がたまたま引っ越こしてきたのかもしれない。しかしわざわざ自分に接せつ触しよくしてくるとは、何か理由があると考えていた方がいいだろう。

　広大が何か考えながら相対しているのを、その動作から感じ取ったようだ。アンリはやにわに棒を止めて言った。

「広大、もうちょっと真しん剣けんにやってくれねえかな？」

「あぁ、悪い。少し考えごとしていた」

　そう前置きしてから、広大は続ける。

「なんでアンリみたいな凄すごい腕前の人がこんな所にいるんだろうなってね」

　広大のその言葉にアンリは肩かたをすくめる。

「いや、別に棒術の腕うでと住むところは関係ないだろう？　それに我流だから俺もどの程度の腕だか正直、分からんからな」

「日本語うまいよな、アンリは」

　今いま更さら、思い出したようにそう言う広大に、アンリは棒を構え直しながら答える。

「子供の頃ころにも何年か東京で暮らしていたことがあるんだ。じゃあ、ちょっと本気出していくぜ、広大。眼鏡は外した方がいい」

「い、いや。それは止めとく」

　ちらりと周囲を見回してから広大は答えた。なるべく足場の良い場所を移動していたつもりだったが、そうしているうちにどうやら植え込みの間に追い込まれてしまったようだ。広所恐きよう怖ふ症しようの広大にとっては好都合ではあるが、やはり眼鏡のフレームが見えることによる安心感は捨てがたい。しかしアンリはそれを広大の自信と受け取ったようだ。

「ほお、じゃあちょっとじゃなくて『割と』本気出していくとするか。言っておくが眼鏡の弁べん償しようはしないぜ!!」

「いや、だから……」

　広大が答え終える前に空を裂さいて棒が叩き込まれて来る。何度も棒を受けていて、ようやく目が慣れてきたのか、広大は何とか最初の一いち撃げきを躱すことができた。

「まだまだ！」

　アンリはさらに広大を追い詰つめる。間合いを広げようとした広大の背中に植え込みが当たった。これ以上は下がれないようだ。

　いや、待てよ。広大は考える。

　相手が棒、こちらが短たん剣けんなら間合いを詰めた方がいいんじゃないのか。もっともアンリが間合いを詰めさせてくれればの話だが……。

「ぼさっとしてるなと言っただろう！」

　再びアンリが棒を振ふり回してくる。その時だ。自分のすぐ横に街路樹があるのを視界の隅すみに捉とらえた広大の頭に一つのアイディアが浮うかぶ。

　振り抜ぬかれた棒に対して身体を沈しずめてその先せん端たんを避さける。しかしそれはアンリもお見通しだった。

「そのくらい……」

　だがその次の広大の行動は、アンリの予想を超こえていた。アンリは身体を沈めたまま広大が突とつ進しんしてくると予想していたのだ。だからアンリは街路樹に当たる直前に棒を止め、それを引いてから前に出る広大を突つくつもりだった。しかし広大が身を沈めたのは一いつ瞬しゆん。すぐに身体を上げて、棒の方へ体当たりしてくる。

「な!?」

　結果、アンリの棒は広大と街路樹に挟はさみ込まれた形になってしまった。反射的にアンリは棒を引こうするが、それが失敗だと分かると同時に、広大が手にした練習用サテライトの切っ先が胸元に突き付けられていた。広大は棒を空いた手で握にぎり、アンリが引く力も合わせて一気に飛び込んでいったのである。

「一本……、かな？」

　アンリがピタリとも動かなくなってしまったので、広大は恐おそる恐るそう言った。アンリは一時、渋しぶい顔で舌打ちをしてみせるが、すぐさまさばさばした表情になると棒を握った手から力を抜く。

「ま、ルール無用の辻つじ試合だ。それで構わないぜ。それにしてもお前、テクニックは目茶苦茶だが、妙みように筋がいいな」

　そういえば特訓している時にもアイシャに同じようなことを言われた。小学生の頃、止めてしまった剣けん道どうだが、今でもそれなりに役には立っているようだ。

「まぁ、日本のことわざで三つ子の魂たましいなんとやらとも言うし……」

　適当にそう言葉を濁にごした広大だが、その時、誰かの気配に気づいた。近づいてきたというわけではない。つい今さっきまですぐそばに居たのだが、アンリとの練習に気を取られて分からなかったようだ。アンリとの練習が一段落して、その気配の主もここから去ろうとしているらしい。

　広大が視線を巡めぐらせると、すぐ側の歩道を歩いていくセーラー服の少女の姿に気づいた。すらりとした長身、そして長い黒くろ髪かみ。さらに手には剣道の竹刀が入った袋ふくろ……。

　剣道？　セーラー服の少女？　まさか……。

　自分とその少女を、アンリが密かに観察していることに気づかぬうちに、広大は思わず声を上げていた。

「き、きみ！　そこの、え～～と……、女の子、竹刀持ってる、セーラ服の」

　何と呼びかけていいのか分からず、広大は適当に単語を並べてみる。セーラー服の少女はそう言う広大の方をちらりと振り返る。

　土曜日の昼下がりには似つかわしくない厳しい表情だ。他人の干かん渉しようを言外に拒きよ絶ぜつするような強い意思さえ感じさせる。

「なにか御ご用ようですか？」

　表情もそうだが、口調も厳しく取り付く島のないもの。

「私はあなた方の試合が珍めずらしくて、少し見学させていただいていただけです。迷めい惑わくというのならば、謝ります」

　考えてみればこのグラウンドから少し行ったところには武道館がある。土日になれば剣道、柔じゆう道どう、長なぎ刀なた、弓道の試合が行われており、竹刀を持った学生が通ってもおかしいことはない。

　これは失敗だったか……。広大は一時、そう後こう悔かいするが、どうにも引っかかることが有る。それは目の前の少女の面差しだ。何か見覚えが有るのだ。

「いや、迷惑じゃないけど……」

　広大はそう言いながら数歩、少女の方へ歩み寄る。少女の方は特に警けい戒かいする様子もなく、広大が近づいてくるのを待っているだけだった。歩み寄った広大はようやく思い出した。

「桜さくら子こちゃん!?」

　今まで厳しい表情を浮かべていた少女の面に、さすがに驚おどろきの色が走る。その隙すきを逃のがさず広大は続けた。

「逢おう瀬せ桜子ちゃんだろ!?　小学校の頃ころ、学校の剣けん道どう教室に来てなかったか？　俺だよ、兵ひよう衛えの友達の大空。大空広大！」

「大空さん……？」

　その名をつぶやく桜子の瞳ひとみが見開かれていく。しかしそれも一瞬、すぐにもとの厳しい表情に戻もどってしまう。

「確かにいましたね。変わった名前なので覚えています。兵衛さんはお元気ですか？」

「う、うん。まぁな。同じ高校なんだ。兵衛とは」

　広大が小学校の頃、通っていた剣道教室。そこに桜子も来ていたのだ。広大のクラスメートの兵衛とは一つ年下の遠とお縁えんの親しん戚せきということで紹しよう介かいしてもらっていた。その後、広大が剣道を止めてしまってから会ったことはない。兵衛からせんりょう台中学という名門学校に通っていると聞いた覚えがあるだけだ。

　凛りんとして礼れい儀ぎ正ただしく、その頃から髪かみの長い女の子だったが、面差しそのものはあまり変わっていない。しかし全身から発する雰ふん囲い気きはまるで違ちがう。小学生の頃は、ここまで人を寄せつけない雰囲気ではなかったはずだ。

　もっとも小学生の頃の話である。今とは雰囲気が変わっていても当然だ。それにしてもこの他人を寄せつけない空気はなんだろう。広大は当惑していた。

「そうですか」

　桜子は悟さとられぬよう、ちらりと広大が手にした練習用サテライトへ目をやり答える。

「では兵衛さんによろしくお伝えください。私は部活の帰りで急ぎますから、それでは」

　にこりともせずそう言うと、桜子は黒髪をなびかせてくるりと振ふり返って去っていってしまう。

「なんだよ～～、隅すみに置けないな、少年。美人じゃねえの」

　馴なれ馴れしく広大の肩かたに手をかけてアンリはそう言った。

「いや、友達の親戚だよ。昔、一いつ緒しよに剣道習っていただけだって」

「ふ～～ん」

　アンリは桜子の後ろ姿を見ていたが、やがてさっと広大から離はなれるとポケットから携けい帯たい電話を取り出しながら言う。

「あ～～、悪い。急用ができた。今日はこの辺で失礼させていただくぜ、広大。また会ったら手合わせしてくれや。じゃあな」

「あ、ああ……」

　広大が答える間もなく、一方的に挨あい拶さつしたアンリは、桜子が去ったのとは反対側の出口の方へ小走りに駆かけていった。広大が頭を巡めぐらせると、桜子もちらりと横を見ると何かに気づいたようで、歩を速めてグラウンドから出ていってしまう。

「なんなんだ、一体……」

　桜子の出現で気を取られていたが、思い返せばアンリも何者なのか、今一つ分からない。

「広大」

　突とつ然ぜん、広大を呼ぶ声がする。声がした方へ目をやると、街路樹の陰かげからティセが出てきたところだ。ティセは両手をぱたぱたさせると、とたとたと広大の方へ駆けてくる。

「応おう援えんに来ました」

　広大の側に来ると、ティセは片手を差し出し、身を乗り出すようないつもの仕草でそう言った。

「さぁ、練習です。練習、練習」

「いや、それは……」

　今しがたまでアンリとかなり密度の濃こい練習試合をしていた広大は、正直少なからずへばっていたのである。

「広大」

　ティセに続いてアイシャが姿を現す。アイシャは何か気になることがあるようで、桜子が消えたグラウンドの出口の方をちらりちらりと見やりながら歩み寄ってきた。そう言えば桜子が横目で見ていたのは、ティセとアイシャが出てきた方だ。そちらにも出口が有るのだが、ひょっとして桜子は二人を見て、足を速めたのかもしれない。

「あの、今さっきここを竹刀を持ったセーラー服の女の子が通りませんでしたか？」

「通ったよ」

　そう言う広大に続いてティセも言う。

「通ったそうです」

「はぁ……」

　アイシャは何やら煮にえきらぬ様子で、まだ桜子が消えた方へ目をやっている。何も言わないアイシャに広大の方から切り出した。

「兵衛の親戚の、逢瀬桜子って子だよ。子供の頃、一緒に剣けん道どうを習っていた。確か兵衛とは再従姉妹はとこ、いや違ったかな？」

　しかしアイシャは桜子と兵衛の血けつ縁えんには興味がないようだ。広大の方へ振り返ると慎しん重ちように言葉を選びながら言った。

「気になりませんか？」

「気になる？」

「はい」

　アイシャの言いたいことは分かる。ｂｉｏパートナーを襲おそっているセーラー服の少女。剣道の心得も有るらしい。確かに目もく撃げき報告とは一いつ致ちしている。

「剣道を嗜たしなむにしては髪かみも長すぎます」

　言われてみれば確かにそうだ。もっとも関東近県でセーラー服を制服としている学校に通っている女の子はたくさんいる。そのうえ剣道を嗜み、髪が長く、そして……。

　確かにアイシャの心配するとおり、ここまでくればある程度、絞しぼられてくるだろう。

「私、あの人とはあったことがあります。かなり腕うでも立ちますし、それにちょっと……。なんというか……」

　うまい言い回しが見つからずにいるアイシャに広大は言った。

「分かった、兵衛に聞いてみるよ。まぁ大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど、念をいれるにこしたことはない」




「逢瀬桜子だ。オウセサクラコ。漢字までは分からない。この近くに住んでいて、今日、学校に通っていた。くそ、あの女に間ま違ちがいない！」

　グラウンドの外に出たアンリは、携けい帯たい電話と一いつ緒しよに手に持ったｂｉｏカードにそう話しかけていた。こうすれば傍はたからは携帯電話に話しているようにしか見えないだろう。ましてや早口のフランス語で話している。パリのど真ん中ならいざ知らず、東京の住宅街の外れでは、小耳に挟はさんだだけでは内容まで分かる人間はそうはいないだろう。

「落ち着いてください、アンリ。まだ確定したわけではありません。しかしそれだけのデータが有れば、個人も特定できるでしょう。フランスのＵＮｂＡＲ支局にも協力してもらい洗い出します」

　ｂｉｏカードの向こうからアンリと契けい約やくしているｂｉｏクラフト、ビュート・ステディレクブレイションがそう言ってくる。

「あぁ、分かってる。だけど俺の勘かんが確かだって言ってるんだ。それにもう一人の男。大空広大って奴やつもｂｉｏパートナーかも知れない。契約しているのはやはり貴族パトリシャンだと思う」

「貴族の大おお盤ばん振ぶる舞まいですな。有り難がたみが無い」

　ビュートはそんな皮肉をアンリに返してから続けた。

「その男はどうします？」

「今のところ害はないようだ。奴らも鎌かま使いを追ってるかもしれないが、正体には気づいてないようだしな」

　そこまで言ってから、アンリは一度、言葉を切り、しばし黙もつ考こうしてから付け加える。

「サクラコの事が分かっても、ＵＮｂＡＲ本部には教えるな。政府にも動くなと言っておけ。広大がｂｉｏパートナーだとあいつが動く可能性がある」

　そしてアンリは手近のゴミ箱にロリポップの棒を捨てながら言った。

「俺が始末をつける」







《ＰＨＡＳＥ―０２：０３　偽にせ物もの～Fake～》







「だからぁ～～!!」

　偽装外殻ダミーシェルで一本衝角ポーンに偽ぎ装そうした『アウグストダスク』は声を荒あらげる。

「これ以上、私に連れん絡らくしてこないで！　結局、この前も騙だまそうとしたんじゃないか!!」

「いえ、別にそんなつもりはありません。あれはいくつかの誤解の積み重ねによるものです」

　姿を見せぬままサイレントカレントはそう弁明する。ｂｉｏビオクラフト形態の『アウグストダスク』内の接続シートに着いたホロン体のティルは、そんなサイレントカレントの言い訳に露ろ骨こつにむくれてみせる。

「もういい！　帰る!!　今日は静しず花かと……」

　そう言いかけてから口をつぐみ、そしてティルは言い直した。

「また私に連絡してきたら、ぶっ飛ばすからね。本気で……！」

　ティルはそう言い残すと、偽装外殻に包まれたｂｉｏクラフト形態の『アウグストダスク』を十数天文単位彼方かなたの地球へと向けた。

　空間の歪ゆがみに身を隠かくしていたサイレントカレントはつぶやく。

「やれやれ、やんちゃですな」

　独り言ではない。ティルは気がつかなかったが、サイレントカレントから少し離はなれた辺りにもう一隻せきのｂｉｏクラフトが潜ひそんでいたのだ。

「だから言ったではありませんか。サイレントカレント」

　その言葉に非難のニュアンスがあるのは気のせいではあるまい。

「なぜあなたが貴族パトリシャンにこだわるのか分かりませんな。貴族といえどもｂｉｏクラフト。市民プレビシャンであれ貴族であれ一体は一体です。ならば貴族など相手にせず、市民だけで構成すればよい」

　どことなく傲ごう慢まんな印象を受ける物言いだ。しかしサイレントカレントはそれに構わずに答えた。

「いえ、違ちがいますよ。『表層の雲サーフェスクラウド』。貴族は我々市民とは根本的に異なる存在です」

　そしてサーフェスクラウドと呼んだ同志のｂｉｏクラフトが不服を口にする前に続ける。

「すでにアウグストダスクは契約を結んでいるようですからね。彼女が『ぶっ飛ばす』というのはもはや比ひ喩ゆではありません。我々だって一いち撃げきで彼女に葬ほうむり去られてしまいますよ。それが貴族というものです」

「私もですか？」

「無論です」

　沈ちん黙もくするサーフェスクラウドだが、それは畏い怖ふからくるものではなく、真実を理解しない、しようとする努力をしないもの特有の嘲あざけりであることを、サイレントカレントは承知していた。

「サーフェスクラウド。あなたはこのまま現在の作戦を続けてください。今の通りアウグストダスクは我々に不信感を持ってしまいました。こうなるとあとはトランクルナイトだけです」

「……承知しました」

　一時、遅おくれる返答がサーフェスクラウドの不満を如によ実じつに示している。そもそもｂｉｏクラフトは生物としてのその特性上、集団行動が苦手だ。ましてやサーフェスクラウドのやっている仕事は、余り名めい誉よあるものとはいえない。しかし他に適任者がいないのである。

「トランクルナイトの周囲に探さぐりを入れているものがいるそうです。そいつを利用できれば、事はすぐに済むでしょう」

「頼たのみましたよ」

　サイレントカレントは重ねてそう言うが、サーフェスクラウドは何も言わずその場から去ったようだった。




「そうか……、うん分かった。いや、いきなり悪かったな」

「なに、構わんよ。それにしてもそんなに無愛想だったか」

　もともと高校一年にしては妙みように落ち着いた雰ふん囲い気きのある先せん場ば兵ひよう衛えだが、電話で話していると広こう大だいは、相手が自分と同年代とは思えなくなることすらある。

「俺が最後にあったのは去年の正月だからな。その時も初はつ詣もうで客に絡からんでいた不良とトラブルを起こしていた」

　兵衛からそう聞いても広大はすぐには信じられなかった。小学生の頃ころの桜さくら子こは確かに気は強かったものの、礼れい儀ぎ正ただしく力ちから尽ずくで物事を解決しようとするタイプではなかった。しかし兵衛の言葉によると、ある事件を切っ掛かけに性格が一変したそうだ。

　自分から突つっかかっていくことはないが、わずかな不正や悪事が目に入れば、口頭で注意するだけに留まらず、暴力を振ふるうこともあるというのだ。正義感から来ているとはいえ、いくらなんでもやりすぎだろう。兵衛もそう思うことがあったらしい。

「なにしろ笑わなくなったからな」

　兵衛がそう言うと重みがある。こうなるとアイシャが目もく撃げきした、コンビニの前で女子学生をからかっていた不良学生を竹刀で一方的に叩たたきのめしたという話も、誇こ張ちようが混じっているわけでもなさそうだ。

「住所は今ちょっと分からないな。あとで調べておこう」

「いや、急ぐことはないよ。しかし中学生なのにマンションで一人暮らしというのも大したもんだな」

　事情を話せないまま、女の子の住所を聞くのが気き恥はずかしくなった広大は、慌あわてて話題を逸そらす。兵衛の話によると桜子は小学生の頃にはすでに両親を事故で亡なくしており、その後は祖父の手により育てられていたとのことだ。そして桜子の性格が一変した事件というのが、祖父が亡くなったことだという。

「あぁ、お爺じいさんは腕うでのいい庭師だというのはさっきも話しただろう？　それなりに貯えもあったらしい。詳くわしい話は俺の親父が知ってると思うが、迷めい惑わくをかけたくないと世話になった親しん戚せきの家を出て、その貯えで一人暮らししているらしい」

「なるほどなぁ」

　父が失しつ踪そうしているとはいえ、安あん寧ねいに暮らしてきた自分とは異なり、桜子はかなり激しい人生を送って来ているようだ。

「まぁ俺の親父も広大のことは知ってるし、心配していたと伝えておくよ」

「あぁ、じゃあまた何か有ったら連れん絡らくする。長々と悪かったな」

　広大はそう言って携けい帯たい電話を切ると、自宅のキッチンでテーブルに着き、興きよう味み津しん々しんで聞き耳を立てていた恵けい子ことアイシャ、そして一見すると我関せずという風情で紅茶のカップを傾かたむけているティセの方へ向き直ると言った。

「まぁ大体、聞こえていたと思うけど、そういうわけだ」

　そして広大も皆みなと一いつ緒しよにテーブルに着き続けた。

「お爺さんが事故で亡くなってから、性格がキツくなったらしい。アイシャも見たとおり、少しでも悪いことをやってる連中を見つけると、一方的に叩きのめしてるらしいな」

「結構なことじゃないの。そんなヤンキー連中を痛めつけてくれるんだから」

　テーブルの上に載のっていたさきイカを勝手につまみながら恵子がそう言うが、すぐさま横からアイシャが反論する。

「恵子は見ていないからそう言えるんです。桜子のやっていたことは、悪党退治に名を借りた弱いものいじめです！」

「でもその弱いものが、さらに弱いものをいじめていて。で、桜子って子は、その弱いものを助けるためにやっていたでしょう？」

　妙な理り屈くつをこね回す恵子だが、アイシャはそれにも食い下がる。

「勧かん善ぜん懲ちよう悪あくも度が過ぎれば暴力です。相手が抵てい抗こうできないのに、まだ竹刀で叩くなんて……」

「度が過ぎた勧善懲悪か……」

　広大は自分の部屋を引っ掻かき回して探し出してきた数枚の写真を広げる。

「確かに、例の……。トランクルナイトのパートナーの行動パターンとは似てるな」

　ティセの方へちらりと視線を送りながら広大はそう言った。しかしティーカップを置いたティセは、自分の妹に言げん及きゆうした広大に興味を示すわけでもなく、テーブルの上に用意して有ったお茶受けのシュークリームに注意を引かれているらしい。いつものように目より少し上の高さに掲かかげるように両手で持ち、じっとシュークリームを観察している。もっともわずかに眉まゆをひそめている所を見ると、今一つシュークリームはお気に召めさないのかもしれない。

「これが広大ですか。面おも影かげ有りますね」

「あって当然でしょ、本人だもの」

　テーブルの上に広げられた写真を覗のぞき込み、アイシャと恵子がそんなことを言っている。ティセはその会話につられるように、ちらりと写真の方へ視線を送るが、すぐにシュークリームの観察に戻もどってしまう。

「これが兵衛。それでこっちが桜子だ」

　そう言いながら広大は集合写真に写る二人を指し示す。広大だけではなく、確かに二人も今の面影はある。写真は全部、剣けん道どうを習っていた皆で写っており、残念ながら桜子だけのアップはない。

「確かにこの人です。雰ふん囲い気きは違ちがいますが」

　写真に見入りながらアイシャはそう言った。

「さてどうしたものかな」

　広大は思わず腕うで組ぐみをして考え込む。

「桜子が、その……。トランクルナイトと契けい約やくしているという確証はないし、四六時中見張っているわけにもいかないしなぁ」

　その時だ。広大の母の広ひろ海みが、買い物から帰ってきたようで、キッチンに顔を出してきた。

「何してるのよ、みんな雁がん首くび揃そろえて」

　すぐに答えたのはティセであった。

「シュークリームは丸くありません」

　観察していたシュークリームをテーブルに戻してティセはそう言う。

「丸くないので残念です」

「……まぁ丸くないな」

　広大がそう言うと、ティセもこくりとうなずく。

「はい、丸くありません」

「でも充じゆう分ぶんに丸いんじゃないの？」

　恵子がテーブルに戻されたシュークリームを手にとりそう言うが、ティセは身を乗り出すようにして反論する。

「駄だ目めです、いけません。恵子。もっと具体的に丸くないといけません」

「そうか」

「そうです」

　広大がそう言うとティセは満足げに両手をぱたぱたさせてから、改めて広海の方へ向き直る。

「私の妹と契約していると思われる人を見つけました」

　ちゃんと話を聞いていたのか……！　広大と恵子は半ば驚おどろき、半ば呆あきれた顔を見合わせた。

「ふ～～ん、どれどれ」

　恵子はテーブルの上に広げられた写真を覗き込む。

「何よ、これ。昔の剣道教室の写真じゃないの」

「ほら兵衛の親しん戚せきの。桜子って女の子いたじゃないか。どうやらその子らしいんだよ」

「……なにが？」

「話したじゃないか。ティセの妹の、トランクルナイトと契約して、他のｂｉｏパートナーを襲おそってるのがいるって」

「あ～～……」

　言われてようやく広海は思い出したようだ。しかし何か釈しやく然ぜんとしない顔で首を傾かしげる。

「兵衛くんの親戚？　桜子？」

「知ってる？　逢おう瀬せ桜子」

　広大がそう言っても広海は首を傾げたままだ。それを見ていたティセも真ま似ねをするように首を傾げる。

「逢瀬、逢瀬……。桜子？　いや、知らない。知らないけど、知ってるような……」

「なんだよ、それ」

　母の曖あい昧まいな言葉に広大は少し焦じれたような表情をする。

「最近、どこかで聞いたような覚えがあるのよ。その名前。え～～と、お父さんかお爺じいさんが、庭師か植木職人じゃなかった？」
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　こめかみに指を当てて考え込む広海に広大は怪け訝げんな顔をして答える。

「ああ、お爺さんが腕うでのいい庭師だって」

「う～～ん、う～～ん……」

　わざとらしく唸うなりながら記き憶おくを探る広海は、ちらりとティセに目をやると、突とつ然ぜん、両手をぱたぱたさせはじめた。どう見てもティセの癖くせを真似ているとしか思えない。

　するとティセも広海に対たい抗こうするように、両手をぱたぱたさせはじめた。広海もティセに負けじとばかりに両手をぱたぱたさせる。

　しばしの間、両者の息いき詰づまる戦いを見ていた広大たちだが、さすがに呆れたようにアイシャが口を開く。

「何をやっていらっしゃいますか。ティセさま」

「駄目です。広海の手の動きには感情が込められてません。駄目です。駄目駄目です」

　ぱたぱたを止めると、ティセは広海の方へ身を乗り出し手を差し出すように言った。

「駄目ですか」

「駄目です」

　ティセに更さらに駄目だしをされると広海は天てん井じようを見上げ、妙みようにさばさばした顔をしてみせる。

「私もまだまだね！」

「なに納得してるんだよ、母さん!!」

　呆れる息子の方にやにわに向き直ると母は言う。

「それで思い出したのよ!!」

「いきなりだなぁ。何を？」

「桜子、逢瀬桜子でしょ。お爺さんが庭師。それで三年前かな。マンションの駐ちゆう車しや場じようで、飲酒していた高校生が運転する自動車に轢ひかれて、そのお爺さんを亡なくされている」

「聞いてたの？」

　広大も今さっき兵衛から聞いたばかりの一件だ。それを広海がすらすらと口にしてみせたのだ。

「兵衛くんから聞いたわけじゃないのよ。今年の、え～～と三月か四月頃ごろかな。会社の仕事で取材に行ったのよ。手が足りなくて助っ人だったんだけど」

　広海の思わぬ言葉に広大たちは顔を見合わせる。

「住所分かる？　あと出来れば最近の写真も」

「住所は分かるわ。写真はどうかなぁ。あとその取材だったんだけどね。確かお爺さんが亡くなった事件の容疑者……。まぁ刑けい事じ事件として立件されなかったんで容疑者は正しくないんだけど、とにかくその人がｂｉｏクラフトで地球外に逃にげたのよ」

　広大は母のその言葉に鳥とり肌はだが立つのを覚えた。

「動機は充じゆう分ぶんね」

　恵子はさきイカに続き、柿かきの種に手を出しながらそう言う。

「なんだったら明日、会社に出るしその記事探してみるわ。取材は出来なかったけど、容疑者を逃がしたパートナーのインタビュー記事が雑誌に載のったはずだから」

「写真はいらないでしょう。住所さえ分かればこれで充分です」

　アイシャは広大が探していた剣けん道どう教室時代の写真を手に取り言った。

「ちょっと私に考えがあります。しばらくこれをお借りします」




「逢瀬桜子。私立せんりょう台中学三年。なるほどね、最近の剣道部の試合のデータを見ても洗い出せなかったわけだ。この一年くらい、問題行動で対外試合には出ていないか……」

「昔のあなたと似てるのではないですか？」

「よせよ、ビュート」

　ｂｉｏクラフト形態の『ステディレクブレイション』内のキャビンに座ったアンリは、傍かたわらに立つそのホロン体に向かって言った。

　ステディレクブレイションのホロン体はすらりとした長身の、肌はだの黒い男性。外見からは二十歳はたち代半ばに見える。

　ニックネームはアンリの言葉にもある通りビュート。

　古代ギリシャ、ローマ時代のトーガを思わせるアイボリーの衣装に身を包み、何故か瞑想するように細い目を閉じていることが多い。話すときも片目しか開けず、両目を見開くことは稀まれだ。単なる癖だとビュートは言うが、アンリは時折、自分が珍ちん奇きな観察対象となっているのではないかと思うことも有る。

　アンリはフランスのＵＮｂＡＲ支局、日本大使館に協力してもらい、桜子の身元の洗い出しに成功したのだ。日本のＵＮｂＡＲ支局も大おお鎌がまを振ふるうｂｉｏパートナーの調査は行っていたが、剣道をたしなむ中学もしくは高校生というデータを、最近のものしか当たっていなかったようだ。

　一年以上前に遡さかのぼり、ようやく桜子のデータに行き着いたのである。写真も住所も手にした。そして彼女がトランクルナイトと契けい約やくした後、なぜ他のｂｉｏパートナーを襲おそうようになったのかという切っ掛かけも推測できるようになった。

「下らねぇ、動機だ。所しよ詮せんは自分勝手な逆さか恨うらみだろう、こいつ」

　ロリポップをくわえたまま吐はき捨すてるようにそう言うアンリにビュートは問いかける。

「しかしアンリ。これからどうするつもりですか？　問題のパートナーの素性が分かったからと言っても地球上の法律ではどうすることもできません。まさか彼女の自宅に行ってサテライトを突つきつけるわけにもいきませんでしょう？」

「駄だ目めか？」

「駄目です」

　即そく答とうするビュートにアンリは苦笑する。どうやらあながち冗じよう談だんでもなかったようだ。

「う～～ん、そうだな」

　キャビンのシートで大きく伸のびをしながらアンリは思案を巡めぐらせる。

「仕方ねえな。あいつを利用するか……」




「なに言うとるんや！　うちはバイトで忙しいんや!!」

「だから相応の賃金は支し払はらいますわ。ＵＮｂＡＲの方に請せい求きゆうして、私から払います。あなたの事はＵＮｂＡＲに報告しない。これでいいですわね。クイックストーン。いえ、クリス早石さん？」

「そやかて……！」

　桜子の住所が分かると、すぐに広大とアイシャはコンビニでバイト中のクイックストーンの所へ向かったのである。

　アイシャの考えとはクイックストーンにしばらく桜子の自宅マンションと、登下校を監かん視ししてもらうという事。そしてトランクルナイトと桜子が接せつ触しよくしている所が確認できれば確定だ。またｂｉｏクラフト同士ということもあり、量子ブラインドの影えい響きようも受けない。

「うちはバイトがあるんや。ここを辞めるわけにはいかん」

　アイシャはクイックストーンを呼び出し、コンビニの裏に連れて来て話をしていたのだ。広大は少し離れた所で待っている。すぐに話が済むと思い、ティセと恵子は連れてこなかった。

「別にここを辞めろとはいいませんわ。桜子を監視するのは手の空いた時だけで構いません」

「そんなんやったら、あんたらが自分でやればええやろ！」

　そう反論するクイックストーンを、アイシャはさらりと躱してみせる。

「あら、だって私やティセさまは契約しているんです。どなたとも契約してないあなたなら、何かあっても契約解除の心配はないじゃありませんか。それに私たちは顔も知られてますので」

「うわ、えげつな～～」

　げんなりとしてみせるクイックストーンにアイシャはすました顔で答えた。

「クレバーと言ってくださいませんか」

　そしてアイシャは桜子の住所と小学校時代の写真のコピーを渡わたす。

「こちらが住所と写真です。写真は昔のものですが、今でもさして容よう貌ぼうは変わっていませんから問題ないと思います。念ねんの為ため、最近の写真が手に入ったら、すぐに持ってきますから。それと連絡はこちらへ」

「はいはい」

　一方的にアイシャに押おし切られ、クイックストーンはコピーを受け取った。

　その時だ。アイシャはその気配に気づいた。




　アイシャが広大をコンビニに同行させず、近くの神社で待たせていたのは桜子を監視するということ、そしてそれにクイックストーンを使うということに、どこか釈しやく然ぜんとしない思いが有ると見み抜ぬいていたからだ。

　事実、広大はその必要性は理解していても、やはり中学生の女の子を監視するということには納得できないでいた。途と中ちゆうで広大が異を唱えると話がまとまらないと見たアイシャの判断は正しかったわけだ。だからと言って自宅で待たせておくと広大も反発する。そこでアイシャは近くで待たせておくことにしたのだ。

　クイックストーンがアルバイトをしているコンビニのすぐ近くには小さな公園が有る。広大はそこでアイシャとクイックストーンの話が終わるのを待っていた。

「まっ、すぐに終わるだろうけど」

　公園のベンチに座りながら広大は一人そうつぶやく。公園は四方を団地に囲まれた形になっており、街頭はあるものの比ひ較かく的てき暗い。変電施し設せつが一角を占しめており、街路樹とも相まってそこかしこに影かげを落としている状態だ。

　その影の中に何か動くものを感じて広大はぎょっとする。しかし目を向けてもそれ以上、動く気配はなかった。気のせいだろう。そう思い、浮うかしかけた腰こしを下ろし直すと同時に、歩み寄ってくる足音に気づいた。

　アイシャのものではない。男性だろう。広大が頭を向けると、そこには意外な姿が有った。

　アンリである。

「よぉよぉ、少年。また会ったな」

　手に棒こそ持っていないが、アンリの格好は昼と同じ。ロリポップをくわえ、口元から棒だけ出しているのも同じだ。ベルトのロリポップも減っていない所を見ると、小まめに買い足しているか、自宅かどこかに大量の備び蓄ちくが有るのだろう。

「あ～～、どうも」

　またか……。やっぱりこいつも妙みようだな。少し警けい戒かいしながら広大はアンリに曖あい昧まいな挨あい拶さつをする。

「なんか用ですか？」

　意識したつもりはないが、警戒している以上、どうしても言葉に刺とげが出る。しかしアンリはそれは気にせず、金色に染めた髪かみを掻かきながら、天を仰あおぎ何事か考えているようだ。

「う～～ん……」

　一ひと頻しきり唸うなってから、アンリは思いあぐねたようにベルトからロリポップを一本取り出して広大の方へ差し出す。

「舐なめる？」

　差し出されたのはパイナップルフレーバーのロリポップ。

「いただきます」

　そう答えると広大はロリポップを受け取り、包み紙を取りそれを口に入れる。包み紙はベンチの脇わきにあるゴミ箱に捨てたが、考えてみれば土曜日の夜八時過ぎ。男が二人、無言でロリポップを舐め続けているというのも、なかなか嫌いやな状じよう況きようである。

「あの……、それで俺に用事があるんですか？」

　広大は探りを入れるようにそう尋たずねるが、アンリはまだ何事か思案している。さらにしばし沈ちん思し黙もつ考こうした後、意を決したようにパンと両手を叩たたくとようやく口を開いた。

「あ～～、もう。やっぱ回りくどいのは向いてねぇな。俺は。それできっぱり行くんだがよ、広大。昼間、会ったあの桜子って女の子」

「桜子がどうかしましたか？」

　来たか……。こいつもＵＮｂＡＲの人間か、それともｂｉｏパートナーなのか。広大は身を硬かたくしてアンリの次の言葉を待つ。

「お前あいつの事、どれくらい知ってる？　立ち回り先とか、普ふ段だんどこで何をやってるとか……」

「それは……」

　どう答えたものか、思案を巡めぐらせていた広大だが、どうやらその必要はなくなったようだ。その気配に気づいたのはアンリの方が先だったが、すぐに広大もそれを察する。

「貴様！」

　先程、広大が何か動く気配を感じた方、変電施設と街路樹の影が合わさり暗くなった辺りだ。どうやら気配は気のせいではなかったらしい。アンリがそれに気づき振ふり返ったのだ。

　何か長いものを構えた人の影。スカートをはいているから女性なのは確かだ。そして次の瞬しゆん間かん、手にしたものが振るわれる。閃せん光こうが走り公園内を照らしていた街灯が根元から切断された。

　鎌かまだ。その人ひと影かげが手にしているのは確かに大鎌のように見える。

　街灯が消えたので小さな公園の影の部分はさらに広くなる。その中に大鎌を構えた人影は逃にげ込んだ。

「てめえ……、逢瀬桜子。やっぱりトランクルナイトのパートナーだな！」

　アンリはそう言い放つと、ポケットからカードのようなものを取り出す。薄うすく削けずられた氷のようなカード。デザインこそ違ちがうが、それは広大が持っているものと同じだ。

　ｂｉｏクラフトとの契けい約やくの証であるｂｉｏカードだ。

「ローチングサテライト『ステディレクブレイション』!!」

　アンリがそう叫さけび、手にしたｂｉｏカードに力を込めた瞬間、それは乾かわいた音を立ててパリンと割れて銀色の光の粒りゆう子しとなる。その光の粒子は見る間に一本の長い槍やり状のものへと姿を変えていった。

　先せん端たんが四本のドリル状になったサテライト。どうやらアンリと契約しているのはビショップ級のｂｉｏクラフトのようだ。

「隠かくれてないで出てこい！　逢瀬桜子!!　お前はただの逆さか恨うらみで他のｂｉｏパートナーを襲おそってるだけだろう！　狙ねらうんだったらお前の爺じいさんを殺した容疑者を逃がした奴やつだけにしろ」

　どうやらアンリも桜子の素性はどこかで調べてきたらしい。しかし自分もアンリと一いつ緒しよに戦うか、広大は迷っていた。アンリの目的も分からない。それにアンリは鎌を携たずさえた影かげを桜子と思い込んでいるようだが、どうも広大には引っ掛かかるものがある。

　先程からひと言も喋しやべらない。まず街灯を狙った。そして名前も知られているというのに、変電施し設せつや街路樹の影に隠れるようにして移動している。

「アンリ、ちょっと待て。なんか変だぞ！」

「広大、お前は手を出すな！　お前がｂｉｏパートナーだってのは察しがついてるが、あいつは俺が始末を付ける!!」

　普段は割と飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きのあるアンリだが、どうにも頭に血が上ると我を忘れてしまう傾けい向こうがあるようだ。広大の注意が耳に入っていない。

「そう言う意味じゃない！　なんかおかしいとは思わないのか!!」

「おかしいかどうかはすぐに分かる！」

　そう言い放つとアンリはサテライトを振りかざして、街路樹の陰に隠れた大鎌を構える人影に突とつ進しんする。その人影は音もなくアンリの突進を躱し、そして別の街路灯に近寄ると、それも根元から切断する。これで公園はまた暗くなった。

　やっぱりおかしい……。

　広大の違い和わ感かんはいやが上にも増していった。いま一いつ瞬しゆん、街路樹の後ろから出てきた影は妙みようにのっぺりしていた。確かにセーラー服のようなものは着ているようだが、顔立ちまでははっきりと分からない。

「ちょこまかと……！」

　アンリほどの腕うで前まえが有るにも拘わらず、その影を追おい詰つめることが出来ない。大鎌を構えた影は、アンリがサテライトを振りかざす度に、音もなく滑すべるように移動しているのだ。

　ここはアンリに協力するか。そう考えた広大は自分もポケットからｂｉｏカードを出す。

「アンリ、協力して追い詰めよう」

　しかしアンリは広大のその進言を即そく座ざに却きやつ下かする。

「駄だ目めだ。お前は手を出すな!!」

　その時だ。大鎌を持った影が、滑るようにアンリに迫せまって来るではないか。

「ち!!」

　アンリはサテライトを構え直して防ぼう御ぎよしようとするが間に合いそうもない。しかし別の誰かがアンリではなく、大鎌を構えた影へと忍しのび寄よっていたのだ。

「ローチングサテライト『ノーブルウィンド』!!」

　その声と共に二本のドリル状の穂ほ先さきを持ったサテライトが、大鎌の影へと突つき立てられる。

「アイシャ！」

　サテライトを見た広大が叫ぶ。どうやらクイックストーンと話をしていたアイシャが、タイミングよく戻もどってきたようだ。アンリへと振り上げられた大鎌が、横からアイシャのサテライトで弾はじかれる。大鎌を持った影は、アイシャも現れた事で形勢不利になったと見たのか、再び変電施設の裏へと姿を隠す。

「待て、おい!!」

　アンリは慌あわてて影を追い変電施設の裏へ向かうが、そこにはもう何の気配もなかった。

「広大、今の……」

　アイシャも何か違和感を持っているようだ。自分のサテライトの先端を見つめている。

「あぁ、あいつ……。さっき話した昼間、会っていたアンリってのがアイツなんだけど……」

　言いかけた広大は根元から断ち切られた街路灯に気づき、それに歩み寄ろうとする。しかし影を取り逃にがしたのだろう、その前にアンリの方から声をかけてきた。

「その子がお前と契約しているｂｉｏクラフトか？　可愛かわいいじゃないか」

　舐なめ終わった棒を近くのゴミ箱に放り、ベルトから取り出した新しいロリポップの包み紙を開けながらアンリは言った。どうやらアイシャが広大と契約していると勘かん違ちがいしたようだ。ちゃんと教えてやるべきかどうか、広大は一時迷ったが、アイシャの方が先に口を開いてくれた。

「あなたに教える義務はありません」

　肯こう定ていとも否定とも取れる返答だ。今はこれが正解なのだろう。

「いいか、広大。桜子には手を出すな。あいつは俺の親友ダチを襲ったんだ。何も悪いことはしてない、ただ宇宙へ行くのが夢で、ようやくｂｉｏパートナーになれたばかりの親友をな！」

「ちょっと待ってくれ。アンリ、何かおかしいとは思わないか？」

「おかしいかおかしくないかは、あいつをとっ掴つかまえてみれば分かる！　もう一度、言うぞ。あいつは俺が仕留める。分かったな!!」

　アンリはそう言い放つと、怒いかりもあらわに肩かたを揺ゆらせ大またで公園を出て行ってしまった。そんなアンリの後ろ姿にアイシャはため息をついた。

「どうも血の気の多い方のようですね」

「アイシャ、これを見てくれよ」

　根元から切断された街路灯を見ていた広大は、その部分を指さしてアイシャに向かっていった。

「俺は詳くわしくないんだけど、サテライトの刃やいばって普ふ通つうの物質はちゃんと切れるよな？」

　ｂｉｏクラフトは人間には危害を加えられない。だからサテライトもドリルのような穂先を持っていたり、剣けんや鎌かまのように刃を持っていたりしても、それで直接、人体に傷を付けることは出来ない。もっとも力ちから一いつ杯ぱいサテライトを叩たたきつければ、それなりのダメージが有るのも事実だ。

「はい、普通の物体は切断できるはずですが……」

　暗くなった公園で広大が指差すものがよく見えない。しゃがみ込んでようやくアイシャは広大の言いたい事が分かった。

　切断された街路灯の根元。それは鋭えい利りな刃は物もので切断されたというよりは、何か細長いものが何本か貫かん通つうしたため、そこから折れたような断面になっている。その細長いものとは言うまでもない。ドリルである。しかしこの場でドリル状の穂先のサテライトを持っていたのはアイシャとアンリだけ。この二人は街路灯に触ふれていない。

「まさか今のは偽にせ物ものということですか？」

「そうかも知れない。頭に血が上って、アンリが下手な真ま似ねをしなきゃいいんだけど……」

　広大はそうぼやきながら立ち上がった。







《ＰＨＡＳＥ―０２：０４　連れん絡らく～Communication～》







　さて、これは面おも白しろい事を教えてくれたものだ。

　再び地球から遠く離はなれた位置へ戻もどったサーフェスクラウドは惑わく星せい間でそう考えを巡めぐらせる。

　サイレントカレントの言うように貴族パトリシャンが我らの同志に相応ふさわしいかどうか。それを確かめる為ためにもこの情報は利用できる。

　それはまず……。

　そしてサーフェスクラウドは行動を再開した。




「昨日の夜に王子さまの携けい帯たいの留守電には入れておいた。何か分かれば教えてくれるだろう」

　そう言う広こう大だいにアイシャも答える。

「私の方からもイモータルヌーンに連絡しておきました。アンリの件も、そして例の偽物の件も」

「それからお醤しよう油ゆ取ってくれない」

「トマト」

　広大はテーブルに着くと付け加える。

「一応、桜さくら子この件は伏ふせておいたけどなあ。まだ教えない方がいいだろう」

「そうですわね。私も桜子の件はイモータルヌーンにも伏せておきました」

「なによ、これ。ウスターソースじゃないの。普通、ウスターソースを瓶びんに入れてテーブルに置いておく？」

「レタス」

「大体、広大は目玉焼き、焼きすぎなのよ。私が、半熟からちょっと火を入れたくらいが好きなの知ってるでしょ」

「きゅうり」

「……あのなぁ」

　広大はアイシャと一いつ緒しよに自分の家に来て、遅おそめの昼食を摂とっている恵けい子こに呆あきれて言った。

「日曜日の昼間から、人の家に上がり込んで飯食っているんだから、もうちょっと遠えん慮りよってものがあってもいいだろう」
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　恵子の父は日曜日の今日も仕事。そこで広大の家で一緒に食事を摂っているのである。もっとも広大は軽く朝食を済ませていたが、恵子は昼前まで寝ねていたのでこれが今日、初めての食事となる。体ていよく言えばブランチというものだ。外に食べに行っても良かったが、生あい憎にくと今日も朝からうっとうしい雨が降り続いている。

「アスパラガス」

　ティセはティセで、サラダに入れられた野菜を一つ一つ確認してから、じっくりと食事を進めている最中である。

「それにうちは目玉焼きにはウスターソースなんだ！　恵子だって知ってるだろう!!」

「ちょっと待ってください。広大。やはり目玉焼きにはお醤油です！」

　思わぬことに横からアイシャが反論する。

「新鮮な卵ならば軽く塩を振るだけでも充じゆう分ぶんです」

「でも普ふ通つうはお醤油よねぇ」

「まぁ、それはそうですね」

　妙みようなところで意気投合する恵子とアイシャに構わず、ティセは黙もく々もくとサラダを片付けている。

「ブロッコリー」

　広ひろ海みも今日は出勤だ。桜子の祖父が死んだ事件の容疑者に関する記事が見つかったら電話すると言っていたが、昼下がりになってもまだ連絡はない。

「それにしても問題は、例の偽にせ物ものだな」

　今日の食事はみな広大が用意したもの。途と中ちゆうからアイシャが手伝ってくれたのだが、恵子とティセはほぼ見ているだけだった。ティセ以外はご飯にハムエッグ、サラダ、味み噌そ汁しる、漬つけ物ものといったごく簡単なもの。別に菜食主義というわけではないが、ティセはあまり肉類が好きではないようなので、サラダを多めにして、五目がんもをサッと焼いたものをつけてある。

「偽物って本当に偽物なの？」

　ハムエッグの付け合わせのミックスベジタブルから人参だけを避よけながら恵子がそう尋たずねる。

「いや、本当に偽物というのはかなり矛む盾じゆんした表現だけど。多分、桜子じゃないと思う」

「私もそう思いますわ」

　広大の言葉にうなずきながら、アイシャは恵子が避けた人参をまた皿の中央に戻す。不服そうな顔の恵子が文句を言う前に、アイシャは先手を打って口を開く。

「昔の人参と違ちがって、今のは甘あまくて食べやすいじゃないですか」

「おいしいかどうかは問題じゃないの。人参かどうかが問題なのよ！」

　そんな二人を広大は呆れたように眺ながめるだけ。ティセはちらりと恵子とアイシャへ目をやると、再びサラダに向き直る。

「またトマト」

　一つ嘆たん息そくしてから広大はアイシャに尋ねた。

「アイシャ。ｂｉｏビオクラフトって、何かに化けられるようなそういう能力はないのか？」

「普通は有りませんね。ホロン体やサテライトで出来ることは基本的に同じです」

　アイシャのその答えに広大は考え込む。ｂｉｏクラフトの技術でないとなれば、一体、昨日の晩に見た、あの鎌かまを構えた影かげは何だろう。到とう底てい、人間の技術ではない。アンリが一方的に桜子本人だと決めつけても致いたし方ないだろう。それにアンリを納得させるには、それを偽物だと証明しなければならない。

「誰かのスタンド能力じゃないの？」

　恵子は他人事のようにそう言う。

「マンガじゃないんだからさぁ」

　そんな恵子と広大のやり取りに、サラダに向かっていたティセは少し小首を傾かしげ、そして手にしたフォークを置くと、手を差し出すようにして言った。

「スタンド」

「いや、スタンドは野菜じゃない」

　広大のその答えにティセは不満そうに両手をぱたぱたさせてから言い直す。

「恵子は『モーニングデュー』をそう呼んでました」

　そしてティセは両手を下ろす。

「アペンディックス『モーニングデュー』」

　ティセがそう呼ぶと、金色の髪かみをまとめていた青と銀のリボンが音もなく解ほどけ、そして水銀のようにティセの手を滑すべり降り、手首の所で輪を描えがき回り始める。

　そしてティセは手をあげ、手首の所で回るアペンディックス『モーニングデュー』を示しながら小首を傾げた。

　そう言えば恵子は、初めて『モーニングデュー』を見た時、スタンドという人気マンガの特とく殊しゆ能力呼ばわりしたのだ。

　アペンディックスとは一部のｂｉｏクラフトが所有する、パートナーとは別の形で共生関係に有る、非人間型の生命体のことだ。

「あ!?」

　声を上げてアイシャは立ち上がる。

「確かにアペンディックスなら、誰かの姿を真ま似ねるものが居てもおかしくはありません」

「アペンディックスってみんな違うの？」

　広大と恵子はティセのアペンディックス『モーニングデュー』しか見てない。それにアイシャやクイックストーンといった他のｂｉｏクラフトが、それらしきものを使っている場面に出くわしたことも無い。

「はい。全て違うというわけでもありませんが、同じものは余りありません」

「あんたはそういうの持ってないんだ」

　恵子が麦茶のコップを傾かたむけながら、アイシャにそう尋ねた。

「ええ、全てのｂｉｏクラフトがアペンディックスを所有しているわけではありません。でも特別、持っていることが珍めずらしいわけでもありません」

「私の姉と、ティルとティオも持っています。でも他の人には化けられません」

　そう言うティセの腕うでを『モーニングデュー』がするすると音もなく昇のぼっていく。そして髪の所へ戻もどった『モーニングデュー』を、普ふ通つうのリボンのように結び直しながらティセは続けた。

「ティオのアペンディックスは『夜霧ナイトミスト』といいます。飛べます」

　飛べるというティセの表現が、どういう状態を意味しているのか、広大と恵子はさっぱり見当がつかなかったが、とにかく他人の姿を真似る能力がないのは確かなようだ。

「他のｂｉｏクラフトのアペンディックスとか分からないか？　ＵＮｂＡＲにデータとかないの？」

「残念ですが……。ただでさえ我々ｂｉｏクラフトは個人主義ですし、アペンディックスはあくまで個人の所有ですから」

　そう言いながらアイシャは椅い子すに座り直す。

「でも個人的に人間や他の生物に化けるようなアペンディックスを見たｂｉｏクラフトがいるかも知れません。誰か知らないか、イモータルヌーンを通して確認するよう連れん絡らくしてみます」

「そうだな」

　取り敢あえず糸口が見つかったと思っていいのかな……。そう思いながら、広大はようやく冷めきった自分の食事に手をつけようとした。

　その時だ。ベルトから提さげた携けい帯たい電話が鳴る。手にとり液えき晶しようを眺めてみると、見覚えのない電話番号が表示されている。少なくとも広海や内うち山やま田だではなさそうだ。身を乗り出してきたアイシャがその番号を確認すると言った。

「クイックストーンかもしれません。広大の携帯の番号も教えておきましたから」

「そんな勝手に……」

　携帯の通話ボタンを押おしながらそう言う広大に、アイシャは澄すました顔で答える。

「ｂｉｏクラフト同士で通信している所を見られても困るでしょう。クリス早ハヤ石イシとしては」

　ホロン体のｂｉｏクラフト同士で通信する際は、身体のどこかにある紋もん章しようが浮うき出し、それに話しかける形になる。ティセは胸元、アイシャは左の手首。そしてクイックストーンは左の小指。確かにそんな所に話しかけていたら、変に思われるだろうし、それが原因でバイトを首になった責任をこちらへ求められても困る。

　まぁ、仕方ないか。嘆たん息そくして携帯に出た広大の耳に案の定、クイックストーンの妙みような関西弁が飛び込んで来た。どうやらバイトしているコンビニの電話を私用で使ってるらしく、後ろからは店のＢＧＭが聞こえてくる。

「あ～～、うちや。貴族のお嬢じようちゃんのパートナーの……、え～～と……」

　忘れているのか、いやむしろ覚えておく気がないのだろう。クイックストーンは即そく座ざに広大の名前が出てこなかったようだ。

「広大！　大おお空ぞら広大だって!!　それで何かあったのか？」

「あ～～、昨日、ナイトの姉ちゃんに頼たのまれた件な。動きがあって……。あ～～、おおきに。店長。はい？　彼氏のわけあらへんて」

　どうやら店長に見つかったらしい。いらいらして待つ広大の耳に、今度は自宅の固定電話のベルが鳴る音が飛び込んで来る。

「ちょっと恵子、出てくれ」

　勝手知ったる他人の家。広大が声をかける前に恵子は椅子から立ち上がっていた。

「もしもし……。あー、広海さん？　はいはい、ご飯はちゃんと食べてますよ～～」

「あ～～、それでな」

　今度はクイックストーンが広大の携帯の向こうで話し始める。

「店長から文句言われたんで、ちゃちゃっと済ますけどなあ」

「え、はい？　え～～と、はぁ。ええと……。ちょっと広大、広大!!」

　自分では手に負えないと見たのか、恵子が困った顔で広大の方を見て言う。

「なんか例の、桜子の記事とかで……」

「私が代わります」

　そう言ってアイシャが椅子から立ち上がる。

「やっぱあの姉ちゃん、大おお鎌がまのｂｉｏクラフトと契約しとったわ。動きがあったで」

「動き？」

　広大が聞き返した時、視界の隅すみに何かが光る様子が目に入った。アイシャだ。アイシャの左の手首に光が走ったのだ。

「イモータルヌーンから連絡が来たようです」

「なんでこんないっぺんに連絡が入るのよ!!」

　恵子は思わず声を荒あららげるが、まったくもって呆あきれるくらいのタイミングの良さで、三ケ所から連絡が入ってしまったのだ。

　何か手伝えることがないかと、ティセは椅子から立ち上がるが、何をやっていいのかわからず、両手をぱたぱたさせながら右往左往するだけだ。

「すいません、恵子。そのまま電話の方に。私はイモータルヌーンと話をしています」

「そやからな……」

　クイックストーンは少し声を潜ひそめる。

「はい、広海さん。ちょっと立て込んでいまして～～。はい、じゃあＦＡＸしてください。その方が確実だし、何かあれば折り返し連絡します」

「はい、分かりました。それでついでと言っては何ですが、一つ聞いておきたいのですが……」

　横で行なわれているやり取りを聞いてるだけでも頭がこんがらがってくる。出来るだけ耳に神経を集中させて広大は携けい帯たいの向こうにいるクイックストーンに尋たずねた。

「だから、何の動きがあったんだ？」

「あの姉ちゃんと大鎌のｂｉｏクラフト、地球外へ向かってるみたいや。それも何か様子が変なんや。その前にも、妙なｂｉｏクラフトがおってな。そいつ追っかけて行ったみたいなんや」

「何だって!?」

「はよせんと、どこ行ったか分からなくなるで」




　量子ブラインドというシステムにとって雨というのは意外な弱点の一つである。

　姿を消した状態でも周囲の光を散乱させて、光源の下に影かげを作らないようにすることは出来る。風も同様だ。しかし雨となると、その真下を完全に周囲と同じ状態にすることは出来ない。降ってくる雨を回り込ませて、下へ落すことは可能だが、多少は降雨量に変化が生じる。

　その日の午前中。桜子が住むマンションの周囲を通りかかる人々は、ある一帯を通りかかると、急に雨が小降りになることに首を傾かしげた。もっともその現象をそれ以上、深く考察するものはいない。その現象を気にかけたのは、その原因に気づいたティオ・トランクルナイトとパートナーの桜子。そして密かに桜子のマンションの周囲を探っていたクイックストーンだけだったのだ。

　最初に異変に気づいたのはティオだった。

　桜子のマンションのすぐ近くに、何か巨きよ大だいなもの、おそらくはｂｉｏクラフトが量子ブラインドを展開して滞たい空くうしている。ティオが量子ブラインドを同調させてみると、案の定、一〇〇メートルほどの一本衝角ポーン級がマンションのすぐ間近にいたのである。

ｂｉｏクラフトとしてはそれほど大型ではない、むしろ小型といっても良いくらいだが、只ただでさえ量子ブラインドが苦手としている雨の日に、こんな地上近くまで降りてくるのは、何とも不可解である。

　桜子はそれを挑ちよう発はつと受け取った。

　そんな真ま似ねをしてくるのは、おそらく自分たちの偽にせ物ものとして行動している連中だろう。目的は分からないが、桜子とティオの居場所を突つき止めて、いよいよ接せつ触しよくしてきたのだ。




「昨日の、二人とは無関係かしら？」

「さぁ」

　ティオの言葉に桜子は答える。昨日の二人とは広大と、そしてアンリのこと。広大はそこまで気が回らなかったかもしれないが、桜子は手に持っていた短めの木刀に気づいていたのだ。その形状はティオの姉のグロリアスドーンのｂｉｏクラフト形態によく似ていた。そしてティオの言うノーブルウィンドというｂｉｏクラフト。彼女もこの近くにいるそうだから、広大がグロリアスドーンのｂｉｏパートナーなのは間ま違ちがいない。

　広大と会ったのは数年ぶりとは言え、妙みように親しい人間関係にティオの姉のパートナーがいたことに、桜子は運命の皮肉とやらを感じざるを得ない。

　しかし気になるのは広大よりも一いつ緒しよにいたアンリという男だ。どうやら外国人のようだが、彼もｂｉｏパートナーなのだろうか。

　おそらくそうだろう。桜子はそう直感していた。自分を狙ねらっているｂｉｏパートナーが複数いるのは承知している。いや、敢あえてそうなるよう仕向けているのだ。いなくては困る。

　あるものは仲間の復ふく讐しゆう。あるものはｂｉｏクラフトと人類の共生関係に対する障害として桜子とティオを狙って来ている。

　アンリがそのどちらなのかは分からないが、桜子を追う最中、偶ぐう然ぜんに広大と接触していたのかも知れない。

「ティオ」

　桜子はサテライトを構え、足を止めるとティオに話しかける。

「気配が消えた。あなたは分かる？」

　桜子がマンションから出るのを確認すると、そのｂｉｏクラフトは川の方へ移動し、そして消えた。どうやらホロン体になり、そこで桜子とティオを待つという意思表示のようだ。

　事実、桜子とティオが川の土手の方へ向かうと、そこにかかる橋のたもとにサテライトを構えた人ひと影かげを見つけた。しかし雨とはいえ日中であるにも拘かかわらず、その相手は器用に橋きよう脚きやくの陰から陰へと移動して、なかなか姿を現さない。

「分からない。なに、こいつ……」

　アペンディックス『夜霧ナイトミスト』に包まれ、地上から数センチの所に浮ういているティオの顔に、珍めずらしく焦あせりの表情が浮かぶ。

「なんか変ね。人間でもホロン体でもないみたい」

　桜子は橋の下にある駐ちゆう車しや場じようを見回してつぶやく。

「すると、例の……」

　ティオの顔から焦りの色が消え、見えぬ相手に挑ちよう発はつ的てきな笑みを送り、桜子の後の言葉を続けた。

「そう、私たちの偽物」

「量子ブラインドが同調しているのは、確かなのね」

　雨の日曜日の昼ということもあってか、駐車場は余り埋うまっていない。中ちゆう途と半はん端ぱな暗さの為ためか、照明もついておらず、隠かくれる所はあるはずだ。

「ええ、だから向こうも量子ブラインドを……」

　ティオが言いかけた時だ。桜子はその気配に気づいた。足の下のコンクリートを蹴けり、無言で手にしたサテライトの鎌かまを振ふり上げる。目標は駐車場の隅すみにある車止めの金属柱とその後ろに有るコンクリート壁へき。相手が人間か、ｂｉｏクラフトのホロン体かは分からない。人間ではあればサテライトは金属柱とコンクリート壁を切断して、そこで止まるはずだ。桜子は構わず渾こん身しんの力でサテライトを振り抜ぬく。

　思いの外ほか、軽い手て応ごたえで金属柱とコンクリート壁はすっぱりと切断された。監かん視しカメラがこの光景を見つめているが、量子ブラインドの向こうにいる桜子とティオの姿は映っていないだろう。ただいきなり真っ二ぷたつになる金属柱とコンクリート壁から、ｂｉｏパートナーの仕業と推定することくらいは出来るかもしれない。

　そこで何かが動いたのを桜子は察していた。しかしサテライトが途と中ちゆうで止まらなかった事からすると、居たのは人間ではないはずだ。いや、それは人間でもホロン体でもなかった。

「影かげ？」

　そうだ。まるで人間の影がそのまま動き出したような、黒い人型のものが、両断されたコンクリート壁とその向こうの橋脚の間にいたのだ。実際にそれはほとんど厚みのない影のはずだ。コンクリート壁と橋脚の間には、人が一人立てるような隙すき間まがないのである。

　あまりのことに驚おどろき、手が止まった桜子の隙すきを見て、槍やり状のサテライトを構えた人影のようなものは、水が流れるように橋脚の下へ消えていった。

「ティオ、今の見た？　一体、あれはなに」

　ナイトミストで少し宙に浮いた形のティオは、桜子の肩かたに手を置き前を覗のぞき込みながら答える。

「よく見えなかったけど、きっと誰かのアペンディックスね。私の『ナイトミスト』と同じ」

「あなたのお姉さんのじゃないの？」

「いえ、姉たちのアペンディックスはみんな知ってるけど、あんなのは無いわ。別のｂｉｏクラフトなのは間違いない」

　そう言ってからティオは指の爪つめを噛かみながら、忌いま々いましげに付け加えた。

「あんなのが、私たちの偽にせ物ものをやっていたなんて……！」

　そんな事を言う肩ごしに一いち瞥べつする桜子の口元に微かすかな笑えみが浮かぶ。しかしそれを悟さとられぬうちに桜子は、謎なぞのアペンディックスが消えた方へ視線を戻もどして言った。

「さっきのポーン級のアペンディックスのようね」

　そう言うと桜子は大鎌のサテライトを構え直す。

「自分の方から出てきたという事は、勝負をつけようという意味かしら」

　もっともその意図が見えない。何を考えそして何の目的で、桜子とティオの偽物を演じていたのか。もっともここでこうしてても、その謎が分かろうはずもない。

「やっちゃえばいいのよ。あんな奴やつ」

　よほど腹に据すえかねているのか、ティオは吐はき捨てるようにそう言った。そして桜子の方へ笑みを向けると続ける。

「人の真ま似ねして隠れ回っているんだから、弱い奴に決まってるわ。桜子なら倒たおせる。だってあなたは強いもの」

　そう言うティオに、桜子は悟られぬよう少し笑う。

「実際にやりあってみないと分からないわよ。逃にげたのは川の方ね。土手の上に上がってみましょう」

　そして桜子はティオと共に、橋の下の駐車場から出ると土手の上へ向かう階段を昇のぼった。

　量子ブラインドを展開しているから、すぐ間近の橋の上を走っている自動車や、歩行者にも気づかれない。やはり量子ブラインドを展開して、同調させている桜子とティオだから、それを目にすることが出来た。

　川の水面の上には、先程、見たあのポーン級のｂｉｏクラフトが悠ゆう然ぜんと滞たい空くうしているではないか。いつもと変わらぬ日常が過ぎている橋の上や川の周囲にある町。その中で先せん端たんのドリルをゆったりと回しながら滞空しているｂｉｏクラフトというのは、なかなか超ちよう現げん実じつ的な光景だ。

　その一本衝角ポーンは土手の上に桜子とティオが出てくるのを待っていたようだ。まるで着いて来いと言わんばかりに、ドリルの付いた船首を一度、振ってから、そのポーン級ｂｉｏクラフトは徐じよ々じよに高度を上げ、そして加速していった。

「行くしかないようね」

　桜子のその言葉にティオはうなずく、そして自分の左の肩に右手を置く。

「エクスパンション『トランクルナイト』！」

　まるで背中に背負った何かを肩ごしに引き抜くかのような動作だ。ティオのそのモーションに伴ともない、その左ひだり肩かたからダイヤの形を思わせる光の紋もん章しようが浮うかび上がる。そしてダイヤ型の光の中から、鎌のような影が現れ、そしてそれは見る間に巨きよ大だい化かしていく。

　静謐なる宵闇トランクルナイト。そのｂｉｏクラフト形態だ。
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「誰も出てこないじゃねえか」

『ステディレクブレイション』のキャビンに陣じん取どったアンリは、不服そうにホロン体のビュートに向かって言った。

「しかし連れん絡らくがあったのは事実です。どうやら先方は私のことを知っているようですから……。ちょっと待ってください」

　そう言うとビュートは両の目ま蓋ぶたを閉じた。ただでさえ修しゆ行ぎよう僧そうのような風ふう貌ぼうである。ビュートが立ったまま目蓋を閉じていると瞑めい想そうにふけっているようにしか見えない。

　日本時間で言うと今日の朝になる。ステディレクブレイションの方に連絡があったのだ。連絡手段はｂｉｏクラフト同士の、紋章を介かいしたもの。これは相手を特定できないと連絡できない。連絡してきた相手は自らの正体を明かすことはなかったが、向こうはステディレクブレイションを知っているということ。

　用件は太陽系の惑わく星せい間、そのある位置まで、指定の時間にやってこいということ。そこまで来れば、他のパートナーを襲おそっているｂｉｏパートナーについて、ある情報を教えてやると言ってきたのだ。

　アンリはすでに、他のパートナーを襲っているのは桜子と断定していたので、その情報そのものにはそれほど魅み力りよくを感じなかった。しかし相手がステディレクブレイションを知っているということ、そして桜子とティオの行動には裏があると言ってきたのが、妙みように気にかかる。

　少々、迷ったのは事実だが、逆に自分が追っている相手が桜子と特定できている余よ裕ゆうもあり、アンリは正体不明の相手が連絡した場所へ、指定されていた時刻にｂｉｏクラフト『ステディレクブレイション』でやってきたのだ。

「連絡がありました」

　片方の目蓋を開き、ビュートは言った。

「今度はある恒こう星せい系へ来いという事です。時刻も指定されてます」

　ビュートのその言葉にアンリは嘆たん息そくして、しゃぶっていたロリポップを取り出し、振ふり回しながら言う。

「なんだなんだ、一体！　俺はタクシーじゃねえぞ。そんなのはリュック・ベッソンに言え!!」

「映画の話で思い出しましたが……」

　苛いら立だつアンリにビュートはいささか呆あきれた顔だ。

「重要な情報や荷物を受け渡わたす時、色々と場所を変えて行う作品が有りましたね。向こうのパートナーか、あるいはｂｉｏクラフトもそのような映画を見ているのではありませんか」

「まぁ、あちこち引っ張り回すのは、映画に限らず現実でもセオリーだしな」

　少し気を取り直したのか、アンリはロリポップを口に戻もどして言った。

「それでどうしますか、アンリ。指定の場所は、銀河系内の赤色巨きよ星せいが主星の恒星系です。データでは特におかしな所はない星系のようですが？」

　行くか行かないのか、ビュートはアンリに判断を求めた。

「乗りかかった船だ。それにステファンの為ためにも、あんな事をした連中は徹てつ底てい的てきに叩たたく！」

　口元からロリポップの棒が顔を出しているのがいささか締しまらないが、アンリは意を決してそう言った。

「見ていろ、逢おう瀬せ桜子。お前のしたことのつぐないをさせてやる!!」




　昼食もそこそこに、広大はティセと共に地球から離はなれていた。恵子とアイシャも同行している。クイックストーンの言う通り、『トランクルナイト』は正体不明のｂｉｏクラフトを追いかけて、地球を飛び立っていったのである。何とか見失わないうちにその後を追いかける事が出来た。正体不明のｂｉｏクラフトの追つい跡せきに夢中なのか、今のところトランクルナイトはティセたちの追跡に気づいていないようだ。

　こうなると連絡が一気に来たのは幸運だった。広海から事件の事を報道した雑誌のＦＡＸも届き、イモータルヌーンからアンリに関する情報も来ていた。人間の姿形を取れるアペンディックスを持つｂｉｏクラフトについては、現在、イモータルヌーンを通して各所に問い合わせ中だ。もっとも個人主義社会のｂｉｏクラフトゆえ、アペンディックスについてもまとまったデータはなく、心当たりの有りそうなものに尋たずねるという、あまり効率の良くない方法ゆえ、それほど期待も出来ない。

「なるほどな～～」

　広海から送られたＦＡＸに目を通しながら広大はつぶやく。

「これは悲ひ惨さんだな。まぁ他人事だから、そう言えるんだろうけど……。当事者はたまったもんじゃないな」

　当事者、即すなわち桜子のインタビューは結局取れなかったそうで掲けい載さいされていないが、それでも祖父を亡なくした一件と、その後、同じ容疑者が起こした事件。そして海外逃とう亡ぼうの挙げ句、現地のｂｉｏパートナーに大枚をはたき、今度は地球外へと逃とう走そうした経けい緯いが記事になっていた。

　桜子の祖父はマンションの駐ちゆう車しや場じようで、飲酒していた高校生数人が運転していた自動車に轢ひかれて亡くなっていたそうだ。しかし事件性がないと判断され立件はされなかった。その中の一人が、さらに事件を起こして逃亡した本人だ。記事では桜子の祖父が亡くなった事件が立件されなかったことは不可解で、その判断が後の事件に繋つながったのではないかと疑問を呈ていしていた。

　確かにこれなら桜子が、何か事件を起こした容疑者、犯人を地球外に逃にがしたｂｉｏパートナーを中心に襲おそっていた動機にもなりそうだ。

　さらにイモータルヌーンからの情報ではアンリの素す性じよう、そして桜子の偽にせ物ものと思われる存在が起こした事件が、分ぶん析せきの結果、選別されていた。何のことはない。『日本の学生』と推定されていたという条件を加味すれば、偽物の存在とそれが起こした事件は簡単に選別できるものだったのである。

　アンリはフランス政府から委い託たくを受けて、ｂｉｏパートナーが襲われる事件を調査しているとのことだが、事情を説明すれば納得してくれそうな材料は取り敢あえず揃そろった。

　問題は事がややこしくなる前に、説明できるか。そして『トランクルナイト』が追っている正体不明のｂｉｏクラフトが何者で、そしてどこへ向かっているかだ。

　まぁ今は考えていても仕方ないな。

　そう思い、広大はｂｉｏクラフト形態の『グロリアスドーン』のキャビンで大きく伸のびをした。

　その瞬しゆん間かん、腹が鳴る。考えてみれば自分で用意したにも拘かかわらず、ほとんど昼食を食べる暇ひまがなかった。手をつけようとした瞬間、クイックストーンから電話があり、そして立て続けに広海、イモータルヌーンからも連れん絡らくがあったのだ。

　これは参った……。さっさと終わるといいんだけど……。

　そう考える広大の目の前に、いきなり袋ふくろ入りのシュークリームが一つ差し出された。

「丸くありませんが」

　そう言いながら広大にシュークリームを出してきたのはティセである。当たり前と言えば当たり前だ。ｂｉｏクラフト形態の『グロリアスドーン』キャビンには、そのホロン体のティセと、ｂｉｏパートナーの広大しかいないのである。

　なんだかよく分からない説明と共に、目の前に差し出されたシュークリームに、広大の目の方が丸くなる。どうやら自宅のテーブルの上に置いて有ったシュークリームを、ティセが『グロリアスドーン』のキャビンへ持ち込んでいたようだ。

「丸くない」

　袋入りシュークリームを両手でしっかりと持って広大の目の前に差し出したまま、ティセはまたそう言う。広大がぽかんと自分の方を見つめていることに、ティセは小首を傾かしげて何か考え込む。そしてしばしの後、改めて口を開いた。

「丸くありませんが、美味おいしいと思います」

　どうやら広大が腹をすかせているのを察してシュークリームを出してきたらしい。

「貰もらっていいの？」

「はい」

　うなずくティセから広大は袋入りのシュークリームを受け取った。これでしばらくは我が慢まんできるだろう。そう思い袋を開ける広大だが、すぐ横ではティセがジッとその様子を眺ながめているではないか。

　口元へシュークリームを運ぶ広大だが、横でまじまじと観察されているようで、どうしても気になる。一度シュークリームを下ろして広大はティセに言った。

「あのさ、ティセ……」

　その時だ。ティセは何かに気づいたように、パッと両手を広げ、そして広大の方へ片手を差さし伸べながら言った。

「紅茶」

「はい？」

「紅茶が有りませんね。紅茶です。紅茶」

　そういうとティセはとたとたと狭せまいキャビンを走り、その隅すみに置いて有ったカラーボックスの方へ向かう。そういえば先日、広海がカラーボックスや使ってない食器を出していたが、どうやらそれは全て『グロリアスドーン』のキャビンに来ていたようだ。

　ご丁てい寧ねいなことに魔ま法ほう瓶びんと紅茶セット一式が有る。ティセはぎこちない仕草で、ティーバッグの紅茶を入れると、慎しん重ちようにそろりそろりとカップを広大の前に持ってきた。

「紅茶です」

「はぁ」

　考えてみれば、ティセがお茶を入れてくれたのは初めてだ。それに気づいた広大は何か気き恥はずかしさを覚えていた。さらにキャビンに自分とティセの二人しかいないとなれば余計である。

「ぬるいですが」

　生あい憎にくと電源がないため電気ポットは持ち込めなかったようだ。ちょっと口をつけてみると、確かに紅茶はぬるめである。

「うん、いいよ。美味しい」

　そういうとティセは、急に忙せわしなく両手をパタパタさせはじめた。そしてとたとたと狭いキャビン内を右に左に走り回る。

　ひょっとして照れてるのか？　広大がそう思った時には、ティセはまたすぐ前に来ると、対面のシートにちょこんと座り込んだ。そしてシュークリームと紅茶を片付ける広大をしばしの間、観察している。例によって無表情。しかし広大はそこに何らかの感情を見いだせるようにはなっていた。だがしかしアイシャのように、それが何であるのかまで具体的な言葉に出来ない。

「すみません」

　片手を差し出し、身を乗り出すいつもの仕草でティセがやにわに言う。

「私はアイシャのように、地球人の感情や思考を、まだよく理解できていません」

「あ～～、まぁ。それはおいおいでいいんじゃないかな」

　どう答えたものか分からない広大は適当にそう言葉を濁にごす。恵子がいれば何か茶々を入れて場を引っ掻かき回してくれるだろうし、アイシャがいればさりげなくフォローしてくれるのだろうが、生憎と二人きり。

　そう、二人きりなのである。

　おいおい、何を緊きん張ちようしてるんだ。俺は……。

　戸と惑まどう広大だが、ティセもそうなのか、また落ち着きのないリズムで両手をぱたぱたさせはじめた。しかしぱたんと手を下ろすと、今度は上目遣いに何事か考え始める。

　そして一つうなずくと、また片手を差し出して言った。

「すみません」

　また謝る。

「いや、だから。最初から思考が理解できなくても……」

　そう言いかけた広大を遮さえぎり、ティセは両手をぱたぱたさせる。

「違ちがいます、違います。妹のことです。ティオのことです」

　どうやらいつのまにか話題はティセの妹、ティオ・トランクルナイトへと移っていたようだ。

「妹さん？」

「はい」

　片手を差し伸のべるようにしてティセは言った。

「ティオのことで迷めい惑わくをかけてしまいました。すみません」

「いや、いいって。第一、俺はティセのパートナーだし。契けい約やくしてるｂｉｏクラフトの妹といったら、自分の妹も同然……」

　そう言いかけて広大は、自分でもとんでもない事を口にしかけているような気がしてくる。ティセの妹はこの前、ティル・アウグストダスクとも会っている。それに姉はＵＮｂＡＲのｂｉｏクラフト側代表、イモータルヌーンである。

　ティセの姉妹なら自分の姉妹も同然となると、これはちょっと厄やつ介かいな姉と妹たちが出来ることになりそうだ。

「違います、違います。ティオに関しては私の責任です」

　地球人なら頭を振ふるところだが、ティセはなぜか両手をぱたぱたさせて否定を表現しようとする。もっとも感情表現の大半が、両手パタパタとそのバリエーションなので、さすがにパートナーの広大も、まだ全て区別がつくわけでもない。

　何か事情が有りそうだな。そう思い、広大が沈ちん黙もくを守っていると、ティセの方から話し始めた。

「私はあの子を最後まで信じてやれませんでした」

　やにわに重い表現が出てくる。

「だからあの子はあんな事をしているのかもしれません」

　今一つ要領を得ない話だが、ティセはティセなりに、ティオの行動に責任を感じているらしい。

「だから私は今度こそ、最後まであの子を信じてやりたいと思います」

「そうだな。妹だものな」

「はい」

　広大のその言葉にティセは表情こそ変えないものの、元気良く両手をパッと広げる。

「妹です。あの子はひねくれていて、天あまの邪じや鬼くで、それでいて寂さみしがり屋ですが、私の妹です。妹です」

　ｂｉｏクラフトの『肉親』がどういうものなのか、広大にはまだよく分からない。しかしティセの言葉を聞いている限り、普ふ通つうに人間と変わらないようにも思える。いや、実際にそうなのかも知れない。すると思いの外ほか、ｂｉｏクラフトは人間に近い存在なのだろう。

　ティセはパッと広げたその両手を、またすとんと落して、少し上目遣いに考え込んでから、また口を開く。

「すみません。広大に迷惑をかけてしまうかも知れません」

「妹さんを信じるということで？」

　ようやく話が見えてきた。そう言う広大にティセは答える。

「はい。迷惑がかかるかも知れません。もしも迷惑に思うなら、いつでも契約の解除を……」

「ティセ」

　広大はティセの言葉を遮り、そして少し強い調子で言った。

「言っただろう、ティセのことをもっと知りたいって。妹のことも、何があったのかということも。だからそれまでは契約を解除しないよ」

　ティセと契約した時のことを思い返しながらそう言う広大だが、さすがに面おも映はゆくなったのか、途と中ちゆうで視線を逸そらせてうつむいてしまう。

「そうですか」

「そうです」

　そう答える広大にティセは一時、沈黙してからまた言った。

「そうですか」

　その口調に広大は、何か今までのティセとは違うものを感じた。驚おどろいてパッと顔を上げるが、目の前にいたティセは、いつものように無表情のまま、冴さえた青いつぶらな瞳ひとみで正面から広大を見つめているだけだった。







《ＰＨＡＳＥ―０２：０５　赤せき色しよく巨きよ星せい～Red giant-star～》







「随ずい分ぶん、遠くに逃にげたものね」

　ｂｉｏビオクラフト形態になった『トランクルナイト』の制御コントロールデッキに立ち桜さくら子こは言う。

　周囲に浮うかび上がる映像、そして桜子の意識に直接、伝わってくる情報。それらが教えてくれる周囲の状じよう況きようは、暗く赤くそして淡あわく燃え上がる炎ほのおの球体。

　赤色巨星だ。

　地球を離はなれたポーン級ｂｉｏクラフトは、すぐさま光速を突とつ破ぱ。どこへ向かっているかを悟さとられぬよう、進路を小まめに変える一方、時折『トランクルナイト』がちゃんとついてくるかどうか、速度を落とすことはあったものの、かなりの速度で銀河系外がい縁えん部に向かっていた。

　途中で倒たおすこともできた。しかしそれでは偽にせ物ものの真意と正体が分からない。数時間の追つい跡せきの後、ポーン級ｂｉｏクラフトがたどり着いたのは、名も無い赤色巨星とその恒こう星せい系だった。

　すでにポーン級は光速以下に速度を落とし、赤色巨星の表層に程ほど近ちかい軌き道どうで慣性飛行中。どうやらポーン級はここを桜子とティオとの決着の場にしようという考えのようだ。

　赤色巨星は年老いた巨きよ大だいな恒星。その直径は地球が回る太陽の百倍以上に達する。初めから巨大というわけでもなく、恒星としての成長過程の末に巨きよ大だい化かするのだ。この赤色巨星もかつては地球が回る太陽と同じ程度の大きさだったのだろうが、いまやその直径は数百倍にまで膨ふくれ上がっている。

「特におかしなところはないわね」

　接続シートに着いたティオがそう言うと、桜子は頭を巡めぐらせてそれへと目をやり尋たずねる。

「あれは、なに？」

　制御デッキの周囲には外部の映像が浮かび上がっており、接続シートに着いたティオは桜子が何へ視線を送っているのか把は握あくできる。

「惑わく星せいね。赤色巨星の表層部分から漏もれ出しているガスの中に軌道が有るのよ。表層部はガス密度や温度が低いから、その中に入っても岩石質の惑星はそのまま存在できるの」

「そう……」

　桜子はティオの説明を聞き流す。視覚情報では暗く赤く燃え上がる炎の中に、ぽつんと黒い影かげのように球が浮うかんでいるように見える。いくら温度が低いといっても、恒星の表面から流れ出るガスの中にいるのである。その惑星の表面温度は絶対温度で千度近くにも達している。
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　直径は地球よりややこぶりだが、そんな状態では到とう底てい、生物の住める環かん境きようではないだろう。もっともｂｉｏクラフトは生物。その気になれば恒星の中心部でも生活できるそうだから、あながち生物が居ないとも断言できない。

　いずれにせよ今は大して注意する必要はないはずだ。しかし桜子は何故かその惑星が気になってしまう。さして天文学に興味がなく、またティオと契けい約やくしてからも、余り宇宙に出ることもなかったから、好こう奇き心しんが刺し激げきされているのかもしれない。

　一応、そう自分を納得させる。その時だ。ティオが言ってくる。

「やる気になったみたいよ」

　確かにポーン級は『トランクルナイト』の方へ回頭すると、船首にあるドリルを回転させ始める。

「一本衝角ポーンの分際で、なまいき！」

　名も知れないポーン級の行動に、ティオはあざけるようにそう声を上げるが、むしろ桜子は警けい戒かい心しんを強くする。

「あの一本衝角、偽装外殻という可能性はないの？」

「さぁ？　どっちにせよ桜子だもん。負けるわけないでしょ」

　あっさりとそう言ってのけるティオに、桜子は悟られぬよう苦く笑しようして答えた。

「気楽に言ってくれるわね」

　そしてｂｉｏクラフトの操縦ツールでもあるサテライトを構え直す。

「何にせよ、私たちの偽物を許すわけにはいかないわ。ここで決着を……」

　そう言った時だ。異変が起きる。ポーン級の背後で突とつ然ぜん、光が渦うず巻まき始めたのだ。ｂｉｏクラフトが超ちよう光こう速そく飛行に入る時、あるいはそれを終える時に生じる付ふ随ずい効果だ。

　他にも仲間が居たのか？　なるほどそれならここまで桜子とティオをおびき出した理由も分かる。しかしそれにしては当のポーン級の様子が変だ。背後に現れようとする、新たなｂｉｏクラフトから逃のがれようと加速、回頭を始める。

「ティオ、新しく現れたｂｉｏクラフトは？」

「いま確認しているわ。まだ完全に出現していないから……」

　そしてそれが姿を現すと同時に、ティオが声を上げる。

「ビショップ級。四本衝角よ!!」

　光の渦うずから現れたのは四本衝角、ビショップ級のｂｉｏクラフトだ。全長は二〇〇メートルほど。それでもビショップ級としては、比ひ較かく的てき小さな方だ。通常のポーン級が四隻せき、束ねられたようなシンプルな形状をしている。

　桜子はサテライトを手にみがまえた。しかし次の瞬しゆん間かん、そのビショップ級は思わぬ行動に出た。加速しつつその場を離はなれようとしていたポーン級に後方から躍おどりかかっていったのだ。

「なに？」

　ティオが驚おどろきの声を上げる前に、ビショップ級の四本衝角はポーン級の船体へと食い込んでいく。船体はビショップ級の方が倍近く大きい。ましてや一本衝角のポーン級と四本衝角のビショップ級だ。一本衝角に敵かなうはずもない。

　ポーン級のｂｉｏクラフトは瞬またたく間にビショップ級に貫つらぬかれ、光の粒りゆう子しとなって赤色巨きよ星せいの輝かがやきの中へと消えていった。

「ティオ、注意して」

「分かってるわ。次はこっちへ来るかもしれない」

　味方かもしれないという発想は、桜子にもティオにもない。無関心か敵。自分たち以外はその二つにしか分類できない。その認識は言わずとも共有できている。

　しかしビショップ級の行動はまたしても桜子とティオにとって予想外のものだった。

「敵対する意志はありません。武器を収めていただきたい。我らが女王クイーン」

　そう通信を寄よ越こしてきたのだ。ティオは桜子にも分かるように、通信回線をつなぐが、その一方で冷笑することも忘れなかった。

「女王？　なに言ってるのよ」

　女王というのはあくまで地球人の呼こ称しよう。ｂｉｏクラフトでは上位から二番目のランクであり、そして貴族パトリシャンと呼ばれる特とく殊しゆな階層に含ふくまれる。それがティオたちだ。

　ビショップ級は呼びかけと同時に、船首の四本のドリルの回転も止める。敵対する意志はないという意味のようだ。

「名前を聞いて。それから、なぜあの一本衝角を倒たおしたのか。それも……」

　そう言う桜子だが、ティオが尋たずねる前にビショップ級の方から答えてくれた。

「申し遅れました。私はサイレントカレント。ご覧のように四本衝角。地球人の言うところのビショップ級というものです」

　なるほど、このやり方は……。サイレントカレントと名乗るｂｉｏクラフトの素す性じようについて、ある程度の察しがついていた。

「この前、カートランドとか言う惑わく星せいで、何か仕し掛かけた連中の仲間ね？」

　サイレントカレントはｂｉｏクラフト形態を見せているが、通信は男性の声をした音声だけでホロン体の映像は送られて来ない。

「さすがは女王のパートナー。なかなか鋭するどいですな。ご指し摘てきの通り、我々は『アミークス』という組織です」

「ｂｉｏクラフトの組織？　馬ば鹿かじゃないの、地球人と馴なれ合いすぎよ」

　ティオがサイレントカレントを揶や揄ゆするようにそう言った。そもそもｂｉｏクラフトは個人主義。生物として見た場合、個体の生命力が圧あつ倒とう的てきに強すぎるので、社会生活を営む理由がないのだ。

「我々は地球人と馴れ合うことではなく、袂たもとを分かつことが目的なのです。女王トランクルナイト」

「地球人と袂を分かつ？」

　ティオはサイレントカレントのその言葉に、不快感と興味の両方を示したようだ。

「はい。地球人の中にも、我々と距きよ離りを置きたいと考えるものが少なからずおります。今の状態はｂｉｏクラフト、地球人、双そう方ほうの為ためにならないと考える。皮肉なことにその点で一いつ致ちしている地球人も我らの同志となっております」

「それは……」

　言いかけるティオを遮さえぎり桜子は尋ねる。

「それで何がしたいの？　なぜあのポーン級を倒したの？　あいつの正体と目的をあなたは知ってるの？」

「あぁ、あれですか。トランクルナイトとそのパートナーに失礼を働いたようなので、私自らが討った次第です。もともとは我々の同志でしたが、行きすぎた行動があったことをお詫わびします」

　しゃあしゃあとそう言ってのけるサイレントカレントに、桜子は眉まゆをひそめながら重ねて問う。

「ではあのポーン級はあなた方の仲間というわけね。私たちの偽にせ物ものとして活動した理由は？」

「トランクルナイトとあなたの活動に刺し激げきされたようです。我々の活動に同調しないｂｉｏクラフトの契けい約やくを、お二人の姿を借りて実力で排はい除じよしていたのですが、今も言った通りそれは失礼に当たると思い、止やめるよう言っていたのですが」

「信じられる？」

　ティオはそう桜子に尋ねる。無論、その問はサイレントカレントにも届いているだろう。桜子はティオのその問いには答えず、またサイレントカレントに聞いた。

「最後にもう一つ。あの影かげみたいなものはなに？」

「ポーン級にも拘かかわらず、あれはアペンディックス持ちでしてね。人間の形くらいには化けられるのですが、いかんせん細かなディテールまでは真ま似ねできないそうです」

「そう」

　そこまで聞くと素っ気なく桜子は答え、そしてティオに向かって言った。

「帰りましょう」

　その言葉はティオだけでなく、サイレントカレントにも伝わっている。サイレントカレントはさすがに慌あわてたように言ってきた。

「待ってください！　トランクルナイト。お二人の行動を見ていると、我々の目的と合がつ致ちしているとしか思えません。何なに卒とぞ、このサイレントカレントとその仲間の、同志になっていただきたい!!　アミークスの象しよう徴ちようとして女王のお力ちから添ぞえが必要なのです！」

「知らないわよ、馬鹿！」

　そう言ってのけたのはティオである。

「目的？　同志？　仲間？　なに言ってるのよ、馬鹿じゃないの。私が信じてるのは桜子だけ。桜子が信じてるのは私だけ。それだけよ。どうしても私たちを引き留めるというんなら……」

　そしてその後は桜子が言った。

「あなたを倒すだけ」

「面白いじゃない。やっちゃえ、やっちゃえ!!」

　気楽にそう煽あおるティオに、サイレントカレントも辟へき易えきとしたようだ。

「分かりました。これ以上はお引き留めいたしません。しかしこのサイレントカレントの名に懸かけて、いずれは……」

　その時である。ティオはそれを感じた。

「桜子、新手が来るわ!!」

　制御デッキの周囲に浮うかぶ映像を確認するまでもなく、桜子の意識にもその感覚が飛び込んで来る。赤色巨きよ星せいの間近に突とつ然ぜん、光の渦うずが巻き起こるなり、そこから一隻せきの四本衝角、ビショップ級が出現したのである。

　全長は二〇〇メートルほど。サイレントカレントと同様、ビショップ級としては比ひ較かく的てき小さな方。サイレントカレントと違ちがうのは、船首の四本の衝角ドリル。

　船体のほとんどを占しめる一本の、巨きよ大だいな太いドリルの根元から、さらに三本のドリルが生えているという、なかなかスパルタンな形状をしている。

「逢おう瀬せ桜子！」

　聞き覚えのある声が通信回線で飛び込んで来る。

「貴様、やっぱりその連中の仲間だったんだな！」

「顔見る？」

　桜子が何も言わないので、それを同意と受け取ったティオは、新手のビショップ級から送られて来る映像を映し出す。

　案の定、それはアンリ・ウーであった。

「仲間って、何の意味？」

「白を切るな！」

　映像の向こうで手にしたサテライトを桜子へ突つき付けながらアンリは言う。

「そこにいるビショップ級は、地球人とｂｉｏクラフトの共生に反対してる連中だろう！」

「ちょっとあんた！　どこの誰だか知らないけど……」

　そう言うティオを遮さえぎり、横からサイレントカレントが割り込む。

「ええ、このお二人。トランクルナイトとそのｂｉｏパートナーは、地球人とｂｉｏクラフトを分ぶん離りしようとする、我々の重要な同志です」

「一体、いつから私たちが……！」

　しかし憤いきどおるティオに桜子は静かに言った。

「構わないわよ、ティオ。どちらにせよ同じことだから」

　そして大おお鎌がまのサテライトを振ふりかざして続ける。

「やってしまいましょう」




　謎なぞの連れん絡らくは『ステディレクブレイション』を銀河系の外がい縁えんにある、何の変へん哲てつもない赤色巨星の表面近くに導いた。ステディレクブレイションに連絡してきた存在によると、桜子とトランクルナイトは、地球人とｂｉｏクラフトの共生に反対する組織『アミークス』に参加しており、すでにその指示で動いているのだという。

「私にはにわかに信じ難いですね」

　頭に血が上っているアンリを諭さとすように『ステディレクブレイション』のホロン体、ビュートは言った。

「これまでの行動、そしてアンリの話を聞くと、サイレントカレントとそのｂｉｏパートナーはいわゆる一いつ匹ぴき狼おおかみのようです。何かの組織の命令で動くようには思えない」

「だけど、そうだとしたら何の目的で、他のｂｉｏパートナーを襲おそっているんだ!?」

『ステディレクブレイション』のキャビンで、アンリは口にくわえていたロリポップを取り出し、それをビュートに突き付けて言った。

「アミークスの仲間だったら、全て理り屈くつが通るじゃねえか。お前に連絡してきた奴やつの言う通り、サイレントカレントと密会していたらそれで決定だ」

　アミークスの中心にサイレントカレントというｂｉｏクラフトがいるという情報は、その真しん偽ぎはともかくＵＮｂＡＲ側も入手していた。

「しかし私にこの情報を送るくらいなら、まず名乗るはずです。名乗らずに呼び出すのはおかしい」

「サイレントカレントやトランクルナイトについていけなくなったんじゃないのか？　いま名乗るとアミークスに始末される可能性がある。だから事が済んだ時点で俺たちに保護して欲しいってことだろう」

「アンリ……」

　短たん絡らく的てきな思考をするアンリに、思し慮りよ深ぶかいビュートはいささか呆あきれているようだ。しかしその時、ビュートは本体であるｂｉｏクラフト『ステディレクブレイション』が目的地に到とう着ちやくしたことを知った。

「例の通信が指示してきた場所です。速度を光速以下に落とします。最低でも二体のｂｉｏクラフトがいるのは確かです。そして一体は間ま違ちがいなく『トランクルナイト』」

「通信、傍ぼう受じゆ出来るな？」

　キャビンのシートに座っていたアンリは、肩かたに置いていたサテライトを手に、そう尋たずねながら制御デッキに走る。悠ゆう然ぜんと接続シートに向かいながら、ビュートは答えた。

「はい」

　そして赤色巨きよ星せいの表面近くにいた二隻せきのｂｉｏクラフトの交信が飛び込んで来た。

「しかしこのサイレントカレントの名に懸かけて、いずれは……」

　男性の声に聞こえる。しかしそれはｂｉｏクラフトの通信だ。

「……あの女!!」




「広こう大だい！」

『トランクルナイト』と追われていた謎のｂｉｏクラフトは、銀河系外縁にある赤色巨星の表面近くで停止した。追つい跡せきしていた『グロリアスドーン』と『ノーブルウィンド』も光速以下に速度を落としている最中だ。そこで『ノーブルウィンド』のアイシャが呼びかけてきた。

「様子が変です。あのポーン級は突とつ然ぜん、現れたビショップ級に撃げき破はされました。その後『トランクルナイト』と交信していたようですが、いままた新たなビショップ級が現れて……。交戦しているようです！」

「その交戦しているｂｉｏクラフトの階級クラスは分かるか？」

　広大は制御デッキに着いてはいるが、『グロリアスドーン』はまだ戦せん闘とうモードに入っていない。広所恐きよう怖ふ症しようの広大にとって無む窮きゆうなる宇宙空間は天敵といっても良い。戦闘モードに入ると、ｂｉｏパートナーは周囲の状じよう況きようを各種データで強制的に認識させられる。

　こうなると広大は駄だ目めである。やる気になっても手が動かない、足がすくむ。目め眩まいまでしてくる。戦闘モードに入るのは、ぎりぎりまで抑おさえておいた方が無難なのである。

「ビショップ級のようです。まさか……」

「アンリじゃないだろうな」

　アイシャと広大は渋じゆう面めんを作る。イモータルヌーンからの連絡によると、アンリはフランス政府から委い託たくを受けて行動中のｂｉｏパートナー。そして契けい約やくしているｂｉｏクラフトはビショップ級の『ステディレクブレイション』なのだ。

「可能性は高いですね」

　アイシャのその返答に広大が頭を抱かかえるうちに、『グロリアスドーン』と『ノーブルウィンド』は光速以下に速度を落とし、見る間に赤色巨星へと接近してくる。

「うわぁ……」

　意識に直接、接続しておらず、さらには制御デッキの周囲にぐるりと映像が展開されているわけでもない。目の前に小さな映像が浮うかんでいるだけだ。それだけでも広大は足が震ふるえそうになり、小さな悲鳴を上げていた。

　赤色巨星の表面は、燃え上がる大海にも似ていた。しかもその炎ほのおの海は延々と見み渡わたす限りに続いているのである。

「表層のガスの中に惑わく星せいが一つ有ります」

　接続シートに着いたティセがそう報告する。暗く赤い炎の海の下に、ぽつんと見える黒く丸い影かげがそれなのだろうが、広大には到とう底ていじっくりと観察していられる余よ裕ゆうなどない。大きくため息をついて、目ま蓋ぶたを閉じてうずくまってしまう。

　今ならば目蓋を閉じれば映像を見ないで済むが、戦闘モードに入ると強制的に意識下へ入力されるから、認識せざるを得なくなる。それを考えると広大は気が重くなる。これなら距きよ離りの対象物が少ない、宇宙空間のど真ん中の方がましかも知れない。

「ティオ」

　接続シートに着いたティセのその言葉で広大は我を取り戻もどした。切り替かえられた映像の中では、『トランクルナイト』と『ステディレクブレイション』と思おぼしきビショップ級ｂｉｏクラフトが戦っている。奇き妙みようなことにその間近にはもう一隻のビショップ級が、どちらに味方するでもなく待機している。三隻のｂｉｏクラフトを中心にした映像なので、広大もこれなら普ふ通つうに見ていることが出来た。

　何度か見ているとはいえ、それはやはり奇妙な光景だ。

　ドリルを回転させながら突つっこんでいくビショップ級。それをするりと躱して刃やいばをきらめかせて斬きりかかる巨きよ大だいな鎌かま。ビショップ級のドリルは一本の巨大な長いドリルの根元から、他の三本が突き出しているという、かなり特とく徴ちよう的てきなデザインである。

「もう一隻は？」

「分かりません」

「広大、止めますか？」

　アイシャがそう言ってくる。

「止めよう……。い、いや。俺がやる」

「え～～、なんで!?」

　アイシャに変わって恵けい子こが不平を言うのが聞こえてきた。なぜ不平を言うのか想像はつく。実力で『トランクルナイト』と『ステディレクブレイション』を止めようというのだろう。この場合の実力は、戦せん闘とう力りよくである。

　幸い広大の手元には何とかアンリを納得させられそうな資料が有った。桜子とティオがどうでるか、そしてもう一隻のｂｉｏクラフトがどう出るかは分からないが、アンリが手を引けば何とかこの場の収拾もつきそうだ。

　ただ問題は誰が説明するかということ。

　恵子は今の通り、そしてアンリとも面識はない。アイシャはすぐに小言が始まりそうだし、それはアンリのようなタイプとは一番、反そりが合いそうにない。

　そして広大の目の前にある接続シートに着いて、退たい屈くつそうに両手をぱたぱたさせている人は論外。

　消去法で行くと自分しかない。

「消去法って役に立たないんだな……」

　そんなことをぼやきながら、広大はティセに向かって言った。

「通信を。トランクルナイトと、それと戦っているビショップ級。多分『ステディレクブレイション』だろう」

「分かりました。はい、確認できました。ティオと戦っているビショップ級は『ステディレクブレイション』。ｂｉｏパートナーはアンリ・ウーです」

　ティセがそう言った瞬しゆん間かんだ。突とつ然ぜん、広大の立つ制御デッキの目の前に、アンリ・ウーとそのｂｉｏクラフト『ステディレクブレイション』のホロン体が映し出される。接続シートに着いた『ステディレクブレイション』のホロン体は肌はだの黒い、長身の男性の姿をしていた。

「大おお空ぞら広大！」

　出し抜ぬけにアンリは言った。

「お前は手を出すな！　それとも何か、貴族の縁えんでトランクルナイトに加勢するつもりか!?」

　今回は偽装外殻無しで来たため、アンリは広大が契けい約やくしているのが、剣けんの姿をしている貴族階層のｂｉｏクラフトだとすぐ分かったようだ。そしてホロン体は公園で見たアイシャではないことも知ったようだが、生あい憎にくとそんな問題に言げん及きゆうしているような精神的な余裕はない。

「落ち着け、アンリ！　ＵＮｂＡＲからあんたの情報を入手させてもらった。それから桜子、君もこれ以上、戦うな!!」

　しかし映像では相変わらず『トランクルナイト』と『ステディレクブレイション』は、鎌とドリルの戦いを止やめようとはしていない。

「俺はフランスのＵＮｂＡＲ支局から依い頼らいを受けているんだ。今いま更さら、何の情報があるんだ！」

　サテライトを操りつつアンリは答える。そのアンリに広大は叫さけぶ。

「ステファン・マランドンを倒たおしたのは、そこにいる桜子とティオじゃない！　その偽にせ物ものだ!!」

「なに？」

　一時、アンリの動きが止まる。その隙すきを逃のがさず『トランクルナイト』が滑すべるように近づいていった。

「お待ちください、トランクルナイト！　恵子!!　お願いします！」

「ＯＫ！　見てるだけで退屈していたのよ！」

　アイシャと恵子の声が飛び込んで来た次の瞬間、『ノーブルウィンド』が『トランクルナイト』と『ステディレクブレイション』の間に入る。

　そして今まで通信回線が開かれていなかった『トランクルナイト』から連れん絡らくが入る。

「ノーブルウィンド！　あなたは、また!!」

　そう言いながら映像に浮うかび上がる『トランクルナイト』のホロン体は、紫むらさきから紺こん、そして黒へという夜へ沈しずみ込むようなグラデーションに彩いろどられた、装そう飾しよく過か剰じような衣装に身を包んだ少女の姿だった。

「うわ♡　ゴスロリ？」

『ノーブルウィンド』の方にも映像は行っているのだろう。恵子がティオの姿にそうつぶやくのも聞こえてくる。

　ティオがちらりとこちらへ視線をやったように広大には思えた。そしてそれに答えるように、接続シートのティセが身を乗り出す。

「ティオ」

　しかしティオはティセの言葉から逃れるように視線を逸そらすと、そのまま自分の映像を切ってしまう。一時、間を置いて代わりに映し出されたのは桜子の姿だった。

「大空さん。やはりあなたがティオの姉のｂｉｏパートナーでしたのね」

　サテライトの大おお鎌がまを下ろしてそう言う桜子は映像越ごしにじっと広大を見つめるだけだ。

　広大の方が威い圧あつされそうになるほどだが、今はそうするわけにはいかない。意思を強く持ち口を開く。

「桜子とアンリが戦う必要はない。アンリ、お前は友達のステファン・マランドンというｂｉｏパートナーが桜子に倒されたと思っているんだろう？」

「それがどうした？」

　どうやら桜子も広大の話には興味があるようだ。『トランクルナイト』もその場に静止する。

「ステファンを倒したのは桜子じゃないんだ。それはあり得ない」

「だからなぜお前にそれが分かるって言うんだ!?」

「アンリ」

　激げつ昂こうするアンリに広大は少し呆あきれたような顔をしてみせる。

「あんた、頭に血が上ると冷静な判断力がなくなるタイプだな」

「貴様……」

　食ってかかろうとするアンリだが、『ステディレクブレイション』のホロン体は広大の言葉に笑う。

「ははは、その通りです。アンリは気が短いタイプですからね」

「ビュート、お前は黙だまってろ！」

　ホロン体に八つ当たりするアンリに構わず広大は言った。

「いいか、アンリ。ＵＮｂＡＲは桜子の偽物がいると踏ふんでいる。なぜだと思う？　それはｂｉｏパートナーを襲おそっている犯人は、最初から日本人の学生と予想されていた。だけど善良なｂｉｏパートナーを襲っている犯人はその予想に当て嵌はまらないんだ」

「そりゃきっと予あらかじめデスノートに……」

「頼たのむから恵子は黙っててくれ」

　茶々を入れようとする恵子をそう注意してから広大は続けた。

「ステファンが襲われたのは、パリ現地時間の午前三時。しかしそれは日本だと午前十一時頃ごろ。しかも平日。桜子は学校に通っていた頃だ」

「……はぁ？」

　広大の指し摘てきにアンリは思わず間ま抜ぬけな顔をする。

「犯罪まがいの行こう為いに手を出しているｂｉｏパートナーが襲われているのは、日本時間に換かん算さんすると、全て夜か土曜日曜の休日。つまり桜子の学校が休みの時だ。善良なｂｉｏパートナーはその時間には襲われていない」

　ポカンとするアンリに広大はその結論を突つき付ける。

「だからステファン・マランドンを倒たおしたのは桜子の偽にせ物もの。昨日、俺とアンリを公園で襲った奴やつだ」

「そうなのか？」

　そうアンリに問われた桜子は平然として答える。

「さぁ知らないわ」

「あなた！　問題を収拾するつもりが有るんですか！」

　ふてぶてしい桜子の態度に、案の定、アイシャが小言を口にする。

「だけどそこの、サイレントカレントが言っていたわね。あの偽物はさっき倒されたポーン級のアペンディックスだって」

　桜子のその言葉に『ステディレクブレイション』のホロン体、ビュートがおやっと顔を上げる。そして次にティセが小首を傾かしげてから言った。

「サイレントカレント？」

「そこにいるビショップ級よ」

　突とつ然ぜん、口を開いたティセに桜子は意外そうな顔をして答えた。ティセは片手を差し出すいつもの仕草で桜子に言った。

「あれは『サイレントカレント』ではありません」

　そうだ。広大とティセは太陽系外がい縁えん部エッジワース＝カイパーベルトで『サイレントカレント』と接せつ触しよくしている。しかしその時はｂｉｏクラフトとしての姿も見せず、また通信も音声だけでホロン体も分からないままだ。

「私は以前『サイレントカレント』と接触しました。多元適応カモフラージュをかけていたので詳しよう細さいは分かりませんが、状じよう況きようから推測して『サイレントカレント』は、輸送能力の高いタイプと認識しています」

「すると……」

　広大は桜子が『サイレントカレント』と呼んだビショップ級の映像を確認する。大きさは二〇〇メートルほど。ビショップ級とはしては小さな部類に属する。その瞬しゆん間かんだ。『サイレントカレント』を名乗っていたそのｂｉｏクラフトは回頭して逃にげ出そうとしていた。

「恵子、行きます！」

「任せて！」

　アイシャと恵子の息のあった声が飛んだ瞬間、『ノーブルウィンド』が逃げようとするそのビショップ級に追いすがる。弾はじかれたように飛び前に回り込んだ『ノーブルウィンド』に『サイレントカレント』と名乗っていたｂｉｏクラフトはドリルを回して対たい抗こうしようとする。しかしさらに回り込んだ『ノーブルウィンド』は三本のドリルを、その横腹に突き立てる。次の瞬間『サイレントカレント』と名乗っていたｂｉｏクラフトが持つ四本のドリルはバラバラに吹ふき飛び、その一本だけが残って必死に逃げ惑まどう。

「偽装外殻？」

「ポーン級に偽装外殻を被かぶせて、ビショップ級に見せかけていたようですね」

　広大の言葉をティセがそう補足する。

「だけど一体、誰が何の目的で……」

「なるほど、話が見えてきましたよ」

　パートナーの言葉には答えず、ビュートが一人つぶやく。

「あなたは昔からそうやって人をだますのが好きでしたね。サーフェスクラウド。考えてみれば、偽にせ物もの云うん々ぬんという話で気づくべきでした。しかしアペンディックスを見殺しにするのは頂けませんな」

「ステディレクブレイション。貴き殿でんなら、私に同調してくれると思ったのだがな」

　最初はサイレントカレントと名乗り喋しやべっていた声。しかし途と中ちゆうから明らかに別人のものに変わっていく。そしてホロン体の映像も各ｂｉｏクラフトへ送られて来た。

　いかつい顔つきで黒いあごひげを貯えた武将のような姿。槍やりのようにサテライトを立てて構えているのだから余計にその印象が強い。

　それが『サーフェスクラウド』のホロン体だ。

「あなたの？　アミークスとやらの間ま違ちがいではありませんか」

　そう言うビュートにサーフェスクラウドは答える。

「否！　最終的な目的こそ同じだが、サイレントカレントに毒されたアミークスは、必要以上に貴族を頼たよりにしている」

　貴族二人を目の前にしてサーフェスクラウドはそう言ってのける。

「ｂｉｏクラフトの真の目的を遂とげるには、我ら市民プレビシャンの力だけでも充じゆう分ぶん！」

「ｂｉｏクラフトの真の目的？　さて聞いた事が有りませんな」

　ビュートはそう言うとティセの方へ、目ま蓋ぶたを開けた片目を向けるが、ティセは両手をぱたぱたさせているだけで、何の反応も示していない。ただ広大からは見えないが、眉まゆをひそめている所を見ると、サーフェスクラウドに不快感を抱いだいているのは確かなようだ。

「私が同調するとは言いましたが、その一方で私を利用する。そういう所は嫌きらいですよ。サーフェスクラウド。ＵＮｂＡＲの委い託たくを受けているアンリを倒たおさせて、トランクルナイトのパートナーを孤こ立りつさせ、仲間に引き込もうという魂こん胆たんなのでしょうが」

　ビュートのその指し摘てきは図星だったにも拘かかわらず、サーフェスクラウドは平然として答えた。

「その策はサイレントカレントが考案したものだ。私は実行したのみ。私は貴殿と会えることを楽しみにしていただけだ」

「ビュート！」

「分かっています、アンリ」

　パートナーにそう答えるとビュートはサーフェスクラウドに向かって言った。

「残念ながら、私はあなたには同調できません。己の力を過信するのも気に入りません」

「良かろう、ステディレクブレイション。では私がこの手で、そこの貴族を倒してみせる。そうすれば貴殿もサイレントカレントも、私の主張が正しいことを認識するだろう」

「私もあなたは嫌いです」

　やにわにティセがそう言い出す。

「アペンディックスが可か哀わい想そうです。あなたのような人は、貴族として、審しん判ぱんの四姉妹として許しておけません」

　サーフェスクラウドはそう言うティセを一時睨にらみ付けていたが、どうやってものれんに腕うで押おしと悟さとったらしい。ビュートに向き直ると言った。

「貴族であろうと、市民であろうとｂｉｏクラフトはｂｉｏクラフト。その弱点は一いつ緒しよ。それを見せてやろう」

「楽しみです」

　片手を差し出しながらそう言うティセを、サーフェスクラウドは横目で睨み付けたままで映像を切る。

「あの男が、私たちの偽にせ物ものを演じていたわけね」

「はい。彼のアペンディックスは『紙人形ペーパードール』といって、他の生物のおおよその形状を真ま似ねできます。おそらく『ペーパードール』に注意を引き寄せておき、サテライトの破は壊かいは自ら行ったのでしょう」

　そう説明するビュートに桜子は大鎌のサテライトを構え直す。

「そうならば、私たちが決着をつける相手はあいつという事になるわね」

「そうだな。ステファンの本当の仇かたきは、あいつという事になる」

　そんな事を言うアンリをここぞとばかりに、恵子がすぐにおちょくる。

「さっきまで桜子のことを、友の仇かたきだ～～って追い回していたのにねぇ」

「うるせえな！　中国には『君くん子し豹ひよう変へんす』って言葉も有るんだ！　っていうか、なんだお前は？　広大、てめえの女か？」

　しかし広大が答える前に、恵子の方が先に口を開く。

「そ♡　恵子ちゃんて呼んでね」

「お前、趣しゆ味み悪いぞ。広大」

　即そく座ざにそういうアンリに、恵子が食ってかかる。

「なによ、初対面の女の子にそれはないでしょう。あんたもフランス人なら、もっと女性を大切にしなさい！」

「漫まん才ざいはその辺にして下さい。それからアンリ、恵子と広大はただの友人です。今のところは。それよりも例のポーン級が逃にげます。追わなくても良いのですか？」

　広大には少々、引っかかる説明をするアイシャだが、それよりはいまは逃げるポーン級の方が先決だ。

「そうだな、あれがサーフェスクラウドなら……」

「違ちがいます」

　やにわにティセがそう言った。

「あれはただの一本衝角です。他にもう一体、すぐ近くにｂｉｏクラフトが居ます」

「おやおや、さすがは貴族。お気づきでしたか」

　そういうビュートに片手を差し出すようにしてティセは答えた。

「お気づきです、お気づき。お気づき」

　ちょっとうれしそうにそう言ってから改めてティセは口を開く。

「あの惑わく星せいですね」

　ティセがそういうと広大の目の前の映像が拡大される。そこには赤せき色しょく　巨きよ星せいの、燃え上がる表層ガスの中に軌き道どうを持つ、あの惑星が映し出されていた。岩石質の、いわゆる地球型に属する惑星だが、薄うすいとは言え燃えるガスの中を巡めぐっているため、その表面温度は千度を軽く超こえる。無論、生物などいるはずもない。

「あの惑星にいるのか？」

　燃え盛るガスの中に入っていくのはぞっとしないなと思い、広大はそう尋たずねるが、ティセは否定の意味で両手をぱたぱたさせてから答えた。

「いいえ、惑星が中にあります」

「……はい？」

「惑星がｂｉｏクラフトの中にあります」

「………………」

　ティセの言っている意味が分からずポカンとする広大だが、さすがにアイシャの方はそれに気づいた。

「惑星運プラネット搬船キャリアー!?」

　しかし広大、恵子はもちろん、アンリもそんな名前は初耳だった。

「左様です。三本衝角ナイトのお嬢じようさん。サーフェスクラウドは『プラネットキャリアー』。地球ほどの直径を持ち、惑星を内部に包み込み、移動させられるｂｉｏクラフトです」

　そんな超ちよう巨きよ大だいｂｉｏクラフトがいるという話は広大も聞いた事が有った。しかし実際に見た事も無ければ、目にした限りの資料にも文章による言げん及きゆうしかなかった。

　眼下の燃え盛るガスの中に、惑星を包み込むように巨きよ大だいな半はん透とう明めいのドームが現れ、そしてその周囲に、ｂｉｏクラフトの象しよう徴ちようであるドリルが四本出現する。おそらく内部の惑星以外の、ｂｉｏクラフトとしての船体に全て、多元適応カモフラージュをかけていたのだろう。

　ちょうど球体の円周上に、四本のドリルを等とう間かん隔かくに並べたような感じだ。しかしその球体の内側には、地球よりややこぶりとはいえ惑星がすっぽりと収まっているのである。言うまでもなくｂｉｏクラフト自体、惑星よりも巨大。そしてそのドリルたるや、底面は北米大陸に匹ひつ敵てきする面積を持つだろう。高さとなれば地球の直径にも相当する。

「これが、ｂｉｏクラフト……」

　広所恐きよう怖ふ症しようは関係ない。それでもあまりのスケール感の違いに、広大は制御デッキに立つ足元がふらつくのを覚えていた。

「こんなにデカくして何か意味があるのかよ……」

「惑星を運べます」

　当たり前と言えば当たり前だが、ティセは平然としてそう答える。

「便利ですね」

「……そうか」

「そうです。便利です。とても便利」

「いくら大きくても、どうということはないわ」

　沈ちん黙もくを守り、成り行きを見守っていた桜子が言う。

「あいつが自分で言っていたじゃないの。ｂｉｏクラフトはｂｉｏクラフト。一隻せきは一隻よ。的が大きいだけだわ」

　桜子はそう言うが、ガスの海を掻かき分け、ゆっくりと回転する四本のドリルを炎ほのおに巻いて上じよう昇しようしてくる『サーフェスクラウド』を見ていると、とても一隻という言葉ですませられないような威い圧あつ感が有る。まるでそれは炎の海から昇のぼってくる太陽だ。

「いいえ、あれ一体ではありません」

　ビュートがそう言う。

「ｂｉｏクラフトはサーフェスクラウドのみですが、あれがあそこまで自信たっぷりなのは理由があります」

　ティセにはその理由が分かったようだ。広大の目の前の映像がさらに拡大される。そこには炎の海をバックに、何か煙けむりか埃ほこりのようなものが映っている。よく見るとそれは鋭えい角かく的てきな線で構成された無数の物体で、そしてこちらへ向かって接近して来ているようなのだ。

「補助オーグメントクラフトですね」

　ティセはそう言う。

「たくさんいます」

「たくさんて……、どれくらい？」

　埃のようにも、砂すな粒つぶのようにも見えるものが、一隻一隻のオーグメントクラフト。本来はｂｉｏクラフトの補助として作られたものであり、ドリルも持たず単体の戦せん闘とう力りよくとしては比ひ較かくにならないものだが、それでもこれだけ数が有るとなると脅きよう威いになる。

「たくさんです」

　ティセはそう答える。

「たくさん？」

「はい、たくさん。たくさん。とってもたくさんです」

　広大の方へ振ふり返り、両手をぱたぱたさせながらいつもの調子でティセは言う。確かにこれだけ多いと、十万も一〇〇万も大して変わらないのは事実だ。

　無数のオーグメントクラフトでこちらの動きを封ふうじて、あの巨大ドリルで突つき刺さしにかかるつもりか。広大はサーフェスクラウドの戦法をようやく理解していた。

　先程のポーン級はすでにどこかへ逃とう走そうしてしまっていたが、もうそんなことは大した問題ではなくなっていた。
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「必殺！」

　アンリの声が『ノーブルウィンド』のデッキにも届き、こだまする。

「螺ら旋せん突!!」

　そして次の瞬しゆん間かん『ステディレクブレイション』は船首のドリルはもちろん、本体も回転をはじめ、文字通り雲うん霞かのごとくに群れ来るオーグメントクラフトへと突っ込んでいく。

　四本のドリルは次から次へとオーグメントクラフトを貫つらぬき、『ステディレクブレイション』が通った後は、光の粒りゆう子しが軌き跡せきとなって宇宙に線を描えがく。

「ほら、見なさい！」

　恵けい子こは勝ち誇ほこったようにアイシャに向かって言った。

「やっぱり必殺技は必要なのよ、必殺技は！　昔の偉えらい人も言ってるでしょう。どんなに技の種類が有っても必殺技がなければ勝てないって!!」

「それはどんな偉い人ですか!!」

　しかし恵子はアイシャの反論には答えず、制御デッキの周囲に浮うかぶ映像上で、居並ぶオーグメントクラフトへ向かって、手にしたサテライトを突きつける。

「論より証しよう拠こ！　行くわよ、必殺トリプルローリングクラッシュ!!」

「必殺技は分かりましたから、その恥はずかしい名前は何とかなりませんか!!」

　そうは言いながらも付き合い良く恵子に従うアイシャである。

『ノーブルウィンド』の多重マルチプレッ回転クスターンモードが起動、三本のドリルが回転を始め、さらにその基部も回転を始める。

「行けー！」

　威い勢せいのいい恵子の叫さけびと共にサテライトが振り抜ぬかれ、『ノーブルウィンド』はわらわらと迫せまり来るオーグメントクラフトの群れへと、船首のドリルから突っ込んでいく。

　ｂｉｏビオクラフトの補助用として作られたとはいうものの性能は段だん違ちがい。人間と工業用ロボット以上の違ちがいがある。戦せん闘とう能力はあるものの、オーグメントクラフトの武装は、ｂｉｏクラフトへは通じず、結局、もっとも有効な戦闘方法は体当たりということになる。

　多重回転する三本のドリルが掠かすめるだけで、オーグメントクラフトは次から次へと光の粒子に変わり、そして砕くだけ散っていく。『ステディレクブレイション』の時と同様、その後には光の軌跡だけが残っていた。

　しかしである。たとえプログラムされた動きしか出来ない、そしてその動きも鈍にぶいとはいえ、相手の絶対数が多いとてこずるどころか危険になる。ヤブ蚊かの大群に囲まれてしまうと、人間といえども命の危険があるのだ。

　力押おしでオーグメントクラフトの群を貫いていった『ノーブルウィンド』だが、行けども行けどもその群が終わらない為ため、どうしても途と中ちゆうで速度が鈍る。すると後ろからまた無数のオーグメントクラフトが迫り来るのだ。

「後ろ！」

　恵子が叫ぶが、前方ももはや壁かべと言ってもいいほどの密度で、オーグメントクラフトが群れ集まっている。このまま突っ切るしかない。

　しかしその時だ。背後に迫っていたオーグメントクラフトの群が、突とつ然ぜん、まるごと一刀両断され光の粒子へと変わっていく。それは『ノーブルウィンド』や『ステディレクブレイション』が描く線の軌跡とは違う。

　まるで光の波だ。恵子は以前、見たことが有る夜光虫で満たされた波打ち際ぎわの光景を連想したほどだ。もちろん波の勢いも、そして光の色合いも、目の前で繰くり広げられている光景の方が、より鮮せん烈れつでより鮮あざやかに映はえる。
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　二度、三度、光の波が押し寄よせ渦うず巻まき、あらかたそこに居たはずのオーグメントクラフトが消しよう滅めつすると、その合間からぬっとばかりに巨きよ大だいな鎌かまの姿をしたものが現れる。

『トランクルナイト』である。ドリルに代わる超ちよう光こう速そく飛行装置であり、そして武装でもある、鎌の刃やいばを思わせる次元衝角には、まるで滴したたる返り血のようにオーグメントクラフトの残ざん滓しである光の粒子がまとわりついている。

　それはどきりとする光景だが、恵子はすぐさま気を取り直して『トランクルナイト』の桜さく子らこへ呼びかける。

「有り難う、助けてくれたのね」

　まずは切っ掛かけが大切よね。直接、桜子と話をするのは初めての恵子は、取とり敢あえずそう言って感謝してみせた。それに応こたえて桜子の映像が『ノーブルウィンド』の制御デッキへと映し出される。しかし桜子は恵子を一いち瞥べつして素っ気なく言うだけ。

「邪じや魔まよ」

　そしてすぐに映像は消える。

「うわぁ～～、なにあれ!!　中学生のくせに可愛かわいくない～～ッ!!」

「恵子は高校生にもなって落ち着きがなさすぎるんですよ」

　アイシャはそう言いながらも『ノーブルウィンド』を、『トランクルナイト』が開けてくれた空くう隙げきから脱だつ出しゆつさせる。だがそうしている間にも、オーグメントクラフトが、まさに湧いて出るように進路を塞ふさぐ。

「急がないと！」

　急かす恵子にアイシャは『ノーブルウィンド』の速度を上げるが、途中で突然、その針路を変える。

「なによ、一体……」

　恵子は不服そうにそう尋たずねかけるが、すぐにその原因は分かった。目前に回り込み始めていたオーグメントクラフトの後方から、何か巨大な物体がせり上がってくるのだ。

　それはオーグメントクラフトの群をなぎ倒たおし光の粒りゆう子しに変えていきながらも、さらに映像の視界を塞いでいった。それは明らかに回っている。電光のような、あるいは火花のような輝かがやきをまといながら回っているのだ。

　ドリルである。『サーフェスクラウド』のドリルだ。それはもはや船やビルというスケールではない。山、いや山脈である。手前にいる無数のオーグメントクラフトが、まるで山脈の前を飛ぶ鳥の群にしか見えない。しかしそれは小さなものでも全長百数十メートルはあるのだ。

　やがてせり上がるドリルは恵子の制御デッキの前方映像を全て占せん領りようしてしまい、まるで壁のように『ノーブルウィンド』の前に立ちはだかる。それでもまだドリルの全容には程遠い。しかし『サーフェスクラウド』はそのドリルを四本も装備しているのだ。

『ノーブルウィンド』はさらに速度を上げつつ、『サーフェスクラウド』のドリルから逃のがれようとする。その進路を塞ごうと、またオーグメントクラフトの群が現れる。

　無数のオーグメントクラフトが一いつ斉せいに向きを変えて迫せまってくるさまは、あたかも海中を泳ぐ小魚の大群のようだ。

　少しでもオーグメントクラフトの少ない空間を狙ねらいながら、『ノーブルウィンド』は『サーフェスクラウド』のドリルから逃れる。一気に光速の五％程度まで加速して回かい避ひ運動を行なう。そのまま間合いを置くために飛行する事、数秒。再び『サーフェスクラウド』の全容が確認できるようになる。

　焼やけ焦こげた岩の表面を持つ惑わく星せいが、半はん透とう明めいのドームの中に浮ういているのは、何とも異様な光景だ。さらにその周囲には、何かの遺い跡せきのように四本のドリルが取り囲んでいるのである。

「これまで私たちが撃げき破はしたオーグメントクラフトは約六〇〇。トランクルナイト、ステディレクブレイションと合せて、二〇〇〇から二五〇〇のオーグメントクラフトを撃破しています。しかし……」

　アイシャがそう言っている間にも新手のオーグメントクラフトが追いすがってくる。

「確認できている範はん囲いでも、『サーフェスクラウド』が発進させているオーグメントクラフトは約二〇〇〇〇。しかもさらに増加中です」

　どうやらオーグメントクラフトは『サーフェスクラウド』のドームの中から出てくるようだ。

「ちょっと何なのよ、このｂｉｏクラフト無む双そう！　私はコーエーとコラボった覚えなんてないわよ!!」

　さすがに恵子も悲鳴を上げる。その時だ。出し抜ぬけに『ステディレクブレイション』のアンリから通信が入る。

「おい……、え～～と。なんだ、広こう大だいの彼女！」

「恵子、高たか科しな恵子!!」

　少し顔を赤くして恵子はそう訂てい正せいする。

「広大はどうした！　広大は!!　あいつ、さっきからあちこちほっつき歩いているだけでなにもしてねぇぞ！」

「それは……」

　言っている間に気を利かせてアイシャが『グロリアスドーン』の航こう跡せきを表示してくれる。確かに『グロリアスドーン』は右往左往しつつ、戦せん闘とうモードを忙せわしなくオンオフと切り替かえて周囲を飛び回っているだけだ。

　そして戦闘モードをオフにした『グロリアスドーン』の軌き跡せきは『ノーブルウィンド』の方へ向かって一直線に接近して来ていた。

　全長二十メートル。ｂｉｏクラフトとしては格段に小型の『グロリアスドーン』は、『ノーブルウィンド』のすぐ間近に来るとぴたりと停止した。

「ただいま戻もどりました」

　ティセから通信が入るなり、そう言ってくる。

「おい、こら。広大！　お前、やる気がないなら帰れ!!」

　アンリのその罵ば倒とうに答えて広大も通信映像に姿を現す。

「いや、いけるかと思ったんだが……」

　まるで乗り物酔よいになっているかのような、青ざめた顔で広大はそう言う。

「この前、コツを掴つかんだって言ってなかった？」

　恵子は惑星カートランドの一件のことを言うが、広大は喋しやべるのもやっとという表情で答えた。

「うん、まぁ……。あの時は近くに惑星があったからいいんだけど、今回はなぁ。赤色巨きよ星せいか……。あの表面近くにまで降りれば、余り広い感じがしないかと思ったけど、逆効果だったみたいだ。周りがずっと炎ほのおの海なんだぜ!!」

　最後をやたら強調する広大である。

　そのやり取りをずっと聞いていたのだろう。やにわに『トランクルナイト』から通信が入り、そして映像に桜子が映るなり言ってきた。

「大おお空ぞらさん。ひょっとしてあなた、まだ治ってないのですか？」

　アンリは怪け訝げんな顔をするが、恵子はその意味を理解した。軽い調子で桜子の映像の方へ手を振ふりながら言う。

「そうなのよぉ、こいつ。いい年になってまだ広所恐きよう怖ふ症しようなの」

「こうしょきょうふしょう？」

　アンリが中国語、フランス語の他、日本語も堪たん能のうであることと、二人が日本語でやりとりしているのが災いして、ｂｉｏクラフトの翻ほん訳やく能力は機能していない。音だけでは意味が分からずアンリは首を傾かしげる。

「そういえば剣けん道どう教室のピクニックでも、広い所が駄だ目めだって一日、バスにこもってましたね」

　呆あきれ顔の桜子の言葉でようやくアンリは事の次第を理解した。

「広大!!　お前、ひょっとして広い所が駄目とかいう、そういうのか？」

「いや、面目ない……」

　絵に描えがいたような青あお息いき吐と息いきという面おも持もちで広大はようやくそうとだけ答えた。

「っていうかそれで何でｂｉｏパートナーやってる。何でお前が貴族パトリシャンと契けい約やくしているんだ!!　ええい、邪じや魔まだ!!」

　最後のひと言は、襲おそいかかってきたオーグメントクラフトの群をなぎ倒たおした叫さけびだが、広大はそれが自分へ向けられているように感じた。

「なるほど、それは困りましたね」

　話がこじれそうになるのを悟さとったのか、『ステディレクブレイション』のホロン体ビュートがアンリに代わり映像に出る。

「ｂｉｏクラフトを破は壊かいすることはｂｉｏクラフトにしかできない。しかしｂｉｏクラフトの武装は船首の回転式次元衝角、即すなわちドリルだけ」

「もう、なんでビームとかミサイルとかないのよ～～」

　そうぼやく恵子に横からティセが言ってくる。

「駄目です、いけません。恵子。ドリルは素晴らしいものですよ。ビームやミサイルは美しくありません」

　なんでそうなるのかよく分からないが、ティセは熱心にｂｉｏクラフトの美意識を強調する。

「左様、ドリルは素晴らしいものです」

　ビュートも問題なくそれに賛同する。

「あぁ、そう」

　どうやらこの件には余り深入りしない方が懸けん命めいなようである。そう悟った恵子は適当に話題を切り上げた。

「しかし問題はｂｉｏクラフトは一対一の戦せん闘とうしかできないということ。例え相手が戦力としては大したことないオーグメントクラフトでも、ここまで数で押おされると不利です」

「飽ほう和わ攻撃って奴やつか」

　少し体調が回復してきた広大が、雑誌から受け売りの知識を披ひ露ろうする。

「はい。『サーフェスクラウド』はオーグメントクラフトの大群で我らの動きを封ふうじて、自分のドリルで止とどめを刺さそうという魂こん胆たんでしょう」

　そしてビュートは広大と恵子、桜子を見て続ける。

「まぁ、一気に振りきって逃にげてしまうという手もあります。一体一体追つい撃げきしていかなければ止めを刺せないのは奴も同じ。ばらばらに逃げれば……」

　そこまで言った時、横からアンリが食ってかかる。

「ここまでおちょくられて逃げられるか!!」

　その言葉に桜子が賛同を示す。

「そうね。私たちの偽にせ物ものを演じた相手を前に逃げ出すつもりはないわ」

「そうだな」

　深呼吸を一つして広大も肯うなずく。

「あの～～……、私は逃げた方がいいかなって……」

「多数決で却きやつ下かですわね」

　恐おそる恐るそう言う恵子にアイシャが言った。しかし桜子はそんな恵子を一いち瞥べつして冷たく言う。

「別に逃げてもいいわ。始末は私とティオだけでつけるわ」

「一隻せきだけで出来るわけないでしょ！　まったく、そんな事を言われたら、私たちも残るしかないじゃないの」

　話がまとまったようだ。その機を逃のがさずビュートが言った。

「まだ次の群が迫せまって来ているようです。時間がない。手短に言います。私自身は見たことがないのですが、グロリアスドーン、トランクルナイト。貴族の方々は多数を相手にする為ための特とく殊しゆな武装を持っているとか」

『黎明の合唱ドーンコーラス』。広大と恵子は太陽系のエッジワース＝カイパーベルトでティセがそれを使うのを見ている。

「はい。持ってます。でも今の広大の状態で使うのは危険です。皆みなさんを巻き込む可能性があります」

　ティセのその答えは予想していたようだ。ビュートの関心は桜子、そして映像にこそ映っていないが、この場にいるもう一人の貴族。トランクルナイト。

「ティオ」

　桜子は画面に映っていないティオに尋たずねる。

「どうするの？　私はあなたの意見に従うわ」




　問われたティオの顔がこわばる。それは制御デッキに立つ桜子も分かっていた。顔だけではなく、全身が何かに怯おびえるように震ふるえたのだ。その様子を見て桜子は口を開く。

「ティオはやらないと……」

　しかし桜子のその言葉をティオ自身が遮さえぎる。

「いいえ、やるわ。やってやる。だってあいつは私たちを騙かたったんだもの。許すわけにはいかない」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　厳しい表情のままだった桜子の面おもてに、一時、不安がよぎる。

「ええ、どうってことないわ。やってやる。やってやるわよ……」

　まるで自分自身に言い聞かせるかのように、ティオはその言葉を繰くり返していた。

「分かった。奴らはこちらで始末をつけるわ」




　桜子のその言葉を最後に『トランクルナイト』からの通信が切れた。

「ティセ」

　広大は接続シートのティセに向かって言う。

「大丈夫だと思うか？　その、ティオは」

「私はあの子を信じます」

　そして広大の方へ振ふり返ると付け加える。

「今度こそ、最後まであの子を信じたいと思います」

「そうだな……」

　広大とティセのその会話を聞いていたのかどうか、そこでアンリが割り込んで来た。

「おいおい、広大。本当にあの二人、信じられるのか？」

　通信の向こうにいるアンリは、迫り来くるオーグメントクラフトの群を、サテライトでいなしながら尋ねる。

「なにしろあいつらが、他のｂｉｏパートナーを襲おそっているのは事実だぜ。考えようによっちゃ、あいつらにしてみればいいチャンスじゃないか」

「どういう事だよ？」

　広大の言う『大丈夫か』と、アンリの言う『信じられるか』は明らかにそのニュアンスが違ちがう。

「ビュートの言う多数を攻こう撃げき可能な特殊武装で、俺たちも一いち網もう打だ尽じんに出来るってことさ」

「おいおい、アンリ」

　呆あきれた顔で広大は言った。

「まだそんなことを言っているのか。桜子とティオが襲っているのは、犯罪まがいの行こう為いをしているｂｉｏパートナーだけだろ？　それともアンリは何か後ろめたいところがあるのか」

「ふざけるな。あるもんか。だけどあいつらが自分たちだけの判断で一方的にｂｉｏパートナーを襲っていたのは確かだ。何を良しとして、何を駄だ目めとするのかは俺たちには分からない。自分に非がなくても、あいつらから見れば悪になるかもしれないぞ」

「そりゃあ、アンリは『サーフェスクラウド』に騙だまされて、桜子とティオと戦っていたんだもんね。一いつ緒しよに狙ねらわれる理由はあるけど……」

「恵子、喋しやべっていないで、戦せん闘とうに専念してください」

　横から口を挟はさむ恵子をアイシャが牽けん制せいする。『ノーブルウィンド』は戦闘状態に入れない『グロリアスドーン』を守って奮戦中なのである。

「それは……」

　言いかけた広大を遮り、ティセが言う。

「私はティオを信じます」

　アンリに言っているという感じではない。あくまで広大に言っているようだ。

「そりゃお前らは貴族同士だろうし……」

　納得のいかないアンリに広大も言う。

「俺も信じるよ。あの二人を」

「どうして？　犯罪まがいのことをやっているとはいえ、他人を闇やみ討うちしたんだぞ!?　どうしてそんなことをやる人間を信じられる!?」

　猛もう然ぜんと反はん駁ばくするアンリに、広大はしばし考え、そして慎しん重ちように言葉を選びながら答えた。

「でもｂｉｏクラフトに関する問題はｂｉｏクラフトで解決するという了りよう承しようがあるとＵＮｂＡＲのパンフにも書いて有るじゃないか。確かに桜子とティオの行動は一方的だけど、ルール違い反はんじゃない。今はまだルールそのものがないんだ。だから……」

　そこまで言ったものの、その先がうまくまとまらず広大は口ごもる。その時だ、ティセが報告してきた。

「ティオの、『トランクルナイト』の様子が変です」




「ティオ、どうしたの？　ティオ!!」

　桜子は制御デッキを飛び降り、接続シートのティオへと駆かけ寄よる。

「大だい丈じよう夫ぶ、私は大丈夫。私は……、私は……」

　譫うわ言ごとのようにそう繰り返す。その言葉は明らかに目の前にいる桜子へ向けられたものではない。自分自身、それもその奥おく底そこに隠かくれ潜ひそむものへ向かっているようだ。

「ティオ！」

　桜子はティオの細い肩かたを抱だいて呼びかける。

「あぁ……、桜子……。さく……」

　ティオの顔も瞳ひとみも桜子へ向けられている。しかしそこに自分の姿が映っていないことは桜子自身がよく分かっていた。

「ティオ!!」

　また呼びかけるが、今度は反応がない。戦闘モードに入ると接続シートについたホロン体から四方八方へ光のラインが伸のびる。しかし空中を走るその光のラインも不規則に明めい滅めつしながら弱くなっていくのだ。

「ティオ……。いいの、もういいの。止やめましょう」

「あ、あぁ。桜子。桜子……」

　ティオは桜子にすがるように抱きつく。

「私はやってない。私はやってないのに……。どうして誰も私を信じてくれないの。私は、私は……」

「ティオ……」

　ティオが何を言っているのか、桜子にはよく分からない。しかし何かにすがりたい、何かに頼たよりたい。そしてその一方でそれから逃にげ惑まどっている。それは分かる。

　そう最初からよく分かっていた。何故ならば桜子も同じだから。

　そうだ。あの時から……。




　最初にティオと会ったのは、雨の日の夜。

　自宅のマンションに帰る途と中ちゆう、か細く鳴く仔こ猫ねこの声を耳にした桜子は、駐ちゆう車しや場じようの裏にある狭せまい空間から、傘かさを置き街路樹のある植え込みへと入っていった。

　人間か犬にか、あるいは大人の猫ねこにかは分からないが、どうやら追われた挙げ句、自分では降りられない高い木の枝に昇のぼった仔猫が助けを求め、震ふるえながら鳴いていた。

　植え込みのブロックに乗り、桜子が手を伸ばしても、仔猫は震えながら後あと退ずさるだけ。

　助けて欲しい。でも恐こわい。恐おそろしい。降りることも、素直に手の上に乗ることも出来ず、鳴きながら後退るだけ。

　結局、それ以上、後に下がることが出来なくなった仔猫を捕つかまえ、桜子は地面へと下ろしてやった。しかし仔猫は桜子に懐なつくこともなく、脱だつ兎との勢いで小雨の中を逃げ出していく。植え込みに逃げ込む直前、桜子の方を振ふり返り、追って来ないのを確認して、一つにゃあと鳴いたことだけが感謝の印だった。

「逃げられちゃったわね」

　広い駐車場へ出た桜子に背後からそう声をかけたものがいた。数日前から自分を付け回している気配が有るのは察していた。行動範はん囲い、活動時間から察しても、それが人間離ばなれしているのは確か。いや、人間ではないのだろう。昔ならばともかく、今の地球には人間を超こえた存在が、間々、跋ばつ扈こしているのは確かなのだ。

「逃げたんじゃないわ。自由になったのよ」

　傘を手に取ることもせず、小こ糠ぬか雨あめにセーラー服をぬらしながら桜子は振り返りそう言った。そこに立つのは暮れていく夜の闇やみが、そのまま具象化したような奇き妙みような服に身を包んだ少女。

　彼女は冷たく微笑ほほえみ桜子に尋たずねた。

「恐くないの？」

「なにが？」

「私が」

「あなたこそ、私が恐くないの？」

　桜子がそう尋ねると少女は笑った。その声は、どこかさっきの仔猫の鳴き声を思わせるように、桜子には感じられた。

「人間じゃないのね」

　その問に少女は微笑み、答えた。

「ええ、私はｂｉｏクラフトよ」

　それがティオとの出会いだった。
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　あの時、助けた仔猫のように、ティオがどこかに行ってしまうのではないか。桜子は無意識の内にずっとその不安を抱かかえていた自分を知った。

　そうだ。私たちは同じだ。追い回され、逃げ惑い、自分では降りられない高い木の枝に乗ってしまった猫。助けを呼ぼうと懸けん命めいに鳴きながらも、差し出された手の温かさが信じられずに怯おびえて後退る猫。

　だから木の枝の上で生きていくしかない。一いつ緒しよに生きていくしかない。一人では余りに辛つらいから。

「ティオ……」

　桜子もティオをすがりつくように抱だき締しめる。

「私はあなたを信じる。あなたが何をしようと、何があろうと私はあなたを信じる。だからあなたは私と一緒にいて。私を、もう一人にしないで……」

「あ……、あぁ」

　力なく桜子の背に回されていたティオの手に意思が宿る。そしてその手はしっかりと桜子を抱き締めていた。

「桜子。私はここにいる。ここにいるから……。だから……」

　次の瞬しゆん間かん、ティオの座る接続シートから空中へと走る光のラインが、まるで目が醒さめたように一段を明るく輝かがやき走る。

「だから……。そう、だから。もう、誰にも邪じや魔まはさせない……!!」




　ｂｉｏクラフト形態の『トランクルナイト』の表面を走る光のライン。そして宝石のように飾かざられたパーツ。それらの輝きが失われ、そして『トランクルナイト』そのものの動きも止まってしまった。

　ティセはそれを心配したのだ。しかし程ほどなくしてその輝きは取り戻もどされた。

「ティオ」

　その光景にティセはつぶやく。

「私は信じます」




「抜刀ドロウイング『宵闇の斉唱ナイトユニゾン』!!」

　ティオのその声と同時に制御デッキに戻った桜子もサテライトの大おお鎌がまを構え、そして振り下ろした。

　ｂｉｏクラフト形態の『トランクルナイト』から、巨きよ大だいな光の波が放たれていく。それに触ふれたオーグメントクラフトは、まるで水面に漂ただよっていた塵じん芥かいが突とつ然ぜんの大波に飲み込まれ砕くだけるように消えていく。

　桜子がサテライトの大鎌を振ふり抜ぬく度に、光の波が起こり、一時に数千、数万のオーグメントクラフトを葬ほうむり去さっていくのだ。




「すご……」

　恵子が思わず絶句する。『トランクルナイト』が巻き起こす光の大波は、眼下の赤色巨きよ星せいの赤い輝きさえ寝ねぼけたものに見せるほど鮮あざやかだ。そこへさらに破は壊かいされたオーグメントクラフトが発生させる光の粒りゆう子しが混じるのである。

　二度、三度。そして四度。光の波がオーグメントクラフトを巻き込み、そして飲み込んでいく。

「これほどのものとは……」

　貴族の特とく殊しゆ武装のことを知っていたビュートですら、ここまでの威い力りよくがあるとは予想していなかったようだ。

　その時だ。『トランクルナイト』が起こす光の津つ波なみが、『グロリアスドーン』や『ノーブルウィンド』、そして『ステディレクブレイション』が見守る一角へと押おし寄よせてくる。

「あいつ、やっぱり裏切るつもりか!!」

　そう吐はき捨てるアンリに広大は言った。

「いや、これでいいんだ。動くな、アンリ。恵子!!」

　怪け訝げんな顔をするアンリだが、すぐにその理由は分かった。光の波は『グロリアスドーン』や『ステディレクブレイション』をかすめて行き、その間近に迫せまっていたオーグメントクラフトを一いち網もう打だ尽じんにしたのである。もしも動いていれば逆に巻き込まれていただろう。

　もっともアンリはまだ釈しやく然ぜんとしないようだ。

「気にいらねえな。まるで試されているみたいで」

　そんなアンリにビュートが言う。

「いいではないですか。もう粗あら方かた、オーグメントクラフトは始末できたようです」

　確かにオーグメントクラフトは八割方、光の波に飲み込まれて消えている。だがそこで突然『トランクルナイト』から発していた光の波が消える。

「ちょっと待ってよぉ！　まだいるじゃないの！」

　恵子が声を上げる。その上『サーフェスクラウド』はドームを開き、その中で待機させていたオーグメントクラフトをさらに発進させようとしているようだ。

「限界でしょうか。しかしこれだけ減らしてくれれば……」

　ビュートはそう言うが、映像の中で『サーフェスクラウド』のドームが開くのを見て広大の脳のう裏りに天てん恵けいのように一つのアイディアが浮うかぶ。

「ティセ、戦せん闘とうモードを起動。あのドームの中に突つっこむ」

　今までは壁かべのごとく立ちはだかるオーグメントクラフトの群にそのチャンスがなかった。しかし今なら可能だ。広大はそう判断したのだ。

　ティセも広大のプランを即そく座ざに理解する。

「分かりました」




　短たん剣けんのような刃やいばのフォルムに光をまとい、戦闘モードになった『グロリアスドーン』が、突然、弾はじかれたように加速を始める。刃に触れたオーグメントクラフトと鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、光の粒子に変えて向かうのは、『サーフェスクラウド』のドーム。内部に惑わく星せいと無数のオーグメントクラフトを収容したドームが開きかけているのだ。

　光の軌き跡せきを残して突とつ進しんを始めた『グロリアスドーン』をポカンと見ていた恵子だが、さすがにアイシャはその意図を理解したらしい。

「ティセさまを援えん護ごします。恵子、準備を!!」

「え、うん」

　何だかよく分からないうちに恵子もサテライトを構え直す。

『ステディレクブレイション』でも同じような光景が繰くり広げられていた。

「なるほど、確かに貴族。行きます、アンリ」

　ビュートが自分からアンリに行動を促うながすことは余りない。面食らったアンリが答える前に、ビュートは『ステディレクブレイション』を加速させ、『ノーブルウィンド』に追いすがる。

「四本衝角たるもの、三本衝角に後おくれをとるわけにはいきません」




「御ご免めん、久しぶりだから。ちょっと疲つかれちゃった……」

　ティオは制御デッキに立つ桜子の方へ振り返り、言葉の通り疲れた笑えみを浮かべてそう言った。構えた緊きん張ちよう感のない、その笑みは、桜子も初めて見るものだ。

　桜子は制御デッキから降り、そして無言でティオの肩かたを抱だいた。そんな桜子にティオは、小さな小さな声で言う。

「私はここにいるから……」




『サーフェスクラウド』がその意図に気づいた時にはもう遅おそかった。薄うすくなったオーグメントクラフトの防ぼう衛えい網もうを突とつ破ぱした『グロリアスドーン』は、さらに開いた『サーフェスクラウド』のドームへと侵入。一直線にその内部にある惑星へと突進していったのだ。

　そしてそのまま焼け焦こげ、溶とけた岩いわ肌はだを持つ惑星表面にある狭せまい峡きよう谷こくへ飛び込み、天から落ちて来た審判ジャッジメの剣ントソードのように突き刺ささる。

　幅はばは辛かろうじて『グロリアスドーン』が入れるほど。

　狭い。

「狭いですね」

　接続シートに着いたティセはうれしそうに両手をぱたぱたさせる。それに応こたえて広大も言った。

「狭いな」

「行きます」

「よし、行くぞ。ティセ」

　そして広大はサテライトの短剣を振ふりかざし、ティセと声を合せる。

「抜刀ドロウイング『黎明の合唱ドーンコーラス』」




　光がその位置まで届くには、数週間を要するはずだ。しかしサイレントカレントは、ｂｉｏクラフトが持つ超ちよう技ぎ術じゆつの目でその光景を見ていた。

　地球軌き道どうに匹ひつ敵てきするほどの直径を持つ巨きよ大だいな赤色巨きよ星せいが、光の刃に両断されているのだ。赤色巨星を断ち切ることが目的ではない。目的はその表面に近くにいた、一隻せきのｂｉｏクラフトを倒たおすこと。それがどうなったか、さすがにこの位置からはまだ分からないが、確認するまでもない結末になったのは、サイレントカレントも承知していた。

「露頭状態クレストンモードでもこの威い力りよくとは。超ちよう新しん星せい化しないと良いのですがね」

　サイレントカレントは独りごつ。

「これが貴族の力なのですよ。『サーフェスクラウド』。もっともあなたは最低限の仕事はしてくれました。これを活かせるか否いなかは、あの連中の問題でしょうがね……」




「連れん絡らくがあったよ。『サーフェスクラウド』は残念なことをした。再生するには、彼のクラスなら一万年てところかな。だけど彼は最低限の仕事はやってくれたからね」

　そう言いながら千のサウザンド迷路メイズィズは、地下深くの通路に『ＨＥＬＬＯ』代表のロングと、組織の幹部を案内する。もっともこの施し設せつは地球人が作ったものだ。

　冷戦時代、シェルター兼けん倉庫として旧ソ連政府が、シベリアの海岸近くに建造したもの。北極海に通じる水路まで備えられており、いざという場合には原げん潜せんまで逃にげ込めるようになっていた。

　ロングはアメリカ人だが、ＨＥＬＬＯにはｂｉｏクラフト排はい斥せきという思想を同じくするものが、国こく籍せき人種、宗教に関わりなく多数参加している。このシェルター兼倉庫もＨＥＬＬＯに参加するロシア人富ふ豪ごうが提供してくれたもの。旧ソ連崩ほう壊かいのどさくさにまぎれ手に入れたものの、何の使い道もないため放置してあったのだ。

　ＨＥＬＬＯが渇かつ望ぼうして止やまなかった、それを保管するには絶好の施設の為ため、提供を求めたのである。原油成金のロシア人富豪が提供してくれた施設の奥おく深ふかくにそれはひっそりと佇たたずんでいた。

　暗い照明ではその全体はよく分からない。饐すえた臭においを放つ澱よどんだ海水が張られたドックに浮うかぶのは、しかしどうみても地球人の手になる潜せん水すい艦かんや艦かん艇ていではない。

　直線的な構造を持つとはいえ、それはｂｉｏクラフトに似ている。しかしそれにはｂｉｏクラフトに特とく徴ちよう的てきなあるものがない。

　そう、ドリルがないのだ。それがあるべき箇か所しよには、ぽっかりと空くう洞どうが口を開けているだけだ。

「オーグメントクラフト。まぁ標準的なモデルかな。全長は一〇〇メートルちょい」

　ドックを囲む回かい廊ろうへ出たサウザンドメイズィズは、錆さびかけた手すりにもたれかかりそう言った。

「素晴らしい……！」

　感きわまったように手すりへ駆かけ寄よりロング代表は言う。

「これがオーグメントクラフト……。これを無む償しようで提供してくれると言うのだね？」

「もちろん。僕らにとっては何の価値もないものさ」

　しかしサウザンドメイズィズのその言葉の意味をちゃんと理解しているものはいなかった。ロング代表と、同行していたＨＥＬＬＯ幹部は、歓かん喜きの言葉を口にしながら、次々と手すりに駆け寄り、地球人が初めて手にしたオーグメントクラフトの一隻に見入る。言うまでもなくこれは『サーフェスクラウド』が地球へ持ち込んだものだ。

「よし、こいつの名前は『インディペンデンス』だ。いや『エンタープライズ』がいいかな」

「なにを言っておられますか、代表。この施設はロシア側が提供したのだから、ロシアに因ちなんだ名めい称しようにするべきです。そう、例えば『ピョートル』などどうでしょう」

「これは地球人の船ですから、余りナショナリズムに走ったものは感心しませんな。シンプルにＨ一号ではどうですか？」

「きみ、Ｈ型というのは、日本のロケットの型式だろう」

「いえ、あくまでＨＥＬＬＯの頭文字ということで……」

　まるでクリスマスプレゼントを貰もらった子供のように騒さわぐＨＥＬＬＯ代表と幹部たちに、にやにやと人の悪い笑えみを浮かべたまま、サウザンドメイズィズは言った。

「そんなせっつかなくても大だい丈じよう夫ぶだよ、まだまだオーグメントクラフトなら用意できるからね。僕たちにはなんの価値もないものだから……」




「では、フランス政府の委い託たくを受けたｂｉｏパートナーが、その偽にせ物ものについては処分したという認識で宜よろしいのですね」

「はい」

　イモータルヌーンはうなずいた。

「しかし偽物とやらが、単独起動のｂｉｏクラフトとは。これはあなた方の問題ですぞ。イモータルヌーン」

　ヨーロッパのある国の代表がイモータルヌーンをそう責める。

「そうですわね。この問題に関しては近々、私もアクションを起こさざるを得ないと思います。その際には皆みなさまにもご協力いただくかも知れません」

「協力？」

『サーフェスクラウド』を撃げき破は後、地球へ帰き還かんしたアンリ・ウーはフランス政府に状じよう況きようを説明。ＵＮｂＡＲフランス支部からの報告を受けて始まった、ＵＮｂＡＲ本部での緊きん急きゆう理事会議の席上で、各国代表は顔を見合わせる。

「いわゆる共生反対派ですが、どうやら同じことを考える地球人の組織とも接せつ触しよくしているようです。彼らを排はい除じよするには、皆さまのご協力が必要です」

「皮肉なものですな。ｂｉｏクラフトを排はい斥せきしようとするのに、ｂｉｏクラフトの力を必要とするとは」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔でそう言う、南米の大国代表の言葉にイモータルヌーンは柔にゆう和わな笑みで答える。

「それはｂｉｏクラフト側でも同じですわ。地球人との共生に反対しているからこそ、地球人の手助けがいる。誰もがその現実を直視してくれれば良いのですが……」

　イモータルヌーンのその言葉に、理事を務める各国代表はみな罰ばつの悪い顔をして黙だまり込む。その空気を打うち払はらうように、理事の一人がフランス政府からの報告書を手に口を開く。

「さて、この報告では、フランス政府から委託を受けたｂｉｏパートナーは、偽物を操っていた『サーフェスクラウド』なるｂｉｏクラフトの処分には立ち会ったそうですが、肝かん心じんの大おお鎌がまのパートナーについては、そのままですな」

「はい。ｂｉｏパートナー、アンリ・ウーとＵＮｂＡＲフランス支局の判断で、当面、静観という事になりました」

「なぜですか？　またその大鎌のｂｉｏパートナーが、他のパートナーを襲おそう可能性があるでしょう？　いえ、そうなるだろうと、フランス支局の報告書にも有る!!」

　そう反論する理事の一人に、イモータルヌーンは答えた。

「確かに大鎌のｂｉｏパートナーの行動には感心しません。しかし彼女がやっている事は、一種の自じ浄じよう作用とも解かい釈しやくできます。偽物がやったことを排除すれば、大鎌のｂｉｏパートナーは良心的なパートナーに危害は加えていません」

「しかし一人の正義感で行動するのは感心しませんな」

「現実の世界の縮図じゃ有りませんか？」

　アラブの小国を代表している理事の一人がそう揶や揄ゆするが、すぐに他の理事からの冷たい視線に謝罪する。

「いや、これは失敬。お話しを続けてください」

　それを受けてイモータルヌーンは言った。

「ｂｉｏクラフトに関する問題はｂｉｏクラフトで解決する。今までそれにはルールがありませんでした。ならば彼女たちの活動を通して、一定のルールを作り、うまく取り込むことこそ、私たちがやるべきことではないかと考えます」

「彼女たち？」

　複数形になったことに理事たちは怪け訝げんな顔を見合わせた。しかしイモータルヌーンは微笑ほほえみを浮うかべたまま、自分の前にあった二冊の報告書をみなに示す。

「同様のアイディアが二カ国のＵＮｂＲＡ支局から提出されています。いずれも今回の一件に直接、携たずさわったｂｉｏパートナーがいる国です。検討に値すると思いますが、まずは皆さんの意見を聞きたいと考えます」

　イモータルヌーンが示した報告書の一冊の表紙には、Ｏｕｊｉ＝Ｕｃｈｉｙａｍａｄａの名が書かれていた。




「……大空さん？」

「あぁ、ちょうど良かった」

　次の日の月曜日のことだ。帰宅した桜子は、ちょうど自分の部屋の呼よび鈴りんを押おそうとしていた広大の姿に気づいた。

　すっかり日は暮れている。もう本格的に梅雨入りだとかで、今日も昼過ぎから雨が降っていた。桜子は濡ぬれる傘かさを手にしたまま自分の部屋のドアの前に向かう。そう、そこに大空広大などいないように。

「あの、桜子……、ちゃん？」

「馴なれ馴れしくしないでください」

　広大の顔も見ないで桜子はそう言った。その反応に広大は戸と惑まどいながらも、意を決して続ける。

「あの、色々と話は兵ひよう衛えからも聞いたけど……。なんにせよ、今のまま一人で行動しているのは良くないと思う。危険だし、それに君の判断が正しいとは限らない」

　そう言う広大に、桜子はようやく顔を向ける。しかしそれは険のある、拒きよ絶ぜつの表情だ。

「なにを言っているのか分かりません」

「いや、だからさ」

　鍵かぎを開けて中へ入ろうとする桜子を無理に止めるのはさすがに躊躇ためらわれる。それでも広大はドアの外で桜子に向かって話す。

「犯罪まがいの真ま似ねをしているｂｉｏパートナーが気に入らないのは分かる。そいつらを何とかしたいのも分かるよ。でもそれを自分の判断で倒たおしていくのは、危険だし、何かの間ま違ちがいがあることも……」

「何か、勘かん違ちがいされているようですね」

　桜子は部屋の中に入ったまま、ドアの隙すき間まから顔だけ出して広大に向かって言った。

「私は別に世直しを気取っているわけでもありません。第一、私が今のような行動をして、心ないｂｉｏパートナーの行動が減ったと思いますか？　便乗犯が増えているというじゃないですか」

「それは、まぁそうだけど……」

　桜子の言う通りだ。桜子とティオの偽にせ物ものとして他のｂｉｏパートナーを襲っていた『サーフェスクラウド』こそ倒した。しかし便乗犯として他のｂｉｏパートナーを襲い始めるパートナーが増えてきたのも事実だ。

「そうなると思ってました」

　桜子は広大に向かって言い放つ。

「私は正義の味方じゃないんです。私は、自分自身の本当の姿を突つき付けられて、絶望する人間が見たいだけ」

「本当の姿？」

　唐とう突とつな言葉に困こん惑わくする広大に桜子は続けた。

「みんな口々にもっともなことを言うだけ。誰も助けの手なんて伸のばさない。一つタガが外れると、勝手なことを始める。私は一番、最初の切っ掛かけを作ってやっただけ。いずれ全てのｂｉｏパートナーが私と戦うことになるわ。でも私は全て倒してやる」

　そして広大の目を見て付け加える。

「それがティオの望みだから。私がそれを叶かなえるのだから……」

「だから、そんなことにならないようにみんなで何とかしようって……。絶対に誰もが納得できる方法が有ると思うんだ」

　そして広大も付け加えた。

「それがティセの望みだから、俺もティセの望みを叶える」

　そういうと広大は、ドアの向こうの桜子を助け出すかのように手を差し出した。しかし桜子は一時、その手へ視線を送っただけで、すぐにドアを締しめてしまった。

　広大の目の前には、スチール製の冷たいドアが立つだけだった。




「地球人でこんな遠くまで来たのは、あなた方が初めですかね」

　ｂｉｏクラフト『さわやかリフレッシンな草原グプレアリー』のホロン体ジャルズィーは、自分と契けい約やくしているｂｉｏパートナー、ピエール・ブレィとその同どう僚りように向かって言った。

「あ、あぁ。そうかも知れないね」

　アフリカのある小国出身のブレィは、十三歳さいの時にリフレッシングプレアリーと契約した。満足に学校にも通えなかったブレィだが、それが運命の転機となったのである。ｂｉｏパートナーとなった事で国やＵＮｂＡＲから奨しよう学がく金きんを貰もらえることになったブレィは、今ではヨーロッパの大学に通い天文学を研究している。故郷の村に立派な天文台を作ることがブレィの夢である。

　ブレィは大学の同僚と共に『リフレッシングプレアリー』で、はるか彼方かなたの宇宙まで来ているところ。如い何かにｂｉｏクラフトが光速を超こえて飛行できるとはいうものの、ここまで来るにはかなりの日数を要した。

　ブレィたちが研究しているのは宇宙の大構造と呼ばれるもの。銀河系が集まり作る銀河団。その銀河団が集まり、さらに超ちよう銀ぎん河が団を構成する。それがまた集まり一見すると泡あわのような宇宙の大構造を作り出すのだ。地球とそれが巡めぐる太陽が属する銀河系といえども、その中のたった一つ。まさに泡ほう沫まつのような存在に過ぎない。

　ブレィとその同僚が食い入るように観察しているのはその大構造の一角。『リフレッシングプレアリー』は彼らの要求に応じて、ここ数日というもの、数億光年にわたるその空域を飛び回っている。

　何が有るというわけではない。むしろ何も無いのである。

「これはおかしい。あり得ない」

　ブレィの同僚が、燃料電池の発電機と一いつ緒しよに持ち込んだノートＰＣで、この一帯数億光年の状態をシミュレートした映像を指し示しながら言った。

「この辺りには銀河団が有るはずだ。ここへ接近してくる途と中ちゆうでも観測できた。しかしそれがある瞬しゆん間かんから、パッとなくなってしまったとしか思えない」

　その通りだ。光速を超えて接近してくる途中までは、確かにそこに宇宙の大構造の一部が有るのは観察できた。だがある地点を越えた瞬間、それが消えてなくなってしまったのである。シミュレートしたＰＣ上のディスプレイでは、そこだけがまるでアイスクリームディッパーで根こそぎ持っていかれたかのように、星々の輝かがやきが消えている。

「あり得ない。あり得ない現象だ。ここにあった数億の星はどこへ消えたんだ？」

「暗黒銀河団という現象でしょうか」

　ブレィだけではなく『リフレッシングプレアリー』にいるみなが頭を抱かかえた。

「あ～～、噂うわさですがね」

　接続シートに着いたホロン体のジャルズィーは冗じよう談だんめかして言った。

「姉妹ゲンカの結果だって話です」

　そういうジャルズィーに、ブレィは苦笑するだけ。昔からジャルズィーは、このような空気を読まない冗談を飛ばすことが有る。ブレィは肩かたをすくめると同僚たちを相手に、この現象を起こしたであろう、未知の天文現象に関する論争を始めた。







テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン

第三回「妹で遊ぼう！」








恵子　　　「なんか、このまま祖●地図で名前出したら、なにげに奥おくから出してきそうな感じよね」

広大　　　「いや、それは違ちがうだろう。普ふ通つうに」

アイシャ　「それで今回は、なんでこんなタイトルなんですか？」

ティセ　　「妹」

恵子　　　「妹キャラが概おおむね揃そろったから、ここで一つ顔見せなんじゃないの」

ティセ　　「次女です」

ティル　　「三女だよ」

ティオ　　「四女よ」

広大　　　「………………」

恵子　　　「…………………………」

アイシャ　「あの、広大、恵子。おっしゃりたい事は分かりますが……、いえまだ何もおっしゃってないようですが。その、何と言いますか……」

広大　　　「つうかさぁ……」

ティセ　　「次女です」

恵子　　　「順番、間ま違ちがってない？」

ティル　　「間違ってないよ」

ティセ　　「普通です」

恵子　　　「いや、普通じゃないでしょう」

ティオ　　「なにがどう普通じゃないって言うのよ！」

広大　　　「だってなぁ、どうみても……」

恵子　　　「そんなわけで、姉妹当て行ってみましょう!!」

広大　　　「長女」

恵子　　　「ティオ」

広大　　　「次女」

恵子　　　「ティセ」

広大　　　「三女。っていうか末っ子」

恵子　　　「ティル」

広大　　　「という感じだよな。普通は」

ティル　　「え～～!?　なんでなんでなんでー!!」

ティオ　　「私がそんなに老ふけてるっていうの！」

ティセ　　「次女」

広大　　　「いや、老けてるというんじゃなくて、落ち着きが有るっていうか」

恵子　　　「性格が悪いっていうか」

ティオ　　「サテライトでなます切りにしてさしあげてもいいのよ？」

ティル　　「でもティオは全然、私のことをお姉ちゃんって呼ばないんだよ」

広大　　　「まぁ、それはなんとなく分かるよな」

ティル　　「え～～、なんでなんで!!　ティルの方がお姉ちゃんなのに!!」

ティオ　　「どっちが姉で、どっちが妹かなんて関係ないじゃないの!!」

恵子　　　「いや、それは違う。甘あまい、甘いわねぇ。ティオ。姉か妹かで、萌もえ属性が全然違うのよ」

アイシャ　「恵子、皆みなさんに変なことを吹ふき込まないでください！」

広大　　　「それはそうと、ティセは前に肉体年ねん齢れいは十五歳さいだって言ってたよな」

ティセ　　「はい、十五歳です。十五歳。素晴らしいですね」

広大　　　「ティセが十五歳で次女。ティルが三女、ティオが四女……」

ティオ　　「な、なにが言いたいのよ。なにが!!」

恵子　　　「はい、それじゃティセから順番に年齢をどうぞ！」

ティセ　　「十五歳です」

広大　　　「そうは見えないけどな」

ティセ　　「………………（ぱたぱたぱたぱた←怒おこってるらしい）」

ティル　　「ティルは十三歳だよ！」

広大　　　「まー妥だ当とうかな」

恵子　　　「そんな所でしょうね。さぁて、それで……」

ティオ　　「ちょ、ちょっと別にｂｉｏクラフトなんだから、年齢は関係ないでしょ」

ティセ　　「関係ないなら言っても良いと思います」

ティオ　　「う～～……」

広大　　　「でも、そうなるとティルの十三歳より下って事なんだが……。マジか？」

ティル　　「私も言ったんだもの。ティオもいわないと駄だ目めだよ」

ティオ　　「言うわよ、言えばいいんでしょ。言えば!!」

恵子　　　「待ってました!!　さぁ、衝しよう撃げきの告白をどうぞ!!」

ティオ　　「衝撃って……、その。まぁ……、……歳さいよ」

広大　　　「はい？」

ティオ　　「だから！　その……、……歳だって言ってるでしょ!!」

恵子　　　「聞こえない～～!!」

ティオ　　「だから!!　十一歳よ、十一歳!!　悪い？　私が十一歳で悪いの!?」

広大　　　「ちょっと……、え？」

恵子　　　「十一歳……。って、小学生？」

ティオ　　「だから言うの嫌いやだったのよ!!」

広大　　　「だって、なぁ……」

恵子　　　「ねぇ……」

広大　　　「………………」

恵子　　　「………………」

ティセ　　「………………（ぱたぱた←特に何も考えてない）」

恵子　　　「あはははハハハハハはハハハハハは!!（大だい爆ばく笑しよう）」

広大　　　「いや、だから……。あははは、って。笑うことは……。いやぁ、しかし小学生か。ティオが小学生って、あははは（爆ばく笑しよう）」

アイシャ　「だから広大も恵子も、そこまで豪ごう快かいに笑うことは……」

ティオ　　「………………ローチングサテライト」

広大　　　「ちょっと待て、ティオ！　落ち着け、落ち着け!!　笑って悪かった!!」

恵子　　　「でもまぁ、これで三姉妹揃そろったことだし……」

ティセ　　「まだ姉がいます」

恵子　　　「はい？」

ティセ　　「姉です、姉。四姉妹です」

恵子　　　「なんで？」

ティセ　　「四人姉妹がいるから、四姉妹です」

恵子　　　「いや、でもこういうのって普ふ通つう三姉妹じゃないの？　マンガやアニメは大たい抵ていそうよ」

ティセ　　「大抵そうですか」

恵子　　　「大抵そうよ」

ティセ　　「分かりました。それでは三姉妹にします。これからは私が長女です」

謎なぞの声　　「ちょ、ちょっと……。ティセ！」

ティセ　　「私がお姉ちゃんですよ、ティル、ティオ」

ティル　　「それは最初からじゃないの」

ティオ　　「何を今いま更さら」

ティセ　　「私が三姉妹の長女です。三姉妹です。三姉妹。素晴らしいですね」

謎の声　　「……それじゃ私の立場がないじゃないの、ティセ!!」

アイシャ　「あの～～、イモータルヌーン。隠かくれてないで出ていらっしゃっても良いと思いますが……」

ティセ　　「姉など居ません」

広大　　　「前から思っていたんだが、ティセ。ひょっとしてお姉さんと仲が悪いの？」

ティセ　　「姉など居ませんが、なぜ分かりましたか。広大？」

広大　　　「いや、なんとなく」

謎の声　　「しくしくしく……」

アイシャ　「あ……、イモータルヌーンが声を殺して泣いていらっしゃいます」






　（そして数日後……）





桜子　　　「ティオ。大空さんと高科さんから何か届いてるわ。……赤いランドセル？」

ティオ　　「いらないから、捨てちゃって!!　いらない、いらないわよ!!」









あとがき







　三巻です。

　実はこの巻の執筆中は花粉症でひどい目にあっておりました。今年は例年よりも飛散時期は早まったものの、飛散量そのものは少ないというので、油断していたせいもあるのかも知れません。

　自宅から仕事場へ向かう、わずかな距離でも外に出ると鼻水が止まらない。目がかゆくなる。寝ようと思って横になれば、鼻づまりがひどくて眠れない。薬を飲んで寝ても、ちょうど効き目が切れる頃には、息苦しくなって目が覚めて、結局二～三時間くらいしか眠れないという、なかなか悲惨な状況でした。ちなみに担当さんは同じ頃、ノロウィルスに苦しんでいたそうです。そんなわけでこの三巻は花粉とノロウィルスの障害を乗り越えて発売されたことになります。

　この仕事は身体が資本ですから、やはり日頃の節制が大切ですね。もっともそんなことが出来る人は、こういう仕事はしないともいいますが（笑）。

　実は私は生来の花粉症というわけでもないのですよ。昔は花粉症などどこ吹く風だったのです。しかしゲーム会社に務めている頃、ちょうど前年の暮れから春先にかけて無茶苦茶、忙しかった時がありまして。そのせいか丁度、花粉症の頃、体調を崩して風邪を引いたのです。けれども熱が下がってもくしゃみ、鼻水、鼻づまりが止まらない。会社の同僚や友人からも「それは花粉症じゃないのか？」と言われていたのですが、その前の年まで何ともなかっただけに、ただの風邪と思っておりました。ところが翌年も同じ頃にやはりくしゃみ、鼻水、鼻づまりと典型的な花粉症の症状。

　こうなるともう花粉症だと考えないわけにはいかなくなりました。どうやら花粉症というのは原因になる物質が、ある程度、身体に溜まると発症する場合があるそうで、私の場合は、どうやらそれに当てはまるようです。

　その後、作家デビューしたのですが、ちょうど今から五～六年前くらいですか。ちょっと体調を崩しまして。花粉症の季節ではないのにくしゃみ、鼻水が止まらない。さらに咳も出る。その上、夜中に全身にじんましんも出るという、なんか妙な症状になってしまいました。一応、病院に行ったらアレルギーだという事だったのですが、原因物質は分からない。対処療法しかないと言われ、薬を飲んでなんとか症状はおさまったものの、アレルギー性鼻炎に関しては、現在でも治りきってないようで、杉花粉の季節でない時でも、時折、くしゃみ、鼻水、鼻づまりが酷くなることがあります。

　まぁそういう体質もあって、今回も酷い目にあったのかも知れません。今年もこの仕事に入る前からかなり忙しかったですから。




　さて話は変わりまして、今回から登場する新キャラが口にくわえている「ロリポップ」。棒付きキャンデーのことですが、早い話「チュッ●チャ●ス」ですね。私くらいの年代だと『刑事コジャック』というアメリカ製刑事ドラマで、テリー・サバラス演じるコジャック刑事がくわえていた印象が強い、あれです。

「ロリポップ」というのは棒付きキャンデー全体の事を指すようで、マンガなどで子供がよく舐めているぐるぐる渦巻きのものもそう言うようです。

　あと忘れちゃいけない、Ｆ１などのモータースポーツで、ピットインしたマシンの前に出される「ＧＯ」「ＳＴＯＰ」が書かれた棒付きの札。Ｆ１だと年に二、三回は、慌てたドライバーが、ピットアウトの時にぶつかったり、そのまま持っていったりするあれ。あれそのものや、担当するピットクルーもロリポップと言われておりますな。なんでだろうなぁと常々思ってましたが、考えてみればごく簡単。確かにあの形状はロリポップに似てますな。気付けよ自分（笑）。

　調べてみると欧米では交通整理のおばさん、つまり日本で言うところの緑のおばさんは、旗ではなく、棒に丸い札のついた標識を持っているそうで、それがロリポップに似ている事から、交通整理の人＝ロリポップウーマン、ロリポップマンと呼ばれることがあるそうです。Ｆ１のピットクルーもどうやらそこから来ているようですね。

　そんなわけで新キャラの彼がベルトにずらりと並べているのは「チュッ●チャ●ス」のようなものと思っていただければ幸いです。決して『シス●リ』の亞●亞ちゃんが舐めているようなキャンデーでも、ましてやフェラーリやホンダのピットクルーでも、緑のおばさんでもありませんので。念の為（笑）。




　さて、順調に今回のあとがきも埋まって参りました。『グロリアスドーン』四巻は今のところ九月の予定になっておりますが、ノベルジャパン掲載分についても近いうちに文庫化される予定です。

　それでは次の巻でお会いしましょう。





庄司 卓






庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」

http://www.syoji-sc.com/




庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




庄司 卓先生／四季童子先生／小松崎龍海先生
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